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文学フリマ大阪非公式ガイド

おとそ大学パブリッシング



A-01　花と魚
A-02　同志社文芸同好会
A-03　待兼山文學会
A-04　リアルレトロ & かっぱ日和
A-05　老人文学
A-06　ignea (tisso)
A-07　TRIGINAL
A-08　ヴィリジアン・ヴィガン
A-09　Lousism
A-10　京都ジャンクション
A-11　阪大文芸部 et-cetera
A-12　GARBS.
A-13　キスとレモネード
A-14　六畳一間 e.p.
A-15　法政文芸
A-16　彼草幻燈
A-17　アマチュアで妥協
A-18　酔っ払いバタフライ ( 仮 )
A-19　小説同人誌 mon
A-20　雑記囃子
A-21　ハムスターを壁にバンバンぶつける
A-22　星座盤
A-23　詩架
A-24　大西智子
A-25　カム
A-26　日表造形社
A-27　文学結社猫
A-28　LOL( ろる )
B-28　元カノを誤訳とあのこと
D-01　白昼社

小説 | 純文学 (30)

B-01　桃山学院大学文芸部
B-02　薄禍企画
B-03　春夏冬
B-04　黒曜舎
B-05　階亭
B-06　活動漫画屋
B-08　猫の独語
B-12　こんぽた。
B-13　ぶれーめん
B-14　きうい☆べりー
B-15　犬吠埼一介のホームページ
B-16　鶴ヶ島まちおこし委員会
B-17　鳥取大学文芸部 有志
B-18　フロッケリプカ
B-19　社会人サークル『あとのまつり』
B-20　教授会
B-21　なんそば
B-22　豆蔵 ( ゼブラ出版 )
B-23　ブックシェルフ病棟
B-24　一二三堂
B-25　救援信号
B-26　a piacere
B-27　冬青
B-29　関西魂
B-39　小説の志
B-40　Little Curly
B-41　はぐれ文芸部 X
B-42　天津神本舗
B-43　現代文学研究部
B-44　不完全標本
B-45　Production 586
B-46　repro
B-47　紫陽花宮
B-48　うく椅子
B-49　わかつき本舗
B-50　ティコの星
B-51　つばめ綺譚社
B-52　パスタなら作れます
B-53　関西学院大学文化総部文芸部
B-54　昆虫図鑑
B-55　トリアトリエ
B-56　DAISY CHAIN 製作委員会

小説 | エンタメ・大衆小説 (42)

C-01　浮草堂
C-02　ヨモツヘグイニナ
C-03　さらてり
C-04　箱庭製作所
C-05　WindingWind
C-06　無重力叢書
C-07　アズライト
C-08　絵空少女
C-09　本場の歩登屋
C-10　Natural maker
C-11　桜火‐sakurabi‐
C-12　世界構築中
C-13　Project 想音
C-14　ふぇにどら !!
C-15　ショボ～ン書房
C-16　Text-Revolutions 準備会
C-17　レティーとミティー。
C-18　Totentanz_Rosenkranz
C-19　妄想の中の現実
C-20　月刊さかな
C-29　サクラ伎
C-30　エウロパの海
C-31　アメシスト
C-32　ちぃさま文庫
C-33　螢石
F-11　カナメスタジオ

小説 | ファンタジー・幻想文学 (26)

C-34　ふじ文庫
C-35　ささら舎
C-36　立夏六花
C-37　根暗本舗
C-38　文化的創作団体『文紡』
C-39　由香
C-40　風車
C-41　闇擽
C-42　CafeCappucci
C-43　海青喫茶
C-44　西方綴織
C-45　おはなし和文社
C-46　手紙屋
C-47　夜半すぎの郵便屋
C-48　紙魚を食べる虫
C-49　はぐるま図書工房
C-50　創作サポセン十三期生、それぞれの道
C-52　おとといあさって
C-53　海月幻想社
C-54　神戸大学文芸研究会
C-55　関西大学文芸部文学パート
C-56　兎角毒苺團
F-12　天文マリオネット

小説 | 短編・掌編・ショートショート (23)

D-41　「誠」自由工房
D-42　Q 出ですか、そうですか
D-43　Pumpkin Head
D-44　五月雨計画
D-45　デシロップ
D-46　放課 ×0.03
D-47　華胥遊記
D-48　夜月書房
D-49　猫舌連盟
D-50　九龍組
D-51　玉造屋バキューン
D-52　大塚マート
D-53　少女サナトリウム
D-54　藍色横町
D-55　大阪芸術大学文芸学科
D-56　あいうえオーダー

小説 | ライトノベル (16)

D-29　花森ゆきめ
E-17　停滞 _ 閉塞 _ 衰微
E-18　さーかす
E-19　ときあめようこ
E-20　ちょびっと詩人
E-21　柵野初希
E-22　Juste Minuit
E-23　雨宿り。
E-24　Cult Trash
E-25　compostela
E-26　このはつづり
E-27　夜行日和
E-28　創作工房 群青

詩歌 | 現代詩・散文詩 (13)

E-01　104
E-02　fulidom
E-03　京大短歌
E-04　BON*Li_Na
E-05　雲庵
E-06　立命館大学短歌会
E-07　かんざし
E-08　うたつかい
E-09　うたらば
E-11　BL 俳句合同誌「庫内灯」編集部
E-15　赤茶の星でシャムネコを飼う
E-16　盲目羊とサクラジマ
E-47　cahier
E-48　川柳カード
E-49　大阪大学短歌会
E-50　短歌同人誌「率」
E-51　ito
E-52　現実アラカルト
E-53　短歌同人誌「一角」
E-54　神戸大学短歌会
E-55　めためたドロップス
E-56　楓の花

詩歌 | 俳句・短歌・川柳 (22)

B-07　ます @ レインボー
D-19　ひつじのいえ
D-20　すみだ はな
D-21　おおよど漫画制作所
D-22　さいたま養豚場
D-23　どんつき A 町
D-24　ふしぎな隣人たち

小説 | 児童文学・絵本 (7)

B-09　S.Y.S. 文学分室
B-10　SiestaWeb
C-27　雪花伽
C-28　Anonymous Bookstore

小説 | ミステリー (4)

B-11　HPJ 製作工房
C-21　はるこん実行委員会
C-22　真揺中心
C-23　ソラギア
C-24　A NormalLife,,,
C-25　日本初期 SF 映像顕彰会
C-26　第四滑走路
D-03　雲上回廊

小説 |SF (8)

B-30　アコンカグア
B-31　秋月
B-32　眠る犬小屋

小説 | ホラー・怪奇 (3)

B-33　COS 部
小説 |SNS・ブログ (1)

B-34　Studio120
小説 | 海外文学・翻訳 (1)

B-35　弐々製本
B-36　ペンシルビバップ
B-37　遥奏文庫
B-38　文机

小説 | アンソロジー (4)

D-02　文学フリマ大阪非公式ガイド
D-04　大阪文学学校学生委員会
D-05　R.B.SELECTION
D-06　甲南大学文化会文学研究会
D-07　朝までナマステレビ
D-08　ぽぴんぽっぺん +PlasticWild
D-09　文芸 ikki
D-10　True Memory
D-11　ザ・ひも理論ズ
D-12　MagicButterFly.
D-13　Mizkid

小説 | その他 (11)

D-14　招福来猫
D-15　さふらわー部屋

小説 | 恋愛 (2)

D-16　高床木蔦倉庫
D-17　それはなにかとたずねたら
D-18　有明月子

小説 | 青春・学園 (3)

D-25　イフ戦記計画
D-26　ふしぎあん
D-27　龍の髭
D-28　高森純一郎

小説 | 歴史・古典 (4)

D-30　ソライロメトロ
D-31　ひだり。
D-32　殺戮系男子症候群
D-33　午前三時の音楽
D-34　hydra / blue
D-35　梅竹堂
D-36　名越野大学文芸部

小説 |BL (7)

D-37　蕪研究所
D-38　コーヒー色の百合畑で
D-39　書肆リリカルト
D-40　コーヒーブレイク

小説 | 百合 (4)

C-51　ふぉとばしょ (photo+ ことば )
E-10　夜間飛行惑星
E-12　玉ねぎ頭のネコ娘。
E-13　37+c
E-14　Trigger
E-43　あめふりロンド
E-44　お里湯
E-45　碧蹄館 feat. 月待者

詩歌 | イラスト・写真 (8)

E-46　Girls on a Picture
詩歌 | 朗読・歌唱 (1)

G-01　小野進一
詩歌 | その他 (1)

E-29　ズレフェミ屋
評論 | 社会批評 (1)

E-30　キュリオシティ
E-31　NEKOPLA

評論 | 文化研究 (2)

E-32　三番叟
評論 | アイドル・芸能 (1)

E-33　普通な人の会
評論 | サブカルチャー (1)

E-34　東海 SF の会
E-35　打算とも名誉とも無縁なもの

評論 |SF (2)

E-36　黒死館附属幻稚園
E-37　西方猫耳教会

評論 | ファンタジー・幻想文学・怪奇文学 (2)

E-38　立命館大学メディア芸術研究会
E-39　はなごよみ
E-40　でいひま
E-41　F 会 & アニメ・マンガ評論刊行会
E-42　余白の楽書

評論 | アニメ・マンガ・ゲーム (5)

G-05　大阪市立大学文学研究会
評論 | 文芸批評 (1)

G-06　団地愛好家集団『Team4.5 畳』
評論 | 建築 (1)

G-07　アトリエサード
G-08　マスクねこ
G-09　総合表現集団かべちょろ

評論 | その他 (3)

F-13　遊モア・プロジェクト
F-14　マゾヒスティック・リリィ・ワークス
F-15　大井ヶ森文庫
F-16　ユミタマ
F-17　パナトリエ
F-18　atelier makotomo
F-19　zine 部
F-20　ジンジンする ZINE

ノンフィクション | エッセイ・随筆 (8)

G-02　廃墟探索部
ノンフィクション | 写真・映像 (1)

G-11　折原ゆかりのエロやさしいサークル
G-12　未遂のスパンコール
G-13　フリーペーパー制作団体 thREAD

ノンフィクション | 雑誌 (3)

G-14　桃山学院大学木島ゼミナール
ノンフィクション | インタビュー (1)

G-03　城東ぱらどっくす
G-04　KS プロジェクト

ノンフィクション | その他 (2)



28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29

A A

B B

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29

C C

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29

D D

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29

E E

01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

F

F

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16

G GG

見本誌コーナー
（ステージ上）

出入り口



A-01　花と魚
A-02　同志社文芸同好会
A-03　待兼山文學会
A-04　リアルレトロ & かっぱ日和
A-05　老人文学
A-06　ignea (tisso)
A-07　TRIGINAL
A-08　ヴィリジアン・ヴィガン
A-09　Lousism
A-10　京都ジャンクション
A-11　阪大文芸部 et-cetera
A-12　GARBS.
A-13　キスとレモネード
A-14　六畳一間 e.p.

純
文
学

A-15　法政文芸
A-16　彼草幻燈
A-17　アマチュアで妥協
A-18　酔っ払いバタフライ ( 仮 )
A-19　小説同人誌 mon
A-20　雑記囃子
A-21　ハムスターを壁にバンバンぶつける
A-22　星座盤
A-23　詩架
A-24　大西智子
A-25　カム
A-26　日表造形社
A-27　文学結社猫
A-28　LOL( ろる )
B-28　元カノを誤訳とあのこと
D-01　白昼社

　

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
間
帯
に
熊
が
い
る
︒
電
車
を
待
っ
て
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
と
ひ
し
め
き
あ
う
人
の

中
に
熊
が
︒
ご
わ
ご
わ
と
し
た
黒
い
大
き
な
背
中
︒
あ
︑
熊
︑
そ
う
思
う
間
も
な
く
雪
歩
が
背
中
の

猟
銃
を
引
き
抜
い
て
撃
っ
た
︒
ず
ば
ん
︒
あ
ん
ま
り
非
現
実
的
で
笑
っ
ち
ゃ
う
よ
う
な
音
を
響
か
せ

て
︑
弾
丸
が
熊
の
脳
天
を
撃
ち
ぬ
く
︒
ぐ
わ
ぁ
︑
と
か
︑
な
ん
と
か
︑
重
苦
し
い
声
で
吼
え
る
と
熊

は
ホ
ー
ム
の
ひ
び
割
れ
た
コ
ン
ク
リ
に
倒
れ
込
ん
だ
︒
瞬
間
悲
鳴
と
ざ
わ
め
き
が
立
っ
て
周
り
の
人

間
が
ざ
っ
と
引
く
︒
即
席
噴
水
広
場
み
た
い
な
感
じ
で
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
っ
た
ま
あ
る
い
空
間
の

ど
真
ん
中
で
熊
は
ぐ
っ
た
り
と
伏
せ
て
︑
頭
か
ら
ど
く
ど
く
と
血
の
海
を
広
げ
て
い
た
︒

　

ま
あ
熊…

…

っ
て
い
う
か
︑
人
間
な
ん
だ
け
ど
︒
雪
歩
は
な
に
ご
と
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
銃

　
　
　
　
　
　
　
　
　

—
—

﹁
夜
更
け
に
は
熊
が
来
る
か
ら
誰
も
泣
か
な
い
︒﹂︵
著
者
：ｅ
ｂ
︶
抜
粋



28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29

A A

B B

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29

C C

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29

D D

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29

E E

01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

F

F

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16

G GG

見本誌コーナー
（ステージ上）

出入り口



私
は
あ
な
た
に
触
れ
た
い
と
い
う
欲
求
が
私
は
あ

な
た
に
触
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
禁
則
か
ら
逆
説
的

に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
︑
私
は
あ

な
た
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
︒

　
　
　
　
　
山
本
清
風
︵
文
学
結
社
猫
：A-27

︶

あ
ら
す
じ

│
│
│
星
間
の
距
離
感
を
わ
た
し
た
ち
は
星
座

と
呼
び
︑
心
の
距
離
感
を
わ
た
し
た
ち
は
恋
愛

と
呼
ぶ
の
だ
︒
か
つ
て
遠
い
昔
の
瞬
き
を
わ
た

し
が
星
と
認
識
す
る
よ
う
に
︑
認
識
し
た
と
き

に
は
す
で
に
な
く
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
︑

そ
ん
な
可
能
性
が
わ
た
し
の
恋
だ
っ
た
│
│
│

浦
崎
︵
う
ら
が
さ
き
︶
市
と
い
う
架
空
の
町
を

舞
台
に
︑
関
西
方
言
を
用
い
て
黒
髪
Ｊ
Ｋ
ポ
ニ

ー
テ
ー
ル
処
女
の
川
原
明
日
架
︵
か
わ
は
ら
あ

す
か
︶
が
ク
ソ
サ
ブ
カ
ル
ナ
イ
ー
ブ
野
郎
か
ら

告
白
さ
れ
た
り
︑
女
友
だ
ち
の
ト
イ
レ
に
嫌
々

つ
き
あ
っ
た
り
︑
カ
ー
ス
ト
上
位
の
い
か
つ
い

ヒ
ゲ
メ
ン
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
グ
イ
グ
イ
来
ら
れ
た

り
し
な
が
ら
︑
現
実
か
ら
逃
避
す
る
は
ず
の
物

語
が
こ
れ
で
は
意
味
あ
り
ま
せ
ん
や
ん
か
︑
ま

っ
た
く
癒
さ
れ
な
い
ま
ま
﹁
わ
た
し
は
あ
た
し

が
わ
か
ら
な
い
﹂
を
叫
ん
だ
︑
ラ
ノ
ベ
に
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純
文
学
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説
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想
と
し
て
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音
楽
的
で
あ
る
︑
と
い
う
表
現
に
出
会
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
︒
音
楽
的
︒
な
ん
と
な
く
分
か
る
よ
う
な
気
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っ
て
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ま

し
た
が
︑
こ
の
小
説
を
読
ん
で
わ
た
し
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初
め
て
小
説
を
音
楽
的
だ
！

と
思
い
ま
し
た
︒
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き
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を
こ
ん
が
ら
が
ら
せ
て
お
り…

…
と
そ
の
あ
た
り

ま
で
は
笑
っ
て
読
め
ま
し
た
︒

　
コ
ロ
コ
ロ
と
転
が
る
よ
う
な
軽
や
か
な
一
人
称
に
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
め
い

た
言
葉
を
散
り
ば
め
た
よ
う
な
独
自
の
文
体
は
ど
こ
ま
で
も
ポ
ッ
プ
で
︑

文
章
を
読
む
と
い
う
た
だ
単
純
な
喜
び
に
読
者
を
浸
ら
せ
て
く
れ
ま
す
︒

地
の
文
と
会
話
文
は
ほ
と
ん
ど
境
目
な
く
続
い
て
お
り
違
和
を
感
じ
さ
せ

ま
せ
ん
︒
気
が
付
け
ば
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
わ
た
し
は
山
本
清
風

氏
に
連
れ
て
い
か
れ
て
い
た
の
で
す
︒
ち
ょ
っ
と
し
た
地
獄
に
︒
続
き
は

web

以
外
で
︒

　
話
を
音
楽
に
戻
し
ま
し
ょ
う
︒
こ
の
小
説
の
ど
こ
に
音
楽
を
感
じ
た
か

と
言
う
と
︑
そ
の
リ
ズ
ム
で
す
︒
演
奏
は
軽
や
か
︒
キ
ャ
ッ
チ―

で
や
や

癖
の
あ
る
メ
ロ
デ
ィ
︒
と
き
お
り
変
拍
子
が
入
り
つ
つ
も
︑
難
解
さ
は
感

じ
さ
せ
ず
︑
あ
く
ま
で
も
ポ
ッ
プ
に
小
気
味
よ
く
︒
そ
う
そ
う
︑
ヘ
ッ
ド

フ
ォ
ン
で
聴
け
ば
さ
ぞ
気
持
ち
よ
い
で
し
ょ
う
︒

　
で
す
が
こ
の
曲
を
聴
き
終
え
た
と
き
︑
爽
快
感
な
ど
微
塵
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
︒
何
故
で
し
ょ
う
︒
思
い
返
す
と
軽
や
か
だ
っ
た
演
奏
は
そ
の

リ
ズ
ム
の
み
を
残
し
た
ま
ま
デ
ィ
ス
ト
ー
シ
ョ
ン
ギ
タ
ー
に
す
り
替
わ
っ

て
お
り
︑
同
じ
な
は
ず
の
メ
ロ
デ
ィ
は
︑
い
え
確
か
に
同
じ
メ
ロ
デ
ィ
な

の
で
す
が
い
つ
の
間
に
か
歌
声
で
な
く
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
絶
叫
に
変
わ

っ
て
い
た
の
で
す
︒

　
こ
れ
を
読
ん
だ
み
な
さ
ん
に
も
是
非
そ
の
口
当
た
り
の
良
さ
に
騙
さ
れ

て
読
ん
で
欲
し
い
の
で
す
︒
そ
う
︑
以
下
の
言
葉
に
ピ
ン
と
き
た
な
ら
特

に
︒

自
意
識
／
ク
ソ
サ
ブ
カ
ル
ナ
イ
ー
ブ
野
郎
／
産
む
機
械
／
ピ
ー
チ
ジ
ョ
ン

／
承
認
欲
求
／
イ
ム
ル
ダ
イ
／
初
音
ミ
ク
／
Ｎ
Ｔ
Ｒ
／
卒
塔
婆
／
岡
崎
京

子
　

…
…

そ
う
そ
う
︑
書
き
な
が
ら
気
が
付
き
ま
し
た
が
こ
れ
は
き
っ
と
リ

バ
ー
ス
・
エ
ッ
ジ
の
変
奏
︒

　
平
坦
な
戦
場
で
僕
ら
が
生
き
延
び
る
こ
と
︒
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で

す
︒

︵
紹
介
者
：
弍
杏
︶



純文学

びょうびょうたる季節

構成…構成… Ｃ

取るに足りぬものほど、愛おしい。取るに足りぬものほど、愛おしい。

ツイッター：@hana_to_sakana

ウェブサイト：http://hana-to-sakana.tumblr.com/

スイミー（花と魚）スイミー（花と魚）

描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…

世界観…世界観…

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

４００円４００円

Ａ－０１Ａ－０１

著者著者

価格価格

ブースブース

　

夜
の
う
ち
に
虫
か
鼠
が
出
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら
欠
け
た
茶
碗
を
そ
っ
と
手
に
取
っ

た
︒
す
る
と
ど
う
し
た
こ
と
か
︑
さ
っ
き
ま
で
茶
碗
が
伏
せ
ら
れ
て
い
た
そ
の
場
所
に
︑
碗
の

丸
み
に
沿
う
よ
う
に
ち
い
さ
な
人
が
膝
を
抱
え
て
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

︵
あ
れ
ま
︑
一
寸
法
師
が
出
た
︒︶

　

咄
嗟
に
そ
う
思
っ
た
︒

　

ち
い
さ
な
人
は
突
然
に
朝
の
真
白
い
光
の
元
に
曝
さ
れ
て
︑
眠
り
か
ら
目
覚
め
た
︒
そ
し
て

こ
ち
ら
の
視
線
に
気
付
く
と
佇
ま
い
を
直
し
言
う
の
で
あ
る
︒

﹁
こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
す
﹂

　

深
々
と
お
辞
儀
を
さ
れ
て
は
︑
呆
気
に
と
ら
れ
な
が
ら
も
頷
い
て
や
る
ほ
か
な
か
っ
た
︒

　

ち
い
さ
な
人
は
こ
ま
ご
ま
と
し
た
ち
い
さ
な
着
物
を
着
て
い
た
︒
紐
の
よ
う
な
帯
も
ち
ゃ
ん

と
着
い
て
い
て
︑
髪
も
凛
々
し
い
総
髪
を
結
っ
て
あ
る
が
︑
足
元
は
裸
足
で
あ
っ
た
︒
気
に
掛

か
り
︑
履
く
も
の
は
な
い
の
か
と
問
う
と
︑
誇
ら
し
げ
に
懐
か
ら
草
履
を
取
り
出
し
た
の
で
︑

用
意
が
良
い
も
の
だ
と
驚
か
さ
れ
た
︒

　

彼
は
礼
儀
正
し
く
︑
気
持
ち
の
よ
い
人
だ
っ
た
︒
一
口
に
も
満
た
な
い
僅
か
な
食
事
を
匙
の

上
に
乗
せ
て
分
け
て
や
る
と
︑
大
変
美
味
し
い
と
言
い
な
が
ら
喜
ん
で
食
べ
︑
お
礼
に
と
舞
を

披
露
し
て
く
れ
る
︒
仕
事
で
使
う
ペ
ン
の
イ
ン
ク
が
一
滴
机
の
上
に
零
れ
る
と
︑
襷
を
掛
け
︑

膝
を
か
ら
げ
て
︑
彼
に
は
大
き
す
ぎ
る
布
切
れ
を
持
っ
て
き
て
︑
ご
し
ご
し
と
懸
命
に
汚
れ
を

拭
っ
て
く
れ
る
︒

　

ち
い
さ
な
人
と
暮
ら
し
は
じ
め
て
三
日
ば
か
り
が
経
っ
た
頃
︑
呼
び
か
け
る
の
に
不
便
で
あ

る
の
で
︑
彼
に
白
︵
し
ろ
︶
と
い
う
名
を
付
け
た
︒
白
い
光
で
目
覚
め
た
か
ら
と
い
う
安
直
な

名
で
あ
っ
た
が
︑
白
は
お
お
い
に
喜
ん
だ
︒
白
︑
と
呼
ぶ
と
︑
彼
は
何
処
に
居
て
も
き
ち
ん
と

居
直
っ
て
﹁
は
い
﹂
と
腹
か
ら
声
を
出
し
て
返
事
を
す
る
︒
そ
れ
が
実
に
耳
に
心
地
好
く
︑
日

に
一
度
は
用
も
な
く
名
を
呼
ん
で
返
事
を
さ
せ
た
︒

　
　
　
　
　

短
編
﹃
ち
い
さ
な
人
﹄
よ
り

　

夜
の
う
ち
に
虫
か
鼠
が
出
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら
欠
け
た
茶
碗
を
そ
っ
と
手
に
取
っ

た
︒
す
る
と
ど
う
し
た
こ
と
か
︑
さ
っ
き
ま
で
茶
碗
が
伏
せ
ら
れ
て
い
た
そ
の
場
所
に
︑
碗
の

丸
み
に
沿
う
よ
う
に
ち
い
さ
な
人
が
膝
を
抱
え
て
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

︵
あ
れ
ま
︑
一
寸
法
師
が
出
た
︒︶

　

咄
嗟
に
そ
う
思
っ
た
︒

　

ち
い
さ
な
人
は
突
然
に
朝
の
真
白
い
光
の
元
に
曝
さ
れ
て
︑
眠
り
か
ら
目
覚
め
た
︒
そ
し
て

こ
ち
ら
の
視
線
に
気
付
く
と
佇
ま
い
を
直
し
言
う
の
で
あ
る
︒

﹁
こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
す
﹂

　

深
々
と
お
辞
儀
を
さ
れ
て
は
︑
呆
気
に
と
ら
れ
な
が
ら
も
頷
い
て
や
る
ほ
か
な
か
っ
た
︒

　

ち
い
さ
な
人
は
こ
ま
ご
ま
と
し
た
ち
い
さ
な
着
物
を
着
て
い
た
︒
紐
の
よ
う
な
帯
も
ち
ゃ
ん

と
着
い
て
い
て
︑
髪
も
凛
々
し
い
総
髪
を
結
っ
て
あ
る
が
︑
足
元
は
裸
足
で
あ
っ
た
︒
気
に
掛

か
り
︑
履
く
も
の
は
な
い
の
か
と
問
う
と
︑
誇
ら
し
げ
に
懐
か
ら
草
履
を
取
り
出
し
た
の
で
︑

用
意
が
良
い
も
の
だ
と
驚
か
さ
れ
た
︒

　

彼
は
礼
儀
正
し
く
︑
気
持
ち
の
よ
い
人
だ
っ
た
︒
一
口
に
も
満
た
な
い
僅
か
な
食
事
を
匙
の

上
に
乗
せ
て
分
け
て
や
る
と
︑
大
変
美
味
し
い
と
言
い
な
が
ら
喜
ん
で
食
べ
︑
お
礼
に
と
舞
を

披
露
し
て
く
れ
る
︒
仕
事
で
使
う
ペ
ン
の
イ
ン
ク
が
一
滴
机
の
上
に
零
れ
る
と
︑
襷
を
掛
け
︑

膝
を
か
ら
げ
て
︑
彼
に
は
大
き
す
ぎ
る
布
切
れ
を
持
っ
て
き
て
︑
ご
し
ご
し
と
懸
命
に
汚
れ
を

拭
っ
て
く
れ
る
︒

　

ち
い
さ
な
人
と
暮
ら
し
は
じ
め
て
三
日
ば
か
り
が
経
っ
た
頃
︑
呼
び
か
け
る
の
に
不
便
で
あ

る
の
で
︑
彼
に
白
︵
し
ろ
︶
と
い
う
名
を
付
け
た
︒
白
い
光
で
目
覚
め
た
か
ら
と
い
う
安
直
な

名
で
あ
っ
た
が
︑
白
は
お
お
い
に
喜
ん
だ
︒
白
︑
と
呼
ぶ
と
︑
彼
は
何
処
に
居
て
も
き
ち
ん
と

居
直
っ
て
﹁
は
い
﹂
と
腹
か
ら
声
を
出
し
て
返
事
を
す
る
︒
そ
れ
が
実
に
耳
に
心
地
好
く
︑
日

に
一
度
は
用
も
な
く
名
を
呼
ん
で
返
事
を
さ
せ
た
︒

　
　
　
　
　

短
編
﹃
ち
い
さ
な
人
﹄
よ
り



純文学 掌編 胸キュン

キスとレモネード

構成…構成… Ｃ

レモネードみたいな恋をする、透明な少年少女の短編集レモネードみたいな恋をする、透明な少年少女の短編集

ツイッター：@milkteabonbon

ウェブサイト：

彩村彩村

描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…

世界観…世界観…

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

未定未定

Ａ－１３Ａ－１３

著者著者

価格価格

ブースブース

　

音
を
立
て
て
消
え
て
し
ま
う
の

　

思
い
出
だ
け
残
し
て
い
っ
て
し
ま
う
の

　

ソ
ー
ダ
水
み
た
い
な
夏
の
午
後

　

朱
鷺
色
の
空
の
端
に
ま
だ
う
っ
す
ら
と
濃
紺
の
夜
の
名
残
を
と
ど
め
る
朝
︑
私
は
唐
突
に
目

を
覚
ま
し
た
︒
夜
中
じ
ゅ
う
開
け
放
っ
て
い
た
窓
か
ら
は
ま
だ
排
ガ
ス
に
侵
さ
れ
て
い
な
い
清

冽
な
空
気
が
日
焼
け
し
た
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
を
揺
ら
し
た
︒

﹁
い
く
ら
な
ん
で
も
早
起
き
す
ぎ
た
な
﹂

　

時
計
の
針
は
い
つ
も
起
床
す
る
時
間
よ
り
ず
い
ぶ
ん
早
い
時
刻
を
指
し
示
し
て
い
た
︒

　

一
度
目
が
覚
め
て
し
ま
う
と
な
か
な
か
寝
付
け
な
い
自
分
の
体
質
を
う
ら
み
な
が
ら
︑
も
ぞ

も
ぞ
と
小
学
校
の
入
学
祝
い
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
年
季
の
入
っ
た
木
製
ベ
ッ
ド
を
軋
ま
せ
て
身

体
を
起
こ
す
︒
洗
い
晒
し
た
ガ
ー
ゼ
の
パ
ジ
ャ
マ
は
寝
汗
を
吸
い
込
ん
で
し
っ
と
り
と
肌
に
な

じ
ん
で
い
る
︒
首
筋
に
貼
り
付
く
黒
髪
に
︑
夏
だ
︑
と
思
っ
た
︒
今
日
か
ら
夏
休
み
な
の
だ
か

ら
︑
当
然
す
ぎ
る
事
実
で
は
あ
る
け
れ
ど
︒　

足
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
そ
う
っ
と
部
屋
の
ド

ア
を
開
け
︑
慎
重
に
廊
下
に
爪
先
を
下
ろ
し
た
︒
家
族
で
一
番
早
起
き
の
母
も
ま
だ
起
き
て
き

て
い
な
い
よ
う
だ
︒
少
し
早
す
ぎ
る
け
れ
ど
朝
食
で
も
摂
ろ
う
か
と
キ
ッ
チ
ン
へ
向
か
お
う
と

し
た
と
き
︑
そ
れ
は
風
の
よ
う
に
流
れ
込
ん
だ
︒

　

音
を
立
て
て
消
え
て
し
ま
う
の

　

思
い
出
だ
け
残
し
て
い
っ
て
し
ま
う
の

　

ソ
ー
ダ
水
み
た
い
な
夏
の
午
後

　

朱
鷺
色
の
空
の
端
に
ま
だ
う
っ
す
ら
と
濃
紺
の
夜
の
名
残
を
と
ど
め
る
朝
︑
私
は
唐
突
に
目

を
覚
ま
し
た
︒
夜
中
じ
ゅ
う
開
け
放
っ
て
い
た
窓
か
ら
は
ま
だ
排
ガ
ス
に
侵
さ
れ
て
い
な
い
清

冽
な
空
気
が
日
焼
け
し
た
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
を
揺
ら
し
た
︒

﹁
い
く
ら
な
ん
で
も
早
起
き
す
ぎ
た
な
﹂

　

時
計
の
針
は
い
つ
も
起
床
す
る
時
間
よ
り
ず
い
ぶ
ん
早
い
時
刻
を
指
し
示
し
て
い
た
︒

　

一
度
目
が
覚
め
て
し
ま
う
と
な
か
な
か
寝
付
け
な
い
自
分
の
体
質
を
う
ら
み
な
が
ら
︑
も
ぞ

も
ぞ
と
小
学
校
の
入
学
祝
い
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
年
季
の
入
っ
た
木
製
ベ
ッ
ド
を
軋
ま
せ
て
身

体
を
起
こ
す
︒
洗
い
晒
し
た
ガ
ー
ゼ
の
パ
ジ
ャ
マ
は
寝
汗
を
吸
い
込
ん
で
し
っ
と
り
と
肌
に
な

じ
ん
で
い
る
︒
首
筋
に
貼
り
付
く
黒
髪
に
︑
夏
だ
︑
と
思
っ
た
︒
今
日
か
ら
夏
休
み
な
の
だ
か

ら
︑
当
然
す
ぎ
る
事
実
で
は
あ
る
け
れ
ど
︒　

足
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
そ
う
っ
と
部
屋
の
ド

ア
を
開
け
︑
慎
重
に
廊
下
に
爪
先
を
下
ろ
し
た
︒
家
族
で
一
番
早
起
き
の
母
も
ま
だ
起
き
て
き

て
い
な
い
よ
う
だ
︒
少
し
早
す
ぎ
る
け
れ
ど
朝
食
で
も
摂
ろ
う
か
と
キ
ッ
チ
ン
へ
向
か
お
う
と

し
た
と
き
︑
そ
れ
は
風
の
よ
う
に
流
れ
込
ん
だ
︒



純文学

寄生

構成…構成… Ｂ

愛と暴力のための、純文学愛と暴力のための、純文学

ツイッター：@hinatazoukeisha

ウェブサイト：http://hinatazoukeisha.hatenablog.com

小柳日向小柳日向

描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…

世界観…世界観…

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

６００円６００円

Ａ－２６Ａ－２６

著者著者

価格価格

ブースブース

　

そ
の
朝
︑
目
覚
め
る
と
巨
大
な
毒
虫
に
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
︒
結
論
か
ら
云
う
と
︒

然
し
︑
巨
大
な
毒
虫
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
あ
る
︒
慌
て
て
目
だ
け
を
動
か
し
︑

四
肢
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
︒
安
堵
の
為
︑
嘆
息
し
︑
そ
れ
か
ら
俯
せ
に
姿

勢
を
変
え
て
枕
に
顔
を
う
ず
め
た
︒
黴
と
汗
の
に
お
い
が
し
た
︒

　

目
覚
め
は
最
高
に
最
悪
で
あ
り
︑
全
身
か
ら
ね
っ
と
り
と
し
た
汗
が
噴
き
出
し
て
い
た
︒
平

素
︑
夢
な
ど
見
な
い
も
の
だ
が
︑
昨
今
に
な
っ
て
同
じ
悪
夢
に
魘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
︒

大
量
の
虫
が
部
屋
中
の
何
処
か
ら
と
も
な
く
湧
き
出
し
︑
黒
く
視
界
を
覆
い
つ
く
す
︒
そ
う
し

て
︑
自
分
ま
で
も
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
︒
夢
で
あ
る
は
ず
な
の
に
気
持
ち
の
悪
い
触
感
が
肌

を
ざ
わ
つ
か
せ
た
︒

　

そ
の
朝
︑
目
覚
め
る
と
巨
大
な
毒
虫
に
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
︒
結
論
か
ら
云
う
と
︒

然
し
︑
巨
大
な
毒
虫
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
あ
る
︒
慌
て
て
目
だ
け
を
動
か
し
︑

四
肢
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
︒
安
堵
の
為
︑
嘆
息
し
︑
そ
れ
か
ら
俯
せ
に
姿

勢
を
変
え
て
枕
に
顔
を
う
ず
め
た
︒
黴
と
汗
の
に
お
い
が
し
た
︒

　

目
覚
め
は
最
高
に
最
悪
で
あ
り
︑
全
身
か
ら
ね
っ
と
り
と
し
た
汗
が
噴
き
出
し
て
い
た
︒
平

素
︑
夢
な
ど
見
な
い
も
の
だ
が
︑
昨
今
に
な
っ
て
同
じ
悪
夢
に
魘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
︒

大
量
の
虫
が
部
屋
中
の
何
処
か
ら
と
も
な
く
湧
き
出
し
︑
黒
く
視
界
を
覆
い
つ
く
す
︒
そ
う
し

て
︑
自
分
ま
で
も
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
︒
夢
で
あ
る
は
ず
な
の
に
気
持
ち
の
悪
い
触
感
が
肌

を
ざ
わ
つ
か
せ
た
︒
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Ｄ－０１Ｄ－０１

著者著者

価格価格

ブースブース

　

パ
ピ
子
は
か
わ
い
そ
う
な
女
の
子
だ
︒

　

プ
リ
ン
は
一
日
一
個
ま
で
だ
し
ゲ
ー
ム
は
一
日
一
時
間
ま
で
︒
そ
の
う
え
昨
夜
︑
ダ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
て
バ
ラ
バ
ラ
死
体
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
︒

　

か
わ
い
そ
う
な
パ
ピ
子
は
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
片
隅
︑
誰
も
が
音
楽
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
間

に
何
者
か
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
た
︒
彼
女
の
そ
の
ま
だ
余
計
な
肉
の
つ
い
て
い
な
い

ほ
っ
そ
り
と
し
た
右
手
︑
右
足
︑
左
手
︑
左
足
︑
そ
し
て
つ
る
り
と
卵
形
の
小
さ
な
頭
は
切
断

さ
れ
埃
だ
ら
け
の
フ
ロ
ア
に
無
造
作
に
転
が
り
︑
単
な
る
内
臓
の
入
れ
物
と
化
し
て
し
ま
っ
た

胴
体
に
い
た
っ
て
は
そ
の
日
た
ま
た
ま
近
く
の
動
物
園
か
ら
逃
げ
出
し
た
ワ
オ
キ
ツ
ネ
ザ
ル
に

親
と
間
違
え
ら
れ
た
の
か
素
早
く
持
ち
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
︒

　

か
わ
い
そ
う
な
パ
ピ
子
︒
こ
れ
は
パ
ピ
子
が
未
成
年
に
も
関
わ
ら
ず
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
行
っ

た
こ
と
︑
そ
し
て
初
め
て
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
浮
か
れ
て
い
つ
も
よ
り
も
バ
ラ
バ
ラ
死
体
に
さ

れ
や
す
い
格
好
を
し
て
い
た
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
ま
だ
か
わ
い
そ
う
だ
︒

　
　
　
　
　
︵
伊
藤
な
む
あ
ひ
﹁
星
に
︵
な
っ
て
︶
願
い
を
﹂
よ
り
︶

　

パ
ピ
子
は
か
わ
い
そ
う
な
女
の
子
だ
︒

　

プ
リ
ン
は
一
日
一
個
ま
で
だ
し
ゲ
ー
ム
は
一
日
一
時
間
ま
で
︒
そ
の
う
え
昨
夜
︑
ダ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
て
バ
ラ
バ
ラ
死
体
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
︒

　

か
わ
い
そ
う
な
パ
ピ
子
は
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
片
隅
︑
誰
も
が
音
楽
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
間

に
何
者
か
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
た
︒
彼
女
の
そ
の
ま
だ
余
計
な
肉
の
つ
い
て
い
な
い

ほ
っ
そ
り
と
し
た
右
手
︑
右
足
︑
左
手
︑
左
足
︑
そ
し
て
つ
る
り
と
卵
形
の
小
さ
な
頭
は
切
断

さ
れ
埃
だ
ら
け
の
フ
ロ
ア
に
無
造
作
に
転
が
り
︑
単
な
る
内
臓
の
入
れ
物
と
化
し
て
し
ま
っ
た

胴
体
に
い
た
っ
て
は
そ
の
日
た
ま
た
ま
近
く
の
動
物
園
か
ら
逃
げ
出
し
た
ワ
オ
キ
ツ
ネ
ザ
ル
に

親
と
間
違
え
ら
れ
た
の
か
素
早
く
持
ち
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
︒

　

か
わ
い
そ
う
な
パ
ピ
子
︒
こ
れ
は
パ
ピ
子
が
未
成
年
に
も
関
わ
ら
ず
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
行
っ

た
こ
と
︑
そ
し
て
初
め
て
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
浮
か
れ
て
い
つ
も
よ
り
も
バ
ラ
バ
ラ
死
体
に
さ

れ
や
す
い
格
好
を
し
て
い
た
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
ま
だ
か
わ
い
そ
う
だ
︒

　
　
　
　
　
︵
伊
藤
な
む
あ
ひ
﹁
星
に
︵
な
っ
て
︶
願
い
を
﹂
よ
り
︶
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Ｄ
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構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

未定未定

Ｄ－０１Ｄ－０１

著者著者

価格価格

ブースブース

　

街
で
初
め
て
珈
琲
人
形
を
見
つ
け
た
の
は
︑
確
か
に
こ
の
日
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
︒

高
層
の
夢
を
敷
石
に
し
て
出
来
て
い
る
駅
の
す
じ
向
か
い
の
両
替
屋
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
小
洒
落

た
も
の
を
飾
る
の
が
好
み
ら
し
く
︑
そ
の
な
か
に
顰
め
っ
面
を
し
て
飾
ら
れ
て
い
た
︑
そ
れ
が

確
か
︑
珈
琲
人
形
で
あ
っ
た
︒
珈
琲
人
形
は
シ
ル
ク
で
あ
ろ
う
ド
レ
ス
を
着
て
︑
細
い
白
い
腕

で
そ
の
ド
レ
ス
の
裾
に
触
れ
な
が
ら
︑
口
許
を
結
び
目
を
伏
せ
て
い
た
︒
小
さ
く
︑
然
し
精
巧

な
人
形
だ
︒

　

│
│
目
を
開
け
な
い
だ
ろ
う
か
？

　

思
っ
て
い
た
ら
声
に
な
っ
て
聞
こ
え
た
が
如
く
に
ぱ
っ
ち
り
と
目
を
開
い
た
︒
そ
れ
だ
け
で

辺
り
に
花
が
咲
い
た
よ
う
な
気
に
な
っ
た
︒

　

私
は
云
っ
た
︑
夢
中
に
な
っ
て
︒

﹁
う
ち
に
お
い
で
︒
衣
装
を
沢
山
作
っ
て
︑
毎
日
珈
琲
も
飲
ま
せ
て
あ
げ
る
︑
だ
か
ら
︑
お
い

で
︒
こ
ん
な
所
か
ら
連
れ
出
し
て
あ
げ
る
よ
﹂

　

街
で
初
め
て
珈
琲
人
形
を
見
つ
け
た
の
は
︑
確
か
に
こ
の
日
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
︒

高
層
の
夢
を
敷
石
に
し
て
出
来
て
い
る
駅
の
す
じ
向
か
い
の
両
替
屋
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
小
洒
落

た
も
の
を
飾
る
の
が
好
み
ら
し
く
︑
そ
の
な
か
に
顰
め
っ
面
を
し
て
飾
ら
れ
て
い
た
︑
そ
れ
が

確
か
︑
珈
琲
人
形
で
あ
っ
た
︒
珈
琲
人
形
は
シ
ル
ク
で
あ
ろ
う
ド
レ
ス
を
着
て
︑
細
い
白
い
腕

で
そ
の
ド
レ
ス
の
裾
に
触
れ
な
が
ら
︑
口
許
を
結
び
目
を
伏
せ
て
い
た
︒
小
さ
く
︑
然
し
精
巧

な
人
形
だ
︒

　

│
│
目
を
開
け
な
い
だ
ろ
う
か
？

　

思
っ
て
い
た
ら
声
に
な
っ
て
聞
こ
え
た
が
如
く
に
ぱ
っ
ち
り
と
目
を
開
い
た
︒
そ
れ
だ
け
で

辺
り
に
花
が
咲
い
た
よ
う
な
気
に
な
っ
た
︒

　

私
は
云
っ
た
︑
夢
中
に
な
っ
て
︒

﹁
う
ち
に
お
い
で
︒
衣
装
を
沢
山
作
っ
て
︑
毎
日
珈
琲
も
飲
ま
せ
て
あ
げ
る
︑
だ
か
ら
︑
お
い

で
︒
こ
ん
な
所
か
ら
連
れ
出
し
て
あ
げ
る
よ
﹂
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著者著者

価格価格

ブースブース

　

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
間
帯
に
熊
が
い
る
︒
電
車
を
待
っ
て
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
と
ひ
し
め
き
あ
う

人
の
中
に
熊
が
︒
ご
わ
ご
わ
と
し
た
黒
い
大
き
な
背
中
︒
あ
︑
熊
︑
そ
う
思
う
間
も
な
く
雪
歩

が
背
中
の
猟
銃
を
引
き
抜
い
て
撃
っ
た
︒
ず
ば
ん
︒
あ
ん
ま
り
非
現
実
的
で
笑
っ
ち
ゃ
う
よ
う

な
音
を
響
か
せ
て
︑
弾
丸
が
熊
の
脳
天
を
撃
ち
ぬ
く
︒
ぐ
わ
ぁ
︑
と
か
︑
な
ん
と
か
︑
重
苦
し

い
声
で
吼
え
る
と
熊
は
ホ
ー
ム
の
ひ
び
割
れ
た
コ
ン
ク
リ
に
倒
れ
込
ん
だ
︒
瞬
間
悲
鳴
と
ざ
わ

め
き
が
立
っ
て
周
り
の
人
間
が
ざ
っ
と
引
く
︒
即
席
噴
水
広
場
み
た
い
な
感
じ
で
で
き
あ
が
っ

て
し
ま
っ
た
ま
あ
る
い
空
間
の
ど
真
ん
中
で
熊
は
ぐ
っ
た
り
と
伏
せ
て
︑
頭
か
ら
ど
く
ど
く
と

血
の
海
を
広
げ
て
い
た
︒

　

ま
あ
熊…

…

っ
て
い
う
か
︑
人
間
な
ん
だ
け
ど
︒

　

雪
歩
は
な
に
ご
と
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
銃
を
ケ
ー
ス
に
し
ま
う
と
︑
な
に
食
わ
ぬ
顔
で

滑
り
込
ん
で
き
た
電
車
に
乗
り
込
ん
だ
︒

　

本
日
最
初
の
犠
牲
熊
︑
会
社
員
岡
本
善
次
郎
三
十
五
歳
は
下
校
中
の
女
子
小
学
生
に
声
を
掛

け
て
拉
致
監
禁
︑
ば
ら
ば
ら
に
し
て
山
の
中
に
捨
て
た
猟
奇
殺
人
犯
だ
っ
た
︒
け
ど
︑
雪
歩
は

そ
ん
な
の
は
知
っ
た
こ
っ
ち
ゃ
な
い
︒
雪
歩
に
と
っ
て
岡
本
善
次
郎
は
熊
だ
っ
た
︒
人
間
を
食

べ
る
熊
だ
︒
人
間
を
ば
ら
ば
ら
の
骨
ば
か
り
に
し
て
し
ま
う
熊
だ
︒
雪
歩
に
言
わ
せ
て
み
れ
ば

こ
の
世
の
半
分
ほ
ど
が
人
間
に
擬
態
し
た
熊
な
の
だ
︒
雪
歩
は
つ
や
つ
や
と
黒
光
り
す
る
猟
銃

で
も
っ
て
︑
そ
い
つ
ら
と
戦
っ
て
い
る
︒

　

教
室
で
は
案
の
定
︑
け
さ
の
会
社
員
狙
撃
事
件
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
︒
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

片
手
に
人
の
死
を
笑
顔
で
語
る
同
級
生
た
ち
︒
ど
う
せ
彼
ら
が
み
つ
め
る
画
面
の
向
こ
う
で
も

似
た
り
寄
っ
た
り
な
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
︒
猟
銃
？　

や
ば
い
︑
死
ん
だ
の
は

殺
人
犯
ら
し
い
よ
︑
や
ば
い
︑
と
か
︑
そ
ん
な
感
じ
の
︒

﹁…
…

ゆ
る
せ
な
い
な
﹂

　

雪
歩
は
誰
に
言
う
で
も
な
く
そ
う
つ
ぶ
や
い
て
︑
ぶ
つ
け
る
よ
う
に
鞄
を
机
の
横
に
掛
け
た
︒

や
が
て
始
業
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
も
︑
教
室
は
さ
ざ
な
み
の
よ
う
な
ざ
わ
め
き
に
満
ち
た
ま

ま
だ
っ
た
︒
一
限
目
の
担
当
教
師
が
入
っ
て
き
て
も
︒
授
業
な
ん
て
誰
も
聞
い
ち
ゃ
い
な
い
︒

み
ん
な
電
子
機
器
の
向
こ
う
に
︑
犯
罪
者
が
制
裁
さ
れ
る
非
現
実
的
な
で
き
ご
と
を
見
て
い
る
︒

あ
る
い
は
教
卓
に
置
か
れ
た
花
瓶
を
︒…

…

そ
の
向
こ
う
に
は
︑
ほ
ん
の
一
週
間
前
に
起
こ
っ

た
ば
か
り
の
︑
先
生
の
死
が
あ
る
︒

　

と
て
も
凄
惨
な
︒

　

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
間
帯
に
熊
が
い
る
︒
電
車
を
待
っ
て
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
と
ひ
し
め
き
あ
う

人
の
中
に
熊
が
︒
ご
わ
ご
わ
と
し
た
黒
い
大
き
な
背
中
︒
あ
︑
熊
︑
そ
う
思
う
間
も
な
く
雪
歩

が
背
中
の
猟
銃
を
引
き
抜
い
て
撃
っ
た
︒
ず
ば
ん
︒
あ
ん
ま
り
非
現
実
的
で
笑
っ
ち
ゃ
う
よ
う

な
音
を
響
か
せ
て
︑
弾
丸
が
熊
の
脳
天
を
撃
ち
ぬ
く
︒
ぐ
わ
ぁ
︑
と
か
︑
な
ん
と
か
︑
重
苦
し

い
声
で
吼
え
る
と
熊
は
ホ
ー
ム
の
ひ
び
割
れ
た
コ
ン
ク
リ
に
倒
れ
込
ん
だ
︒
瞬
間
悲
鳴
と
ざ
わ

め
き
が
立
っ
て
周
り
の
人
間
が
ざ
っ
と
引
く
︒
即
席
噴
水
広
場
み
た
い
な
感
じ
で
で
き
あ
が
っ

て
し
ま
っ
た
ま
あ
る
い
空
間
の
ど
真
ん
中
で
熊
は
ぐ
っ
た
り
と
伏
せ
て
︑
頭
か
ら
ど
く
ど
く
と

血
の
海
を
広
げ
て
い
た
︒

　

ま
あ
熊…

…

っ
て
い
う
か
︑
人
間
な
ん
だ
け
ど
︒

　

雪
歩
は
な
に
ご
と
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
銃
を
ケ
ー
ス
に
し
ま
う
と
︑
な
に
食
わ
ぬ
顔
で

滑
り
込
ん
で
き
た
電
車
に
乗
り
込
ん
だ
︒

　

本
日
最
初
の
犠
牲
熊
︑
会
社
員
岡
本
善
次
郎
三
十
五
歳
は
下
校
中
の
女
子
小
学
生
に
声
を
掛

け
て
拉
致
監
禁
︑
ば
ら
ば
ら
に
し
て
山
の
中
に
捨
て
た
猟
奇
殺
人
犯
だ
っ
た
︒
け
ど
︑
雪
歩
は

そ
ん
な
の
は
知
っ
た
こ
っ
ち
ゃ
な
い
︒
雪
歩
に
と
っ
て
岡
本
善
次
郎
は
熊
だ
っ
た
︒
人
間
を
食

べ
る
熊
だ
︒
人
間
を
ば
ら
ば
ら
の
骨
ば
か
り
に
し
て
し
ま
う
熊
だ
︒
雪
歩
に
言
わ
せ
て
み
れ
ば

こ
の
世
の
半
分
ほ
ど
が
人
間
に
擬
態
し
た
熊
な
の
だ
︒
雪
歩
は
つ
や
つ
や
と
黒
光
り
す
る
猟
銃

で
も
っ
て
︑
そ
い
つ
ら
と
戦
っ
て
い
る
︒

　

教
室
で
は
案
の
定
︑
け
さ
の
会
社
員
狙
撃
事
件
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
︒
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

片
手
に
人
の
死
を
笑
顔
で
語
る
同
級
生
た
ち
︒
ど
う
せ
彼
ら
が
み
つ
め
る
画
面
の
向
こ
う
で
も

似
た
り
寄
っ
た
り
な
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
︒
猟
銃
？　

や
ば
い
︑
死
ん
だ
の
は

殺
人
犯
ら
し
い
よ
︑
や
ば
い
︑
と
か
︑
そ
ん
な
感
じ
の
︒

﹁…
…

ゆ
る
せ
な
い
な
﹂

　

雪
歩
は
誰
に
言
う
で
も
な
く
そ
う
つ
ぶ
や
い
て
︑
ぶ
つ
け
る
よ
う
に
鞄
を
机
の
横
に
掛
け
た
︒

や
が
て
始
業
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
も
︑
教
室
は
さ
ざ
な
み
の
よ
う
な
ざ
わ
め
き
に
満
ち
た
ま

ま
だ
っ
た
︒
一
限
目
の
担
当
教
師
が
入
っ
て
き
て
も
︒
授
業
な
ん
て
誰
も
聞
い
ち
ゃ
い
な
い
︒

み
ん
な
電
子
機
器
の
向
こ
う
に
︑
犯
罪
者
が
制
裁
さ
れ
る
非
現
実
的
な
で
き
ご
と
を
見
て
い
る
︒

あ
る
い
は
教
卓
に
置
か
れ
た
花
瓶
を
︒…

…

そ
の
向
こ
う
に
は
︑
ほ
ん
の
一
週
間
前
に
起
こ
っ

た
ば
か
り
の
︑
先
生
の
死
が
あ
る
︒

　

と
て
も
凄
惨
な
︒



﹁
キ
チ
ガ
イ
ボ
ッ
ク
ス
﹂

　
そ
に
っ
く
な
ー
す
は
す
ご
い
女
だ
︒

　
そ
の
文
才
は
圧
倒
的
に
〝
華
や
か
〟
︒

　
一
緒
に
載
っ
て
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
知

人
に
紹
介
す
れ
ば
︑
九
分
九
厘
彼
女
の
方

が
褒
め
ら
れ
る
︵
笑
︶︒

　
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
は
語
り
出
す
と
キ

リ
が
な
い
の
で
ま
た
別
の
場
所
で
︒
せ
め

て
作
風
が
真
逆
で
よ
か
っ
た
︒
く
わ
ば
ら

く
わ
ば
ら
︒

そ
に
っ
く
な
ー
す

︵
酔
っ
払
い
バ
タ
フ
ラ
イ
：A-18

︶

︵
紹
介
者
：
赤
木
杏
︶ ﹁

視
聴
者
参
加
型
患
者
計
画vol.3

﹂

そ
に
っ
く
な
ー
す

︵
酔
っ
払
い
バ
タ
フ
ラ
イ
：A-18

︶

　

Ｓ
Ｆ
チ
ェ
ッ
ク
な
﹁
こ
い
び
と
と
む
す
ば

れ
た
と
き
が
き
た
﹂
や
詩
﹁
夜
を
歩
く
﹂
が

好
み
！

︵
紹
介
者
：
コ
ッ
ト
ン
︵
ジ
ン
ジ
ン
す
るZINE

の
編
集
人
︶︶ ﹁

グ
ラ
ン
ジ
ナ
ー
ス
の
死
﹂

ひ
の
は
ら
み
め
い

︵
酔
っ
払
い
バ
タ
フ
ラ
イ
：A-18

︶

　
看
護
師
目
線
か
ら
語
ら
れ
る
現
場
の
リ
ア

ル
︑
と
書
け
ば
あ
っ
さ
り
し
て
し
ま
う
の
で

す
が
︑
こ
の
作
中
で
描
か
れ
て
い
る
風
景
は

﹁
そ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
﹂︒

　
こ
れ
は
世
代
唯
一
の
サ
イ
コ
パ
ス
﹁
グ
ラ

ン
ジ
ナ
ー
ス
﹂
に
よ
る
戦
い
の
記
録
だ
︒
そ

の
白
く
や
わ
ら
か
そ
う
な
手
の
ひ
ら
に
乗
せ

ら
れ
た
死
と
︑
そ
の
背
後
に
背
負
っ
て
い
る

名
前
の
付
け
ら
れ
な
い
何
か
︒

　
ノ
イ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
浴
び
る
よ
う
に

暴
力
的
に
読
ん
で
ほ
し
い
本
で
す
︒

︵
紹
介
者
：
に
ゃ
ん
し
ー
︶

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
小
説

詩
と
文
と
コ
ミ
ッ
ク
！
！

理
性
的
な
狂
気

﹁
イ
カ
サ
レ
﹂

　
こ
れ
を
読
ん
だ
と
き
﹁
悔
し
く
て
﹂
た
ま

ら
な
く
な
っ
た
︒
な
ん
て
こ
と
し
や
が
る
ん

だ
ろ
う
︑
と
︒
そ
れ
ぐ
ら
い
︑
心
を
抉
ら
れ

る
結
末
︒

　
女
の
子
の
心
地
よ
い
関
西
弁
と
︑
軽
い
文

体
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
重
み
の
あ
る
文
章
︒
こ

れ
こ
そ
﹁
純
文
学
﹂︒

　
ス
ト
ー
リ
ー
は
続
編
の
﹁
夜
の
信
号
が
何

処
ま
で
も
青
な
ら
﹂
に
続
き
ま
す
︒
し
か
し

そ
こ
に
救
い
が
あ
る
か
ど
う
か
は
︑
私
は
口

を
噤
み
ま
す
︒

山
本
清
風

︵
文
学
結
社
猫
：A-27

︶

︵
紹
介
者
：
に
ゃ
ん
し
ー
︶

泣
き
な
が
ら
︑
圧
巻
の
結
末
︒



﹁
キ
ャ
ン
デ
ィ
と
王
様
︵
全
３
巻
︶﹂

　
尼
崎×

女
の
子×
野
球
︑
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
女
の
子
の
草
野
球
小
説
で
す
︒

　
野
球
を
通
じ
て
い
ろ
ん
な
も
の
と
向
か

い
合
う
女
の
子
の
切
実
さ
を
描
き
た
か
っ

た
︒

　
鉄
道
と
川
に
囲
ま
れ
た
守
ら
れ
た
町

﹁
千
船
﹂
で 

少
女
の
夏
と
い
う
た
っ
た
一

度
の
季
節
を
野
球
に
托
す
︒
ド
ラ
マ
で
は

な
い
︒
も
っ
と
切
実
に
強
く
痛
む
︒ に

ゃ
ん
し
ー

︵
白
昼
社
：D-01

︶

︵
紹
介
者
：
に
ゃ
ん
し
ー
︶

こ
の
世
界
を
自
由
に
遊
ぶ
名
前
を
持
た
な
い
女
の
子



B-01　桃山学院大学文芸部
B-02　薄禍企画
B-03　春夏冬
B-04　黒曜舎
B-05　階亭
B-06　活動漫画屋
B-08　猫の独語
B-12　こんぽた。
B-13　ぶれーめん
B-14　きうい☆べりー
B-15　犬吠埼一介のホームページ
B-16　鶴ヶ島まちおこし委員会
B-17　鳥取大学文芸部 有志
B-18　フロッケリプカ
B-19　社会人サークル『あとのまつり』
B-20　教授会
B-21　なんそば
B-22　豆蔵 ( ゼブラ出版 )
B-23　ブックシェルフ病棟
B-24　一二三堂
B-25　救援信号

エ
ン
タ
メ

B-26　a piacere
B-27　冬青
B-29　関西魂
B-39　小説の志
B-40　Little Curly
B-41　はぐれ文芸部 X
B-42　天津神本舗
B-43　現代文学研究部
B-44　不完全標本
B-45　Production 586
B-46　repro
B-47　紫陽花宮
B-48　うく椅子
B-49　わかつき本舗
B-50　ティコの星
B-51　つばめ綺譚社
B-52　パスタなら作れます
B-53　関西学院大学文化総部文芸部
B-54　昆虫図鑑
B-55　トリアトリエ
B-56　DAISY CHAIN 製作委員会

　

夏
の
日
差
し
が
︑
八
奈
結
び
商
店
街
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
焦
げ
付
か
す
︒

　

ア
ー
ケ
ー
ド
も
無
い
商
店
街
の
通
り
を
じ
り
じ
り
と
熱
し
て
︑
向
こ
う
を
見
渡
そ
う
と
す
れ
ば
像

が
姿
を
ゆ
ら
り
と
く
ゆ
ら
す
︒
午
後
三
時
を
過
ぎ
た
頃
︑
涼
し
い
夕
風
を
期
待
す
る
に
も
ま
だ
少
し

遠
い
時
間
帯
︒

　

そ
れ
で
も
微
か
な
風
が
︑
ど
こ
か
の
店
先
の
風
鈴
を
鳴
ら
し
た
︒
呼
応
す
る
よ
う
に
︑
あ
ち
こ
ち

で
軽
や
か
な
音
色
が
立
ち
上
る
︒
遠
く
に
聞
こ
え
る
蝉
の
合
唱
と
相
ま
っ
て
︑
ち
ょ
っ
と
し
た
演
奏

の
よ
う
に
な
る
︒

　

駄
菓
子
屋
の
主
人
の
小
東
さ
ん
が
︑
う
ち
わ
を
仰
ぐ
手
を
ゆ
っ
く
り
止
め
た
︒
ふ
と
見
や
れ
ば
軒

先
に
吊
る
し
た
小
さ
い
﹃
氷
﹄
の
掛
け
軸
が
︑
ほ
ん
の
少
し
揺
れ
て
︑
じ
き
に
ま
た
動
か
な
く
な
る

　
　
　
　

—
—

﹁
八
奈
結
び
商
店
街
を
歩
い
て
み
れ
ば—

夏
や
で
！—

﹂︵
著
者
：
世
津
呂
章
︶
抜
粋



28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29

A A

B B

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29

C C

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29

D D

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29

E E

01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

F

F

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16

G GG

見本誌コーナー
（ステージ上）

出入り口



el.

あ
ら
す
じ

﹁
天
使
﹂
を
テ
ー
マ
に
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
す
︒

■
白
人
の
女
性
型
の
義
体
の
よ
う
に
見
え
た
が
︑
そ

れ
は
人
で
は
な
か
っ
た
︒
ほ
っ
そ
り
と
し
た
肩
の
後

ろ
か
ら
︑
巨
大
な
白
い
羽
根
が
覗
い
て
い
る
︒

―
―

﹁
天
使
﹂
の
義
体
︒

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹁
ガ
ブ
リ
エ
ル
﹂︵
犬
塚
暁
︶

■
誰
も
い
な
く
な
っ
た
リ
ン
ク
に
︑
新
た
に
滑
り
出

す
者
は
い
な
い
︒ヴ
コ
ー
ル
は
じ
っ
と
階
下
を
見
な

が
ら
︑
天
使
の
姿
を
傷
だ
ら
け
の
氷
上
に
思
い
描
い

た
︒

　
　
　
　
﹁
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
︵1988

︶﹂︵
あ
ず
み
︶

■…
…

あ
ん
た
た
ち
は
ほ
ん
と
う
に
残
酷
だ
な
︒
人

前
に
姿
を
現
す
と
き
は
︑
相
手
が
最
も
対
面
を
望
ま

な
い
人
間
の
外
見
を
借
り
て
く
る
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹁
羽
﹂︵
柳
川
麻
衣
︶

■
ガ
ン
＝
カ
タ
・
ス
タ
イ
ル
で
戦
い
ア
ヴ
ァ
タ
ー
世

界
唯
一
の
﹃
魔
法
﹄
を
使
う
︑
鋼
鉄
の
羽
根
を
持
つ

天
使
︒

　
　
　
﹁
ハ
ロ
ー
︑
ニ
ュ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
﹂︵
穂
崎
円
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
四
篇
を
収
録
し
て
い
ま
す
︒

W
ilhelm

ina

︵
冬
青
：B-27

︶



四
人
の
﹁
天
使
た
ち
﹂
の
織
り
成
す
シ
ー
ン

　
〝
天
使
〟
と
聞
け
ば
皆
︑
ど
ん
な
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
︒

　
人
で
は
な
い
も
の
︒

　
神
の
使
い
︒

　
清
ら
か
で
崇
高
な
存
在
︒

　
義
体
︑
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー
︑
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
︑
ア
ヴ
ァ
タ
ー
︒

四
者
四
様
の
解
釈
で
描
か
れ
る
四
人
の
﹃
天
使
﹄
た
ち
は
︑
現
れ
る
時
代

も
背
景
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
な
が
ら
︑
そ
の
美
し
さ
・
力
強
さ
・
儚
さ
で
︑

出
会
う
人
々
の
記
憶
に
︑
そ
し
て
読
み
手
で
あ
る
私
た
ち
に
焼
き
つ
く
か

の
よ
う
な
色
鮮
や
か
な
そ
の
存
在
を
残
し
て
い
く
︒

　
﹃
羽
根
を
持
つ
者
﹄
の
そ
の
軽
や
か
さ
は
読
み
手
を
惹
き
つ
け
︑
ペ
ー

ジ
を
め
く
る
手
を
止
め
さ
せ
て
く
れ
な
い
︒
そ
し
て
い
つ
し
か
︑
そ
の
軽

や
か
さ
の
ま
ま
音
も
立
て
ず
に
飛
び
立
ち
︑
私
た
ち
の
元
に
は
ふ
わ
ふ
わ

と
柔
ら
か
な
そ
の
羽
根
だ
け
が
残
さ
れ
る
︒

　
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
ト
ー
ン
を
貫
き
な
が
ら
も
︑
静
謐
で
重
厚
な
世

界
が
練
り
上
げ
ら
れ
た
物
語
は
ど
こ
ま
で
も
奥
深
く
︑
美
し
い
︒

　
読
後
に
そ
っ
と
込
み
上
げ
る
余
韻
は
ま
る
で
︑
単
館
上
映
の
オ
ム
ニ
バ

ス
映
画
を
見
終
え
た
よ
う
︒

︵
紹
介
者
：
高
梨 

來
︶



ＢＬ 恋愛

サンタマリアの約束

構成…構成… Ｂ

貴方は、俺の初恋だった。貴方は、俺の初恋だった。

ツイッター：@onborobo

ウェブサイト：

明巣（春夏冬）明巣（春夏冬）

描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…

世界観…世界観…

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

未定未定

Ｂ－０３Ｂ－０３

著者著者

価格価格

ブースブース

﹁
お
前
は
︑
好
き
だ
と
言
っ
て
く
れ
な
い
の
か
﹂

　

微
笑
み
な
が
ら
首
を
傾
げ
る
と
︑
彼
は
カ
チ
ャ
リ
と
カ
ッ
プ
を
ソ
ー
サ
ー
に
置
い
て
︑
口
元

を
緩
め
た
︒
穏
や
か
に
も
見
え
る
そ
の
顔
が
︑
一
瞬
︑
引
き
つ
っ
た
の
を
大
地
は
見
落
と
さ
な

か
っ
た
︒

﹁
馬
鹿
馬
鹿
し
い
︒
お
前
の
こ
と
な
ん
て
ど
う
と
も
思
っ
て
な
い
﹂

　

そ
う
言
う
声
が
︑
少
し
だ
け
掠
れ
る
の
は
︑
出
会
っ
た
頃
と
同
じ
︒
伏
せ
ら
れ
た
瞼
の
下
︑

ア
イ
ス
ブ
ル
ー
に
揺
れ
る
感
情
︒
そ
の
感
情
を
な
ん
と
呼
ぶ
か
を
知
っ
て
い
て
︑
大
地
は
逃
げ

道
を
残
す
︒
そ
れ
も
︑
前
か
ら
変
わ
ら
な
い
︒
指
を
組
み
︑
肘
を
つ
い
て
目
を
伏
せ
る
彼
は
何

か
に
祈
る
よ
う
で
︑
こ
の
行
為
は
ま
る
で
儀
式
の
よ
う
だ
っ
た
︒

﹁
あ
ー
そ
う
か
い
﹂

　

紅
茶
に
口
を
付
け
れ
ば
︑
暖
か
さ
と
共
に
香
り
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
い
く
︒
彼
が
ど

う
し
て
こ
れ
程
美
味
い
紅
茶
を
淹
れ
る
か
を
︑
大
地
は
よ
く
知
っ
て
い
た
︒
彼
の
初
め
て
淹
れ

た
紅
茶
が
ど
ん
な
味
だ
っ
た
か
も
︑
よ
く
覚
え
て
い
る
︒

﹁
や
っ
ぱ
り
テ
オ
ド
ー
ル
の
淹
れ
た
の
が
︑
一
番
だ
﹂

　

そ
う
言
っ
て
息
を
吐
け
ば
︑
彼
の
瞳
が
少
し
だ
け
光
を
受
け
て
煌
く
よ
う
に
見
え
る
︒
実
際

は
︑
大
地
が
口
を
付
け
た
カ
ッ
プ
に
沿
っ
て
視
線
が
揺
れ
た
程
度
で
あ
り
︑
た
い
し
て
嬉
し
そ

う
な
顔
を
し
た
訳
で
も
な
く
︑
ま
し
て
微
笑
み
を
そ
の
顔
に
湛
え
た
訳
で
も
な
い
︒
元
か
ら
無

愛
想
で
ほ
と
ん
ど
感
情
を
顔
に
出
さ
な
い
彼
は
︑
相
変
わ
ら
ず
む
っ
つ
り
と
黙
り
込
み
︑
そ
の

腕
を
組
む
の
み

﹁
お
前
は
︑
好
き
だ
と
言
っ
て
く
れ
な
い
の
か
﹂

　

微
笑
み
な
が
ら
首
を
傾
げ
る
と
︑
彼
は
カ
チ
ャ
リ
と
カ
ッ
プ
を
ソ
ー
サ
ー
に
置
い
て
︑
口
元

を
緩
め
た
︒
穏
や
か
に
も
見
え
る
そ
の
顔
が
︑
一
瞬
︑
引
き
つ
っ
た
の
を
大
地
は
見
落
と
さ
な

か
っ
た
︒

﹁
馬
鹿
馬
鹿
し
い
︒
お
前
の
こ
と
な
ん
て
ど
う
と
も
思
っ
て
な
い
﹂

　

そ
う
言
う
声
が
︑
少
し
だ
け
掠
れ
る
の
は
︑
出
会
っ
た
頃
と
同
じ
︒
伏
せ
ら
れ
た
瞼
の
下
︑

ア
イ
ス
ブ
ル
ー
に
揺
れ
る
感
情
︒
そ
の
感
情
を
な
ん
と
呼
ぶ
か
を
知
っ
て
い
て
︑
大
地
は
逃
げ

道
を
残
す
︒
そ
れ
も
︑
前
か
ら
変
わ
ら
な
い
︒
指
を
組
み
︑
肘
を
つ
い
て
目
を
伏
せ
る
彼
は
何

か
に
祈
る
よ
う
で
︑
こ
の
行
為
は
ま
る
で
儀
式
の
よ
う
だ
っ
た
︒

﹁
あ
ー
そ
う
か
い
﹂

　

紅
茶
に
口
を
付
け
れ
ば
︑
暖
か
さ
と
共
に
香
り
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
い
く
︒
彼
が
ど

う
し
て
こ
れ
程
美
味
い
紅
茶
を
淹
れ
る
か
を
︑
大
地
は
よ
く
知
っ
て
い
た
︒
彼
の
初
め
て
淹
れ

た
紅
茶
が
ど
ん
な
味
だ
っ
た
か
も
︑
よ
く
覚
え
て
い
る
︒

﹁
や
っ
ぱ
り
テ
オ
ド
ー
ル
の
淹
れ
た
の
が
︑
一
番
だ
﹂

　

そ
う
言
っ
て
息
を
吐
け
ば
︑
彼
の
瞳
が
少
し
だ
け
光
を
受
け
て
煌
く
よ
う
に
見
え
る
︒
実
際

は
︑
大
地
が
口
を
付
け
た
カ
ッ
プ
に
沿
っ
て
視
線
が
揺
れ
た
程
度
で
あ
り
︑
た
い
し
て
嬉
し
そ

う
な
顔
を
し
た
訳
で
も
な
く
︑
ま
し
て
微
笑
み
を
そ
の
顔
に
湛
え
た
訳
で
も
な
い
︒
元
か
ら
無

愛
想
で
ほ
と
ん
ど
感
情
を
顔
に
出
さ
な
い
彼
は
︑
相
変
わ
ら
ず
む
っ
つ
り
と
黙
り
込
み
︑
そ
の

腕
を
組
む
の
み
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﹁
ク
ロ
ウ
﹂

　

少
年
が
彼
の
あ
だ
名
を
呼
ぶ
︒
彼
は
首
を
か
し
げ
た
︒
月
光
が
彼
の
角
に
反
射
し
て
少
し
だ

け
光
っ
た
︒

﹁
死
に
た
い
の
か
﹂

﹁
死
に
た
く
は
ー
︑
な
い
ん
だ
け
ど
﹂

﹁
処
分
さ
れ
た
い
な
ら
︑
止
め
な
い
ぞ
﹂

　

隷
獣
は
︑
美
し
さ
や
珍
妙
さ
︑
可
愛
ら
し
さ
等
が
重
宝
さ
れ
た
︒
そ
れ
ら
を
競
う
コ
ン
テ
ス

ト
も
年
に
数
回
開
か
れ
︑
そ
こ
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
と
っ
た
よ
う
な
Ｓ
級
品
は
高
値
で
取
引
さ
れ

た
︒
特
に
︑
安
全
安
心
高
品
質
を
唱
え
る
清
澤
社
の
隷
獣
の
一
級
品
は
毎
年
上
位
に
残
る
︒

　

ク
ロ
ウ
も
ま
た
︑
そ
ん
な
清
澤
社
の
製
品
で
は
あ
っ
た
が
︑
浅
黒
い
肌
や
︑
羊
と
い
う
何
の

変
哲
も
有
用
性
も
な
い
種
と
い
っ
た
こ
と
に
よ
り
︑
こ
の
年
ま
で
売
れ
残
っ
て
し
ま
っ
て
た
︒

筋
骨
隆
々
で
あ
っ
た
り
す
れ
ば
力
仕
事
位
は
で
き
た
で
あ
ろ
う
に
︑
肉
体
的
に
も
中
肉
中
背
で

あ
る
︒
ク
ロ
ウ
は
売
れ
て
い
く
仲
間
達
を
︑
ず
っ
と
見
送
り
続
け
て
い
た
︒

　

も
と
よ
り
Ｃ
級
品
で
あ
っ
た
彼
の
値
段
は
︑
当
初
つ
い
て
い
た
金
額
の
半
額
以
下
の
︑
完
全

在
庫
処
分
扱
い
︒
隷
獣
シ
ョ
ッ
プ
の
不
良
在
庫
で
あ
る
彼
は
︑
そ
の
ま
ま
行
け
ば
処
分
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
明
ら
か
だ
っ
た
︒

　

そ
し
て
何
よ
り
︑
今
ま
さ
に
シ
ョ
ッ
プ
中
の
商
品
が
我
先
に
と
逃
げ
出
し
て
い
る
中
︑
彼
だ

け
が
一
人
残
っ
て
い
た
ら
︑
ど
ん
な
扱
い
を
受
け
る
か
分
か
ら
な
い
︒
他
の
者
達
で
あ
っ
た
ら

簡
単
に
思
い
つ
よ
う
な
こ
と
が
全
く
思
い
つ
か
な
い
と
い
っ
た
風
に
︑
ク
ロ
ウ
は
の
ん
び
り
と

首
を
か
し
げ
た
︒
喧
騒
の
中
︑
そ
こ
だ
け
空
気
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
︒

﹁
そ
う
か
︑
死
ぬ
の
は
嫌
だ
ね
︑
確
か
に
﹂

　

彼
は
︑
少
年
の
手
を
掴
ん
だ
︒
そ
う
し
て
︑
自
由
の
荒
波
に
︑
特
に
何
の
意
思
も
見
出
さ
ぬ

ま
ま
そ
の
身
を
投
げ
入
れ
た
︒

﹁
ク
ロ
ウ
﹂

　

少
年
が
彼
の
あ
だ
名
を
呼
ぶ
︒
彼
は
首
を
か
し
げ
た
︒
月
光
が
彼
の
角
に
反
射
し
て
少
し
だ

け
光
っ
た
︒

﹁
死
に
た
い
の
か
﹂

﹁
死
に
た
く
は
ー
︑
な
い
ん
だ
け
ど
﹂

﹁
処
分
さ
れ
た
い
な
ら
︑
止
め
な
い
ぞ
﹂

　

隷
獣
は
︑
美
し
さ
や
珍
妙
さ
︑
可
愛
ら
し
さ
等
が
重
宝
さ
れ
た
︒
そ
れ
ら
を
競
う
コ
ン
テ
ス

ト
も
年
に
数
回
開
か
れ
︑
そ
こ
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
と
っ
た
よ
う
な
Ｓ
級
品
は
高
値
で
取
引
さ
れ

た
︒
特
に
︑
安
全
安
心
高
品
質
を
唱
え
る
清
澤
社
の
隷
獣
の
一
級
品
は
毎
年
上
位
に
残
る
︒

　

ク
ロ
ウ
も
ま
た
︑
そ
ん
な
清
澤
社
の
製
品
で
は
あ
っ
た
が
︑
浅
黒
い
肌
や
︑
羊
と
い
う
何
の

変
哲
も
有
用
性
も
な
い
種
と
い
っ
た
こ
と
に
よ
り
︑
こ
の
年
ま
で
売
れ
残
っ
て
し
ま
っ
て
た
︒

筋
骨
隆
々
で
あ
っ
た
り
す
れ
ば
力
仕
事
位
は
で
き
た
で
あ
ろ
う
に
︑
肉
体
的
に
も
中
肉
中
背
で

あ
る
︒
ク
ロ
ウ
は
売
れ
て
い
く
仲
間
達
を
︑
ず
っ
と
見
送
り
続
け
て
い
た
︒

　

も
と
よ
り
Ｃ
級
品
で
あ
っ
た
彼
の
値
段
は
︑
当
初
つ
い
て
い
た
金
額
の
半
額
以
下
の
︑
完
全

在
庫
処
分
扱
い
︒
隷
獣
シ
ョ
ッ
プ
の
不
良
在
庫
で
あ
る
彼
は
︑
そ
の
ま
ま
行
け
ば
処
分
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
明
ら
か
だ
っ
た
︒

　

そ
し
て
何
よ
り
︑
今
ま
さ
に
シ
ョ
ッ
プ
中
の
商
品
が
我
先
に
と
逃
げ
出
し
て
い
る
中
︑
彼
だ

け
が
一
人
残
っ
て
い
た
ら
︑
ど
ん
な
扱
い
を
受
け
る
か
分
か
ら
な
い
︒
他
の
者
達
で
あ
っ
た
ら

簡
単
に
思
い
つ
よ
う
な
こ
と
が
全
く
思
い
つ
か
な
い
と
い
っ
た
風
に
︑
ク
ロ
ウ
は
の
ん
び
り
と

首
を
か
し
げ
た
︒
喧
騒
の
中
︑
そ
こ
だ
け
空
気
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
︒

﹁
そ
う
か
︑
死
ぬ
の
は
嫌
だ
ね
︑
確
か
に
﹂

　

彼
は
︑
少
年
の
手
を
掴
ん
だ
︒
そ
う
し
て
︑
自
由
の
荒
波
に
︑
特
に
何
の
意
思
も
見
出
さ
ぬ

ま
ま
そ
の
身
を
投
げ
入
れ
た
︒
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自
由
に
な
っ
て
一
週
間
ほ
ど
し
か
命
が
持
た
な
い
生
物
と
は
︑

　

生
涯
の
殆
ど
を
暗
い
暗
い
中
で
過
ご
し
て
い
る
生
物
と
は
︑

　

か
の
ア
イ
ソ
ー
ポ
ス
で
︑
死
に
ゆ
く
運
命
に
立
た
さ
れ
た
生
物
と
は
︑
何
か
︒

﹁
そ
れ
は
蝉
だ
﹂

　

問
わ
れ
れ
ば
︑
群
衆
は
口
を
揃
え
て
そ
う
言
っ
た
︒

　

そ
し
て
こ
の
原
因
不
明
の
病
は
︑
あ
る
特
定
の
行
為
を
継
続
し
な
け
れ
ば
︑
一
週
間
で
命
を

落
と
す
こ
と
に
な
る
︒

　

あ
る
者
は
七
日
の
間
一
度
も
血
を
流
さ
な
け
れ
ば
全
身
か
ら
血
液
を
噴
出
さ
せ
︑

　

あ
る
者
は
七
日
の
間
一
度
も
射
精
し
な
け
れ
ば
身
体
が
腐
敗
し
て
ゆ
く
の
を
見
届
け
︑

　

あ
る
者
は
七
日
の
間
一
度
も
砂
を
食
べ
な
け
れ
ば
流
動
化
し
て
土
の
肥
や
し
に
な
る
︒

　

つ
ま
り
最
短
︑
発
症
か
ら
七
日
で
死
に
至
る
︒
そ
れ
が
と
て
も
蝉
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

こ
の
病
を
発
見
し
た
人
物
は
こ
の
病―

―

も
と
い
罹
患
し
た
者
を
︿
蝉
﹀
と
称
す
る
こ
と
に
し

た
︒

　

分
か
り
易
さ
と
︑
そ
れ
と
皮
肉
を
含
ま
せ
て
︒

　

自
由
に
な
っ
て
一
週
間
ほ
ど
し
か
命
が
持
た
な
い
生
物
と
は
︑

　

生
涯
の
殆
ど
を
暗
い
暗
い
中
で
過
ご
し
て
い
る
生
物
と
は
︑

　

か
の
ア
イ
ソ
ー
ポ
ス
で
︑
死
に
ゆ
く
運
命
に
立
た
さ
れ
た
生
物
と
は
︑
何
か
︒

﹁
そ
れ
は
蝉
だ
﹂

　

問
わ
れ
れ
ば
︑
群
衆
は
口
を
揃
え
て
そ
う
言
っ
た
︒

　

そ
し
て
こ
の
原
因
不
明
の
病
は
︑
あ
る
特
定
の
行
為
を
継
続
し
な
け
れ
ば
︑
一
週
間
で
命
を

落
と
す
こ
と
に
な
る
︒

　

あ
る
者
は
七
日
の
間
一
度
も
血
を
流
さ
な
け
れ
ば
全
身
か
ら
血
液
を
噴
出
さ
せ
︑

　

あ
る
者
は
七
日
の
間
一
度
も
射
精
し
な
け
れ
ば
身
体
が
腐
敗
し
て
ゆ
く
の
を
見
届
け
︑

　

あ
る
者
は
七
日
の
間
一
度
も
砂
を
食
べ
な
け
れ
ば
流
動
化
し
て
土
の
肥
や
し
に
な
る
︒

　

つ
ま
り
最
短
︑
発
症
か
ら
七
日
で
死
に
至
る
︒
そ
れ
が
と
て
も
蝉
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

こ
の
病
を
発
見
し
た
人
物
は
こ
の
病―

―

も
と
い
罹
患
し
た
者
を
︿
蝉
﹀
と
称
す
る
こ
と
に
し

た
︒

　

分
か
り
易
さ
と
︑
そ
れ
と
皮
肉
を
含
ま
せ
て
︒
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ウ
キ
ヨ
ミ
︑
と
呼
ば
れ
る
存
在
が
あ
る
︒

　

ウ
キ
ヨ
ミ
は
悪
し
き
も
の
︒
世
に
災
い
を
成
す
存
在
︒

　

夜
と
共
に
現
れ
︑
人
の
血
と
肉
と
骨
を
欲
っ
し
て
喰
ら
う
︒

　

蛇
骨
︑
と
呼
ば
れ
る
存
在
が
あ
る
︒

　

蛇
骨
は
人
で
あ
り
道
具
︒
ウ
キ
ヨ
ミ
を
消
す
為
に
成
さ
れ
た
存
在
︒

　

君
は
蛇
骨
︒

　

さ
あ
︑
こ
の
刀
で
ウ
キ
ヨ
ミ
を
滅
し
て
お
く
れ
︒

　

和
風
現
代
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
︒

　

ウ
キ
ヨ
ミ
︑
と
呼
ば
れ
る
存
在
が
あ
る
︒

　

ウ
キ
ヨ
ミ
は
悪
し
き
も
の
︒
世
に
災
い
を
成
す
存
在
︒

　

夜
と
共
に
現
れ
︑
人
の
血
と
肉
と
骨
を
欲
っ
し
て
喰
ら
う
︒

　

蛇
骨
︑
と
呼
ば
れ
る
存
在
が
あ
る
︒

　

蛇
骨
は
人
で
あ
り
道
具
︒
ウ
キ
ヨ
ミ
を
消
す
為
に
成
さ
れ
た
存
在
︒

　

君
は
蛇
骨
︒

　

さ
あ
︑
こ
の
刀
で
ウ
キ
ヨ
ミ
を
滅
し
て
お
く
れ
︒

　

和
風
現
代
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
︒



大衆小説 ライトラベル 吉本新喜劇

八奈結び商店街を歩いてみれば - 夏やで !-

構成…構成… Ａ

5 人の少年少女が織りなす、なにわ人情お約束劇！5人の少年少女が織りなす、なにわ人情お約束劇！

ツイッター：@compota_nomoo

ウェブサイト：http://conpotanomoo.blog.fc2.com/

世津路章世津路章

描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…

世界観…世界観…

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

８００円８００円

Ｂ－１２Ｂ－１２

著者著者

価格価格

ブースブース

　

夏
の
日
差
し
が
︑
八
奈
結
び
商
店
街
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
焦
げ
付
か
す
︒

　

ア
ー
ケ
ー
ド
も
無
い
商
店
街
の
通
り
を
じ
り
じ
り
と
熱
し
て
︑
向
こ
う
を
見
渡
そ
う
と
す
れ

ば
像
が
姿
を
ゆ
ら
り
と
く
ゆ
ら
す
︒
午
後
三
時
を
過
ぎ
た
頃
︑
涼
し
い
夕
風
を
期
待
す
る
に
も

ま
だ
少
し
遠
い
時
間
帯
︒

　

そ
れ
で
も
微
か
な
風
が
︑
ど
こ
か
の
店
先
の
風
鈴
を
鳴
ら
し
た
︒
呼
応
す
る
よ
う
に
︑
あ
ち

こ
ち
で
軽
や
か
な
音
色
が
立
ち
上
る
︒
遠
く
に
聞
こ
え
る
蝉
の
合
唱
と
相
ま
っ
て
︑
ち
ょ
っ
と

し
た
演
奏
の
よ
う
に
な
る
︒

　

駄
菓
子
屋
の
主
人
の
小
東
さ
ん
が
︑
う
ち
わ
を
仰
ぐ
手
を
ゆ
っ
く
り
止
め
た
︒
ふ
と
見
や
れ

ば
軒
先
に
吊
る
し
た
小
さ
い
﹃
氷
﹄
の
掛
け
軸
が
︑
ほ
ん
の
少
し
揺
れ
て
︑
じ
き
に
ま
た
動
か

な
く
な
る
︒
小
東
さ
ん
は
首
に
か
け
た
白
い
手
ぬ
ぐ
い
で
︑
こ
め
か
み
か
ら
垂
れ
て
く
る
汗
を

ぬ
ぐ
っ
て
か
ら
︑
よ
っ
こ
ら
し
ょ
︑
と
掛
け
声
を
つ
け
て
立
ち
上
が
っ
た
︒

︵…

︶

　

小
東
さ
ん
が
一
日
で
一
番
忙
し
い
時
間
帯
へ
向
け
て
︑
準
備
を
し
よ
う
と
店
先
に
出
る
と
︑

果
た
し
て
一
番
の
常
連
が
︑
向
こ
う
か
ら
走
っ
て
く
る
の
が
ぼ
ん
や
り
見
え
た
︒
頭
の
上
に
左

右
に
結
わ
え
た
髪
を
な
び
か
せ
て
︑
い
つ
も
の
よ
う
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に
駆
け
回
る
姿
を
︑
小

東
さ
ん
は
よ
く
知
っ
て
い
る
︒
小
東
さ
ん
だ
け
じ
ゃ
な
く
︑
八
奈
結
び
商
店
街
の
︑
誰
も
が
彼

女
を
知
っ
て
い
る
︒

﹁
お
ぉ
い
︑
か
っ
ち
ゃ
ん
︒
今
日
は
氷
な
ん
に
す
る
﹂

　

そ
の
少
女
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
来
て
︑
小
東
さ
ん
は
声
を
張
り
上
げ
た
︒
で
も

少
女
は
足
を
止
め
ず
︑
小
東
さ
ん
の
前
を
走
り
抜
け
た
︒
そ
の
ま
ま
顔
だ
け
振
り
向
か
せ
て
︑

笑
っ
て
見
せ
た
︒

﹁
今
日
な
︑
い
そ
が
し
い
か
ら
要
ら
へ
ん
！
﹂

　

そ
し
て
︑
ラ
ン
ド
セ
ル
の
冠
を
バ
タ
バ
タ
言
わ
せ
た
ま
ま
︑
少
女
は
通
り
を
左
に
曲
が
っ
て

い
っ
た
︒

　

笑
い
な
が
ら
︑
小
東
さ
ん
は
溜
め
息
を
吐
い
た
︒
あ
の
娘
が
忙
し
い
な
ん
て
言
う
時
に
は
︑

決
ま
っ
て
ひ
と
騒
動
起
こ
る
の
だ
っ
た
︒

　

夏
の
日
差
し
が
︑
八
奈
結
び
商
店
街
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
焦
げ
付
か
す
︒

　

ア
ー
ケ
ー
ド
も
無
い
商
店
街
の
通
り
を
じ
り
じ
り
と
熱
し
て
︑
向
こ
う
を
見
渡
そ
う
と
す
れ

ば
像
が
姿
を
ゆ
ら
り
と
く
ゆ
ら
す
︒
午
後
三
時
を
過
ぎ
た
頃
︑
涼
し
い
夕
風
を
期
待
す
る
に
も

ま
だ
少
し
遠
い
時
間
帯
︒

　

そ
れ
で
も
微
か
な
風
が
︑
ど
こ
か
の
店
先
の
風
鈴
を
鳴
ら
し
た
︒
呼
応
す
る
よ
う
に
︑
あ
ち

こ
ち
で
軽
や
か
な
音
色
が
立
ち
上
る
︒
遠
く
に
聞
こ
え
る
蝉
の
合
唱
と
相
ま
っ
て
︑
ち
ょ
っ
と

し
た
演
奏
の
よ
う
に
な
る
︒

　

駄
菓
子
屋
の
主
人
の
小
東
さ
ん
が
︑
う
ち
わ
を
仰
ぐ
手
を
ゆ
っ
く
り
止
め
た
︒
ふ
と
見
や
れ

ば
軒
先
に
吊
る
し
た
小
さ
い
﹃
氷
﹄
の
掛
け
軸
が
︑
ほ
ん
の
少
し
揺
れ
て
︑
じ
き
に
ま
た
動
か

な
く
な
る
︒
小
東
さ
ん
は
首
に
か
け
た
白
い
手
ぬ
ぐ
い
で
︑
こ
め
か
み
か
ら
垂
れ
て
く
る
汗
を

ぬ
ぐ
っ
て
か
ら
︑
よ
っ
こ
ら
し
ょ
︑
と
掛
け
声
を
つ
け
て
立
ち
上
が
っ
た
︒

︵…

︶

　

小
東
さ
ん
が
一
日
で
一
番
忙
し
い
時
間
帯
へ
向
け
て
︑
準
備
を
し
よ
う
と
店
先
に
出
る
と
︑

果
た
し
て
一
番
の
常
連
が
︑
向
こ
う
か
ら
走
っ
て
く
る
の
が
ぼ
ん
や
り
見
え
た
︒
頭
の
上
に
左

右
に
結
わ
え
た
髪
を
な
び
か
せ
て
︑
い
つ
も
の
よ
う
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に
駆
け
回
る
姿
を
︑
小

東
さ
ん
は
よ
く
知
っ
て
い
る
︒
小
東
さ
ん
だ
け
じ
ゃ
な
く
︑
八
奈
結
び
商
店
街
の
︑
誰
も
が
彼

女
を
知
っ
て
い
る
︒

﹁
お
ぉ
い
︑
か
っ
ち
ゃ
ん
︒
今
日
は
氷
な
ん
に
す
る
﹂

　

そ
の
少
女
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
来
て
︑
小
東
さ
ん
は
声
を
張
り
上
げ
た
︒
で
も

少
女
は
足
を
止
め
ず
︑
小
東
さ
ん
の
前
を
走
り
抜
け
た
︒
そ
の
ま
ま
顔
だ
け
振
り
向
か
せ
て
︑

笑
っ
て
見
せ
た
︒

﹁
今
日
な
︑
い
そ
が
し
い
か
ら
要
ら
へ
ん
！
﹂

　

そ
し
て
︑
ラ
ン
ド
セ
ル
の
冠
を
バ
タ
バ
タ
言
わ
せ
た
ま
ま
︑
少
女
は
通
り
を
左
に
曲
が
っ
て

い
っ
た
︒

　

笑
い
な
が
ら
︑
小
東
さ
ん
は
溜
め
息
を
吐
い
た
︒
あ
の
娘
が
忙
し
い
な
ん
て
言
う
時
に
は
︑

決
ま
っ
て
ひ
と
騒
動
起
こ
る
の
だ
っ
た
︒
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蛮勇は世界を巡る
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描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…

世界観…世界観…

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ａ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

３００円３００円

Ｂ－１５Ｂ－１５

著者著者

価格価格

ブースブース

﹁
要
件
を
片
付
け
ま
し
ょ
う
︒
テ
ィ
ア
ス
ト
ー
ン
を
私
に
従
属
さ
せ
な
さ
い
︒
リ
ー
・
ロ
ー
ジ
ュ

ン
﹂

﹁
ん
だ
と
︑
テ
メ
ェ…

…

﹂

　

カ
グ
ヤ
が
切
り
出
し
た
言
葉
に
︑
リ
ー
は
思
わ
ず
︑
怒
り
と
と
も
に
拳
を
握
り
し
め
た
︒

テ
ィ
ア
ス
ト
ー
ン
は
︑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
証
で
あ
り
︑
資
格
な
の
だ
︒
そ
れ
を

従
属
さ
せ
る
こ
と
は
︑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
権
が
彼
女
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
︒

﹁
な
ぜ
︑
と
い
う
顔
を
し
て
い
る
わ
ね
﹂

﹁
そ
り
ゃ
そ
ー
だ
ろ
︒
ぶ
っ
飛
ば
さ
れ
た
く
な
か
っ
た
ら
詳
し
く
話
せ
﹂

　

苛
立
ち
を
隠
し
き
れ
な
い
リ
ー
に
︑
彼
女
は
な
お
も
挑
発
す
る
よ
う
な
視
線
と
と
も
に
︑
辛

辣
な
言
葉
を
浴
び
せ
た
︒

﹁
あ
な
た…

…

ど
う
し
て
︑
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
る
わ
け
ぇ
？  

あ
な
た
と
も
あ
ろ
う
人
が
︒
今

ご
ろ
と
っ
く
に
火
星
に…

…

﹂

﹁
黙
れ
ッ
！
﹂

　

最
も
触
れ
ら
れ
た
く
な
い
︑
デ
イ
ド
リ
ー
マ
ー
内
部
の
極
秘
事
情
を
︑
ど
う
し
て
だ
か
︑
目

の
前
の
こ
の
女
が
知
っ
て
い
る
︒
リ
ー
は
こ
の
日
で
一
番
の
恐
怖
を
覚
え
た
︒
だ
が
彼
女
は
さ

ら
に
言
葉
を
続
け
た
︒

﹁
火
星
の
テ
ラ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
に
携
わ
る
︑
大
規
模
開
発
船
団
の
リ
ー
ダ
ー
︑
プ
ロ
フ
ェ
ッ

サ
ー
・
ミ
ズ
キ
の…

…

お
弟
子
さ
ん
で
し
ょ
う
？  

あ
な
た
は
︒
な
の
に
な
ぜ
︑
こ
ん
な
と
こ

ろ
で
オ
マ
マ
ゴ
ト
の
箱
庭
を
作
っ
て
遊
ん
で
い
る
の
か
し
ら
﹂

　

ぎ
り
ぎ
り
と
︑
歯
を
食
い
し
ば
り
な
が
ら
︑
リ
ー
は
彼
女
を
睨
み
付
け
た
︒

﹁
マ
マ
ゴ
ト
じ
ゃ
ね
ー
︒
立
派
な
研
究
だ
︒
デ
イ
ド
リ
ー
マ
ー
が
あ
り
ゃ
︑
人
は
何
も
無
理
し

て
遠
い
火
星
く
ん
だ
り
ま
で
出
掛
け
な
く
て
済
む
ん
だ
よ
﹂

﹁
な
ぜ
？
﹂

﹁
コ
ス
ト
が
掛
か
る
︑
や
り
た
い
こ
と
を
全
部
︑
こ
の
空
間
で
叶
え
ち
ま
え
ば
い
い
︒
絵
に
描

い
た
餅
だ
っ
て
︑
こ
こ
じ
ゃ
た
ら
ふ
く
食
え
る
ん
だ
︒
後
は
現
実
世
界
で
︑
一
人
一
人
が
食
っ

て
け
る
だ
け
の
ち
っ
ぽ
け
で
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
ゃ
い
い
の
さ
︒
火
星
植
民
が
絶
対

必
須
な
ん
て
い
う
話
は
デ
タ
ラ
メ
な
ん
だ
よ
﹂

﹁
要
件
を
片
付
け
ま
し
ょ
う
︒
テ
ィ
ア
ス
ト
ー
ン
を
私
に
従
属
さ
せ
な
さ
い
︒
リ
ー
・
ロ
ー
ジ
ュ

ン
﹂

﹁
ん
だ
と
︑
テ
メ
ェ…

…

﹂

　

カ
グ
ヤ
が
切
り
出
し
た
言
葉
に
︑
リ
ー
は
思
わ
ず
︑
怒
り
と
と
も
に
拳
を
握
り
し
め
た
︒

テ
ィ
ア
ス
ト
ー
ン
は
︑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
証
で
あ
り
︑
資
格
な
の
だ
︒
そ
れ
を

従
属
さ
せ
る
こ
と
は
︑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
権
が
彼
女
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
︒

﹁
な
ぜ
︑
と
い
う
顔
を
し
て
い
る
わ
ね
﹂

﹁
そ
り
ゃ
そ
ー
だ
ろ
︒
ぶ
っ
飛
ば
さ
れ
た
く
な
か
っ
た
ら
詳
し
く
話
せ
﹂

　

苛
立
ち
を
隠
し
き
れ
な
い
リ
ー
に
︑
彼
女
は
な
お
も
挑
発
す
る
よ
う
な
視
線
と
と
も
に
︑
辛

辣
な
言
葉
を
浴
び
せ
た
︒

﹁
あ
な
た…

…

ど
う
し
て
︑
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
る
わ
け
ぇ
？  

あ
な
た
と
も
あ
ろ
う
人
が
︒
今

ご
ろ
と
っ
く
に
火
星
に…

…

﹂

﹁
黙
れ
ッ
！
﹂

　

最
も
触
れ
ら
れ
た
く
な
い
︑
デ
イ
ド
リ
ー
マ
ー
内
部
の
極
秘
事
情
を
︑
ど
う
し
て
だ
か
︑
目

の
前
の
こ
の
女
が
知
っ
て
い
る
︒
リ
ー
は
こ
の
日
で
一
番
の
恐
怖
を
覚
え
た
︒
だ
が
彼
女
は
さ

ら
に
言
葉
を
続
け
た
︒

﹁
火
星
の
テ
ラ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
に
携
わ
る
︑
大
規
模
開
発
船
団
の
リ
ー
ダ
ー
︑
プ
ロ
フ
ェ
ッ

サ
ー
・
ミ
ズ
キ
の…

…

お
弟
子
さ
ん
で
し
ょ
う
？  

あ
な
た
は
︒
な
の
に
な
ぜ
︑
こ
ん
な
と
こ

ろ
で
オ
マ
マ
ゴ
ト
の
箱
庭
を
作
っ
て
遊
ん
で
い
る
の
か
し
ら
﹂

　

ぎ
り
ぎ
り
と
︑
歯
を
食
い
し
ば
り
な
が
ら
︑
リ
ー
は
彼
女
を
睨
み
付
け
た
︒

﹁
マ
マ
ゴ
ト
じ
ゃ
ね
ー
︒
立
派
な
研
究
だ
︒
デ
イ
ド
リ
ー
マ
ー
が
あ
り
ゃ
︑
人
は
何
も
無
理
し

て
遠
い
火
星
く
ん
だ
り
ま
で
出
掛
け
な
く
て
済
む
ん
だ
よ
﹂

﹁
な
ぜ
？
﹂

﹁
コ
ス
ト
が
掛
か
る
︑
や
り
た
い
こ
と
を
全
部
︑
こ
の
空
間
で
叶
え
ち
ま
え
ば
い
い
︒
絵
に
描

い
た
餅
だ
っ
て
︑
こ
こ
じ
ゃ
た
ら
ふ
く
食
え
る
ん
だ
︒
後
は
現
実
世
界
で
︑
一
人
一
人
が
食
っ

て
け
る
だ
け
の
ち
っ
ぽ
け
で
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
ゃ
い
い
の
さ
︒
火
星
植
民
が
絶
対

必
須
な
ん
て
い
う
話
は
デ
タ
ラ
メ
な
ん
だ
よ
﹂
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描写…描写…
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世界観…世界観…
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Ｂ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

５００円５００円
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著者著者

価格価格

ブースブース

﹁
近
寄
る
な…

…

﹂

　

黒
金
の
壁
に
飛
び
散
る
迷
彩
の
よ
う
な
黒
い
血
︒

　

ひ
び
割
れ
た
タ
イ
ル
の
上
で
︑
深
傷
か
ら
濁
っ
た
血
を
流
し
て
横
た
わ
る
奇
怪
な
死
体
の
山
︒

質
素
な
部
屋
に
嗅
覚
を
貫
く
臭
い
が
充
満
す
る
︒

　

骸
は
人
の
形
を
し
て
い
る
が
︑
鼻
は
小
石
の
よ
う
に
丸
く
︑
歯
は
牙
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど

ギ
ザ
ギ
ザ
し
て
い
る
︒
耳
は
三
角
に
変
形
し
て
い
て
︑
全
身
に
茶
色
の
毛
を
生
や
し
て
い
る
︒

　

生
き
残
っ
て
い
る
数
人
が
四
つ
ん
這
い
に
な
っ
て
﹁
ワ
ン
﹂
と
喚
く
︒
ま
る
で
犬
の
よ
う
に
︒

い
や
︑
そ
の
風
貌
か
ら
犬
そ
の
も
の
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
︒
眉
間
に
く
し
ゃ
く
し
ゃ
の

皺
を
寄
せ
︑
理
性
な
く
吠
え
る
彼
ら
の
先
に
一
人
の
娘
が
い
た
︒

　

年
は
二
十
歳
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
︒
艶
の
あ
る
短
い
黒
髪
︒
真
珠
の
よ
う
な
気
品
あ
る
白
い
肌
︒

凛
と
し
た
小
顔
と
淡
い
桜
色
の
唇
︒
背
丈
は
女
性
の
平
均
程
度
だ
が
︑
読
者
モ
デ
ル
に
も
な
れ

そ
う
な
美
麗
な
脚
を
し
て
い
る
︒

　

そ
の
特
徴
と
は
裏
腹
に
目
つ
き
は
刀
身
の
よ
う
に
鋭
く
︑
気
弱
な
者
な
ら
ば
そ
の
眼
光
を
浴

び
た
だ
け
で
怖
気
づ
い
て
し
ま
い
そ
う
な
ほ
ど
だ
︒

　

彼
女
が
身
に
つ
け
て
い
る
看
護
服
の
よ
う
な
白
シ
ャ
ツ
と
パ
ン
ツ
に
は
黒
ず
ん
だ
血
が
び
っ

し
り
付
着
し
て
い
る
︒
年
頃
の
娘
ら
し
い
柔
ら
か
く
張
り
の
あ
る
両
手
は
肌
色
の
存
在
を
許
さ

な
い
ほ
ど
赤
に
染
ま
っ
て
い
る
︒

﹁
い
つ
ま
で
こ
ん
な
こ
と
を…

…

﹂

　

憂
い
を
帯
び
た
黒
き
瞳
を
光
ら
せ
彼
女
は
呟
く
︒

　

犬
な
の
か
人
な
の
か
︑
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
風
貌
の
青
年
た
ち
が
威
嚇
の
鳴
き
声
を
あ
げ

て
牙
を
剥
く
︒
彼
ら
は
獲
物
を
追
い
詰
め
る
よ
う
に
彼
女
を
囲
い
込
む
︒

　

彼
女
の
髪
が
徐
々
に
金
色
に
染
ま
っ
て
い
く
︒
皮
膚
に
浮
き
出
た
血
管
が
︑
上
昇
し
て
い
く

体
温
と
共
に
灼
熱
の
赤
へ
と
変
色
し
て
い
く
︒
瞳
は
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
濃
い
紅
蓮
に
染
ま
る
︒

　

犬
男
た
ち
と
比
べ
る
と
彼
女
は
十
分
人
の
娘
の
姿
を
保
っ
て
い
る
が
︑
滲
み
出
る
オ
ー
ラ
に

は
気
高
い
野
性
の
本
能
と
殺
気
が
滲
み
溢
れ
て
い
る
︒

　

風
貌
を
変
化
さ
せ
た
彼
女
と
青
年
た
ち
は
互
い
の
様
子
を
窺
い
︑
黙
っ
た
ま
ま
対
峙
す
る
︒

﹁
近
寄
る
な…

…

﹂

　

黒
金
の
壁
に
飛
び
散
る
迷
彩
の
よ
う
な
黒
い
血
︒

　

ひ
び
割
れ
た
タ
イ
ル
の
上
で
︑
深
傷
か
ら
濁
っ
た
血
を
流
し
て
横
た
わ
る
奇
怪
な
死
体
の
山
︒

質
素
な
部
屋
に
嗅
覚
を
貫
く
臭
い
が
充
満
す
る
︒

　

骸
は
人
の
形
を
し
て
い
る
が
︑
鼻
は
小
石
の
よ
う
に
丸
く
︑
歯
は
牙
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど

ギ
ザ
ギ
ザ
し
て
い
る
︒
耳
は
三
角
に
変
形
し
て
い
て
︑
全
身
に
茶
色
の
毛
を
生
や
し
て
い
る
︒

　

生
き
残
っ
て
い
る
数
人
が
四
つ
ん
這
い
に
な
っ
て
﹁
ワ
ン
﹂
と
喚
く
︒
ま
る
で
犬
の
よ
う
に
︒

い
や
︑
そ
の
風
貌
か
ら
犬
そ
の
も
の
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
︒
眉
間
に
く
し
ゃ
く
し
ゃ
の

皺
を
寄
せ
︑
理
性
な
く
吠
え
る
彼
ら
の
先
に
一
人
の
娘
が
い
た
︒

　

年
は
二
十
歳
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
︒
艶
の
あ
る
短
い
黒
髪
︒
真
珠
の
よ
う
な
気
品
あ
る
白
い
肌
︒

凛
と
し
た
小
顔
と
淡
い
桜
色
の
唇
︒
背
丈
は
女
性
の
平
均
程
度
だ
が
︑
読
者
モ
デ
ル
に
も
な
れ

そ
う
な
美
麗
な
脚
を
し
て
い
る
︒

　

そ
の
特
徴
と
は
裏
腹
に
目
つ
き
は
刀
身
の
よ
う
に
鋭
く
︑
気
弱
な
者
な
ら
ば
そ
の
眼
光
を
浴

び
た
だ
け
で
怖
気
づ
い
て
し
ま
い
そ
う
な
ほ
ど
だ
︒

　

彼
女
が
身
に
つ
け
て
い
る
看
護
服
の
よ
う
な
白
シ
ャ
ツ
と
パ
ン
ツ
に
は
黒
ず
ん
だ
血
が
び
っ

し
り
付
着
し
て
い
る
︒
年
頃
の
娘
ら
し
い
柔
ら
か
く
張
り
の
あ
る
両
手
は
肌
色
の
存
在
を
許
さ

な
い
ほ
ど
赤
に
染
ま
っ
て
い
る
︒

﹁
い
つ
ま
で
こ
ん
な
こ
と
を…

…

﹂

　

憂
い
を
帯
び
た
黒
き
瞳
を
光
ら
せ
彼
女
は
呟
く
︒

　

犬
な
の
か
人
な
の
か
︑
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
風
貌
の
青
年
た
ち
が
威
嚇
の
鳴
き
声
を
あ
げ

て
牙
を
剥
く
︒
彼
ら
は
獲
物
を
追
い
詰
め
る
よ
う
に
彼
女
を
囲
い
込
む
︒

　

彼
女
の
髪
が
徐
々
に
金
色
に
染
ま
っ
て
い
く
︒
皮
膚
に
浮
き
出
た
血
管
が
︑
上
昇
し
て
い
く

体
温
と
共
に
灼
熱
の
赤
へ
と
変
色
し
て
い
く
︒
瞳
は
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
濃
い
紅
蓮
に
染
ま
る
︒

　

犬
男
た
ち
と
比
べ
る
と
彼
女
は
十
分
人
の
娘
の
姿
を
保
っ
て
い
る
が
︑
滲
み
出
る
オ
ー
ラ
に

は
気
高
い
野
性
の
本
能
と
殺
気
が
滲
み
溢
れ
て
い
る
︒

　

風
貌
を
変
化
さ
せ
た
彼
女
と
青
年
た
ち
は
互
い
の
様
子
を
窺
い
︑
黙
っ
た
ま
ま
対
峙
す
る
︒
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﹁
あ
っ―

―

﹂

　

空
高
く
打
ち
あ
が
っ
た
羽
は
︑
ま
っ
た
く
打
ち
合
わ
せ
ど
お
り
に
︑
塀
を
越
え
て
例
の
お
化

け
屋
敷
の
庭
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
︒

﹁
ね
え
︑
入
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
︑
ま
じ
で
﹂

﹁
う
ん
︑
こ
れ
は
ま
ず
い
な
﹂

　

そ
う
言
い
な
が
ら
も
満
足
そ
う
な
笑
み
を
浮
か
べ
る
来
人
の
そ
ば
へ
走
り
寄
る
と
︑
僕
は
ひ

そ
ひ
そ
声
で
言
っ
た
︒

﹁
な
ぁ
︒
ほ
ん
と
に
︑
ピ
ン
ポ
ン
す
る
の
﹂

﹁
う
ん
︒
羽
︑
取
ら
せ
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
し
﹂

﹁
や
だ
よ
︑
こ
わ
い
よ
︒
や
め
よ
う
よ
︒
そ
う
で
な
く
て
も
︑
得
体
が
知
れ
な
い
家
だ
か
ら
近

づ
く
な
っ
て
親
に
言
わ
れ
て
い
る
の
に
﹂

　

来
人
が
ど
う
し
て
こ
ん
な
お
か
し
な
家
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
︑
ま
っ
た
く
見
当
も
つ

か
な
か
っ
た
︒

﹁
別
に
犯
罪
者
の
家
っ
て
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
︒
古
く
て
汚
い
っ
て
だ
け
で
﹂

﹁
い
や
︑
案
外
︑
埋
ま
っ
て
る
か
も
だ
よ
︑
ア
レ
が
﹂

﹁
ア
レ
っ
て
何
﹂

﹁
言
わ
せ
る
な
よ
︒
時
々
あ
る
だ
ろ
？　

庭
に
︑
し
︑
死
体
が…

…

と
か
い
う
ニ
ュ
ー
ス
︒
広

い
し
草
が
ぼ
う
ぼ
う
だ
か
ら
︑
こ
こ
に
何
か
埋
ま
っ
て
て
も
絶
対
わ
か
ん
な
い
よ
︒
大
体
︑
夜

中
に
叫
び
声
が
聞
こ
え
る
ら
し
い
ん
だ
か
ら
︒
何
が
起
こ
っ
て
も
不
思
議
じ
ゃ
な
い
っ
て
﹂

﹁
で
も
︑
さ
っ
き
の
マ
ド
ン
ナ
が
着
て
た
制
服
︑
月
星
学
院
の
高
等
部
の
も
の
だ
ろ
？　

月
星

学
院
っ
て
言
っ
た
ら
︑
こ
の
辺
り
で
一
番
の
進
学
校
ら
し
い
じ
ゃ
ん
︒
別
に
ヤ
ン
キ
ー
ぽ
く
も

な
か
っ
た
し
︒
普
通
だ
よ
普
通
﹂

﹁
そ
れ
だ
っ
て
さ
ぁ
︑
わ
か
ん
な
い
よ
？　

人
は
見
か
け
に
よ
ら
な
い
っ
て
い
う
言
葉
︑
あ
る

だ
ろ
？
﹂

　

な
ど
と
話
し
合
っ
て
る
う
ち
に
︑
後
ろ
か
ら
突
然
﹁
ね
え
︑
き
み
た
ち
﹂
と
声
を
か
け
ら
れ
︑

僕
た
ち
は
思
わ
ず
﹁
わ
っ
﹂
と
声
を
上
げ
た
︒

﹁
あ
っ―

―

﹂

　

空
高
く
打
ち
あ
が
っ
た
羽
は
︑
ま
っ
た
く
打
ち
合
わ
せ
ど
お
り
に
︑
塀
を
越
え
て
例
の
お
化

け
屋
敷
の
庭
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
︒

﹁
ね
え
︑
入
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
︑
ま
じ
で
﹂

﹁
う
ん
︑
こ
れ
は
ま
ず
い
な
﹂

　

そ
う
言
い
な
が
ら
も
満
足
そ
う
な
笑
み
を
浮
か
べ
る
来
人
の
そ
ば
へ
走
り
寄
る
と
︑
僕
は
ひ

そ
ひ
そ
声
で
言
っ
た
︒

﹁
な
ぁ
︒
ほ
ん
と
に
︑
ピ
ン
ポ
ン
す
る
の
﹂

﹁
う
ん
︒
羽
︑
取
ら
せ
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
し
﹂

﹁
や
だ
よ
︑
こ
わ
い
よ
︒
や
め
よ
う
よ
︒
そ
う
で
な
く
て
も
︑
得
体
が
知
れ
な
い
家
だ
か
ら
近

づ
く
な
っ
て
親
に
言
わ
れ
て
い
る
の
に
﹂

　

来
人
が
ど
う
し
て
こ
ん
な
お
か
し
な
家
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
︑
ま
っ
た
く
見
当
も
つ

か
な
か
っ
た
︒

﹁
別
に
犯
罪
者
の
家
っ
て
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
︒
古
く
て
汚
い
っ
て
だ
け
で
﹂

﹁
い
や
︑
案
外
︑
埋
ま
っ
て
る
か
も
だ
よ
︑
ア
レ
が
﹂

﹁
ア
レ
っ
て
何
﹂

﹁
言
わ
せ
る
な
よ
︒
時
々
あ
る
だ
ろ
？　

庭
に
︑
し
︑
死
体
が…

…

と
か
い
う
ニ
ュ
ー
ス
︒
広

い
し
草
が
ぼ
う
ぼ
う
だ
か
ら
︑
こ
こ
に
何
か
埋
ま
っ
て
て
も
絶
対
わ
か
ん
な
い
よ
︒
大
体
︑
夜

中
に
叫
び
声
が
聞
こ
え
る
ら
し
い
ん
だ
か
ら
︒
何
が
起
こ
っ
て
も
不
思
議
じ
ゃ
な
い
っ
て
﹂

﹁
で
も
︑
さ
っ
き
の
マ
ド
ン
ナ
が
着
て
た
制
服
︑
月
星
学
院
の
高
等
部
の
も
の
だ
ろ
？　

月
星

学
院
っ
て
言
っ
た
ら
︑
こ
の
辺
り
で
一
番
の
進
学
校
ら
し
い
じ
ゃ
ん
︒
別
に
ヤ
ン
キ
ー
ぽ
く
も

な
か
っ
た
し
︒
普
通
だ
よ
普
通
﹂

﹁
そ
れ
だ
っ
て
さ
ぁ
︑
わ
か
ん
な
い
よ
？　

人
は
見
か
け
に
よ
ら
な
い
っ
て
い
う
言
葉
︑
あ
る

だ
ろ
？
﹂

　

な
ど
と
話
し
合
っ
て
る
う
ち
に
︑
後
ろ
か
ら
突
然
﹁
ね
え
︑
き
み
た
ち
﹂
と
声
を
か
け
ら
れ
︑

僕
た
ち
は
思
わ
ず
﹁
わ
っ
﹂
と
声
を
上
げ
た
︒
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橙
の
明
か
り
が
揺
ら
め
い
た
︒
仄
か
に
照
ら
さ
れ
た
室
内
は
壁
一
面
が
本
に
囲
ま
れ
て
い
て
︑

奥
に
は
焦
が
し
た
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
よ
う
な
ビ
ュ
ー
ロ
と
︑
同
じ
色
合
い
の
木
組
み
の
椅
子
︒
ワ

イ
ン
レ
ッ
ド
の
大
き
な
ソ
フ
ァ
は
︑
体
重
を
乗
せ
れ
ば
ス
プ
リ
ン
グ
が
悲
鳴
を
上
げ
る
し
︑
上

の
本
が
取
れ
る
よ
う
に
と
無
造
作
に
置
か
れ
た
立
て
掛
け
る
形
の
梯
子
は
︑
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
釘

が
錆
び
て
い
る
︒
ビ
ュ
ー
ロ
の
置
い
て
あ
る
壁
に
窓
は
あ
っ
た
が
︑
本
が
焼
け
て
し
ま
う
か
ら

と
常
は
カ
ー
テ
ン
が
引
か
れ
て
お
り
︑
開
け
ら
れ
る
の
は
雨
の
日
か
︑
気
紛
れ
に
ほ
ん
の
少
し

だ
け
外
を
見
る
と
き
だ
け
︒
無
駄
な
も
の
の
な
い
︑
生
活
感
の
な
い
こ
の
部
屋
の
主
は
︑
自
ら

を
魔
女
と
呼
ぶ
魔
法
使
い
の
女
の
子
だ
っ
た
︒
魔
法
と
言
っ
て
も
誰
か
の
怪
我
が
治
せ
る
訳
で

は
な
く
︑
空
が
飛
べ
る
訳
で
も
な
く
︑
少
女
が
使
う
魔
法
は
︑
自
分
の
た
め
だ
け
の
も
の
だ
っ

た
の
だ
︒
少
女
は
︑
幼
い
こ
ろ
か
ら
本
が
好
き
だ
っ
た
︒
彼
女
は
こ
の
書
斎
に
あ
る
本
の
登
場

人
物
な
ら
具
現
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
け
れ
ど
︑
す
で
に
個
々
の
意
思
を
持
っ
た
彼
ら
が
彼

女
の
た
め
に
振
る
舞
っ
て
く
れ
る
こ
と
は
な
く
︑
そ
れ
は
あ
ま
り
に
不
完
全
な
魔
法
だ
っ
た
︒

や
が
て
彼
女
は
︑
自
ら
文
字
を
綴
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
自
分
の
生
み
出
し
た
人
物
た
ち
な
ら
︑

も
っ
と
良
い
遊
び
相
手
に
︑
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
だ
っ

た
︒
け
れ
ど
彼
ら
も
ま
た
︑
彼
女
の
思
う
よ
う
な
相
手
に
は
な
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
︒
ど
ん
な

に
気
の
良
い
人
物
た
ち
も
大
抵
二
︑
三
日
す
れ
ば
困
っ
た
よ
う
に
帰
り
道
を
尋
ね
て
く
る
か
ら
︑

そ
れ
を
無
視
し
て
ま
で
こ
ち
ら
に
閉
じ
込
め
て
は
お
け
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
彼
女
の
本
心
で
︑

つ
ま
り
彼
女
は
優
し
す
ぎ
た
の
だ
︒
そ
う
や
っ
て
何
年
も
の
失
敗
を
重
ね
て
︑
部
屋
か
ら
見
え

る
景
色
を
何
度
も
見
送
っ
て
︑
一
つ
の
可
能
性
に
気
が
付
い
た
と
き
︑
季
節
は
実
に
十
七
回
目

の
冬
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
︒

　

橙
の
明
か
り
が
揺
ら
め
い
た
︒
仄
か
に
照
ら
さ
れ
た
室
内
は
壁
一
面
が
本
に
囲
ま
れ
て
い
て
︑

奥
に
は
焦
が
し
た
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
よ
う
な
ビ
ュ
ー
ロ
と
︑
同
じ
色
合
い
の
木
組
み
の
椅
子
︒
ワ

イ
ン
レ
ッ
ド
の
大
き
な
ソ
フ
ァ
は
︑
体
重
を
乗
せ
れ
ば
ス
プ
リ
ン
グ
が
悲
鳴
を
上
げ
る
し
︑
上

の
本
が
取
れ
る
よ
う
に
と
無
造
作
に
置
か
れ
た
立
て
掛
け
る
形
の
梯
子
は
︑
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
釘

が
錆
び
て
い
る
︒
ビ
ュ
ー
ロ
の
置
い
て
あ
る
壁
に
窓
は
あ
っ
た
が
︑
本
が
焼
け
て
し
ま
う
か
ら

と
常
は
カ
ー
テ
ン
が
引
か
れ
て
お
り
︑
開
け
ら
れ
る
の
は
雨
の
日
か
︑
気
紛
れ
に
ほ
ん
の
少
し

だ
け
外
を
見
る
と
き
だ
け
︒
無
駄
な
も
の
の
な
い
︑
生
活
感
の
な
い
こ
の
部
屋
の
主
は
︑
自
ら

を
魔
女
と
呼
ぶ
魔
法
使
い
の
女
の
子
だ
っ
た
︒
魔
法
と
言
っ
て
も
誰
か
の
怪
我
が
治
せ
る
訳
で

は
な
く
︑
空
が
飛
べ
る
訳
で
も
な
く
︑
少
女
が
使
う
魔
法
は
︑
自
分
の
た
め
だ
け
の
も
の
だ
っ

た
の
だ
︒
少
女
は
︑
幼
い
こ
ろ
か
ら
本
が
好
き
だ
っ
た
︒
彼
女
は
こ
の
書
斎
に
あ
る
本
の
登
場

人
物
な
ら
具
現
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
け
れ
ど
︑
す
で
に
個
々
の
意
思
を
持
っ
た
彼
ら
が
彼

女
の
た
め
に
振
る
舞
っ
て
く
れ
る
こ
と
は
な
く
︑
そ
れ
は
あ
ま
り
に
不
完
全
な
魔
法
だ
っ
た
︒

や
が
て
彼
女
は
︑
自
ら
文
字
を
綴
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
自
分
の
生
み
出
し
た
人
物
た
ち
な
ら
︑

も
っ
と
良
い
遊
び
相
手
に
︑
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
だ
っ

た
︒
け
れ
ど
彼
ら
も
ま
た
︑
彼
女
の
思
う
よ
う
な
相
手
に
は
な
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
︒
ど
ん
な

に
気
の
良
い
人
物
た
ち
も
大
抵
二
︑
三
日
す
れ
ば
困
っ
た
よ
う
に
帰
り
道
を
尋
ね
て
く
る
か
ら
︑

そ
れ
を
無
視
し
て
ま
で
こ
ち
ら
に
閉
じ
込
め
て
は
お
け
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
彼
女
の
本
心
で
︑

つ
ま
り
彼
女
は
優
し
す
ぎ
た
の
だ
︒
そ
う
や
っ
て
何
年
も
の
失
敗
を
重
ね
て
︑
部
屋
か
ら
見
え

る
景
色
を
何
度
も
見
送
っ
て
︑
一
つ
の
可
能
性
に
気
が
付
い
た
と
き
︑
季
節
は
実
に
十
七
回
目

の
冬
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
︒
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そ
れ
で
も
心
臓
は
動
き
続
け
て
い
た
︒

　

つ
い
さ
っ
き
ま
で
あ
れ
ほ
ど
耳
障
り
だ
っ
た
蝉
の
鳴
き
声
が
い
つ
の
間
に
か
遠
ざ
か
っ
て
い

た
︒
じ
き
に
夏
も
終
わ
る
︒
そ
の
夏
の
残
骸
の
よ
う
に
赤
や
緑
や
黒
の
光
が
弾
け
て
は
消
え
︑

消
え
て
は
弾
け
て
い
た
︒
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
転
が
り
出
て
く
る
頼
り
な
い
小
さ
な
星
は
︑
瞼

の
裏
に
ぶ
つ
か
る
と
︑
ぱ
ち
ん
と
音
を
立
て
て
見
え
な
く
な
る
︒
星
は
︑
次
か
ら
次
へ
と
現
れ
︑

次
か
ら
次
へ
と
消
え
て
い
っ
た
︒
そ
れ
は
一
定
の
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
︒
む
し

ろ
︑
そ
れ
は
歴
然
と
心
臓
の
鼓
動
に
一
致
し
て
い
た
︒

﹁
重
い
ん
だ
け
ど
︒﹂

　

慌
て
て
身
を
起
こ
す
︒﹁
痛
い
︒﹂
と
続
け
て
声
が
上
が
る
の
は
︑
咄
嗟
に
手
を
つ
い
た
と
き
︑

爪
の
先
に
引
っ
掛
か
っ
た
感
触
の
せ
い
だ
ろ
う
︒

﹁
起
き
て
た
の
？
﹂

　

返
事
は
な
い
︒
も
し
か
す
る
と
︑
そ
れ
と
な
く
わ
た
し
を
詰
る
よ
う
な
気
怠
さ
に
塗
り
込
め

ら
れ
た
う
な
ず
き
や
目
配
せ
で
︑
肯
定
の
意
を
伝
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
︑
わ
た
し
は

眩
し
く
て
目
を
開
け
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
︒

　

朝
の
陽
は
あ
る
悪
意
を
も
っ
て
イ
ク
コ
さ
ん
の
体
を
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
︒

　

イ
ク
コ
さ
ん
の
︑
少
し
か
た
い
乳
房
︒
痩
せ
ぎ
す
の
少
年
み
た
い
な
腰
骨
︒
わ
た
し
の
に
比

べ
れ
ば
す
っ
き
り
し
す
ぎ
て
い
る
へ
そ
︒
い
つ
も
ど
こ
か
に
青
痣
の
あ
る
す
ね
︒
イ
ク
コ
さ
ん

の
体
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
部
位
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
が
同
じ
一
つ
の
体
に
収
ま
っ
て
い
る
と
は
思
え

な
い
生
々
し
さ
を
わ
た
し
に
感
じ
さ
せ
る
︒
い
つ
か
イ
ク
コ
さ
ん
に
借
り
て
読
ん
だ
本
に
︑

﹁
女
性
ホ
ル
モ
ン
を
注
射
し
た
ゲ
イ
ボ
ー
イ
の
よ
う
な
胸
﹂
と
い
う
よ
う
な
文
句
が
あ
っ
た
︒

わ
た
し
に
は
ゲ
イ
ボ
ー
イ
の
友
人
も
い
な
け
れ
ば
︑
女
性
ホ
ル
モ
ン
を
注
射
し
た
ゲ
イ
ボ
ー
イ

の
胸
が
ど
の
程
度
の
ふ
く
ら
み
を
も
つ
も
の
な
の
か
︑
知
識
も
な
い
︒
け
れ
ど
そ
の
件
を
初
め

て
読
ん
だ
と
き
︑
イ
ク
コ
さ
ん
の
体
を
思
っ
た
︒

　

そ
れ
で
も
心
臓
は
動
き
続
け
て
い
た
︒

　

つ
い
さ
っ
き
ま
で
あ
れ
ほ
ど
耳
障
り
だ
っ
た
蝉
の
鳴
き
声
が
い
つ
の
間
に
か
遠
ざ
か
っ
て
い

た
︒
じ
き
に
夏
も
終
わ
る
︒
そ
の
夏
の
残
骸
の
よ
う
に
赤
や
緑
や
黒
の
光
が
弾
け
て
は
消
え
︑

消
え
て
は
弾
け
て
い
た
︒
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
転
が
り
出
て
く
る
頼
り
な
い
小
さ
な
星
は
︑
瞼

の
裏
に
ぶ
つ
か
る
と
︑
ぱ
ち
ん
と
音
を
立
て
て
見
え
な
く
な
る
︒
星
は
︑
次
か
ら
次
へ
と
現
れ
︑

次
か
ら
次
へ
と
消
え
て
い
っ
た
︒
そ
れ
は
一
定
の
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
︒
む
し

ろ
︑
そ
れ
は
歴
然
と
心
臓
の
鼓
動
に
一
致
し
て
い
た
︒

﹁
重
い
ん
だ
け
ど
︒﹂

　

慌
て
て
身
を
起
こ
す
︒﹁
痛
い
︒﹂
と
続
け
て
声
が
上
が
る
の
は
︑
咄
嗟
に
手
を
つ
い
た
と
き
︑

爪
の
先
に
引
っ
掛
か
っ
た
感
触
の
せ
い
だ
ろ
う
︒

﹁
起
き
て
た
の
？
﹂

　

返
事
は
な
い
︒
も
し
か
す
る
と
︑
そ
れ
と
な
く
わ
た
し
を
詰
る
よ
う
な
気
怠
さ
に
塗
り
込
め

ら
れ
た
う
な
ず
き
や
目
配
せ
で
︑
肯
定
の
意
を
伝
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
︑
わ
た
し
は

眩
し
く
て
目
を
開
け
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
︒

　

朝
の
陽
は
あ
る
悪
意
を
も
っ
て
イ
ク
コ
さ
ん
の
体
を
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
︒

　

イ
ク
コ
さ
ん
の
︑
少
し
か
た
い
乳
房
︒
痩
せ
ぎ
す
の
少
年
み
た
い
な
腰
骨
︒
わ
た
し
の
に
比

べ
れ
ば
す
っ
き
り
し
す
ぎ
て
い
る
へ
そ
︒
い
つ
も
ど
こ
か
に
青
痣
の
あ
る
す
ね
︒
イ
ク
コ
さ
ん

の
体
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
部
位
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
が
同
じ
一
つ
の
体
に
収
ま
っ
て
い
る
と
は
思
え

な
い
生
々
し
さ
を
わ
た
し
に
感
じ
さ
せ
る
︒
い
つ
か
イ
ク
コ
さ
ん
に
借
り
て
読
ん
だ
本
に
︑

﹁
女
性
ホ
ル
モ
ン
を
注
射
し
た
ゲ
イ
ボ
ー
イ
の
よ
う
な
胸
﹂
と
い
う
よ
う
な
文
句
が
あ
っ
た
︒

わ
た
し
に
は
ゲ
イ
ボ
ー
イ
の
友
人
も
い
な
け
れ
ば
︑
女
性
ホ
ル
モ
ン
を
注
射
し
た
ゲ
イ
ボ
ー
イ

の
胸
が
ど
の
程
度
の
ふ
く
ら
み
を
も
つ
も
の
な
の
か
︑
知
識
も
な
い
︒
け
れ
ど
そ
の
件
を
初
め

て
読
ん
だ
と
き
︑
イ
ク
コ
さ
ん
の
体
を
思
っ
た
︒



﹁
ミ
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
安
穏
な
る
日
々
﹂

　
あ
る
日
︑
羊
耳
シ
ョ
タ
騎
士
執
事
の

ア
ー
テ
ィ
が
命
令
さ
れ
た
の
は
︑
人
類
最

強
と
い
わ
れ
る
女
傭
兵
の
抹
殺
！
？

﹁
は
わ
わ
﹂
と
言
う
間
に
退
路
を
防
が
れ
︑

な
ぜ
か
始
ま
っ
た
宿
敵
と
の
居
候
生
活
︒

軽
や
か
な
ラ
ブ
コ
メ
異
世
界
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
︒

　
気
高
く
優
美
な
汚
宅
の
住
人
︑
女
傭
兵

ア
ン
ナ
＝
Ｌ・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
や
︑
上
述

の
あ
ざ
と
か
わ
い
い
ア
ー
テ
ィ
︑
ア
ン
ナ

の
幼
馴
染
ダ
グ
リ
ズ
︵
一
押
し
で
す
︶
な

ど
︑
個
性
豊
か
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
︒

﹃
ま
ろ
や
ぎ
チ
ー
ズ
の
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
﹄

﹃
乳
白
星
の
シ
チ
ュ
ー
﹄
に
代
表
さ
れ
る
︑

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
あ
ふ
れ
た
︑
心
の
こ

も
っ
た
美
味
し
い
料
理
の
数
々
︒

　
あ
っ
た
か
い
も
の
に
癒
さ
れ
た
ら
︑
わ

く
わ
く
す
る
冒
険
の
時
間
が
待
っ
て
ま
す
︒

　
食
べ
過
ぎ
に
は
ご
注
意
を
♪

世
津
路
章

︵
こ
ん
ぽ
た
︒
：B-12

︶

︵
紹
介
者
：
あ
ず
み
︶

世
津
路
章

︵
こ
ん
ぽ
た
︒
：B-12

︶

　
魔
法
を
使
う
魔
族
と
使
え
ぬ
人
間
︑
両
者

が
争
い
合
う
世
界
で
︑
な
ぜ
か
人
類
最
強
の

女
傭
兵
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
を“

抹
殺”

し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
︑Lv.1

シ
ョ
タ
執

事
・
ア
ー
テ
ィ
の
奮
闘
を
描
い
た
物
語
︒

　
大
丈
夫
で
す
︒

　
バ
カ
で
す
︒

　
頭
か
る
ー
く
お
読
み
い
た
だ
け
ま
す
︒

　
バ
ト
ル
と
か
少
な
目
で
︑
ご
は
ん
が
め
っ

ち
ゃ
多
い
で
す
︒

　
第
一
巻
読
切
で
も
全
然
大
丈
夫
で
す
し
︑

続
編
が
今
秋
か
ら
先
行
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
連
載
に

な
り
ま
す
の
で
︑
そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ぜ
ひ
！

︵
紹
介
者
：
世
津
路
章
︶ ﹁

な
な
い
ろ
世
界
の
食
歩
記
﹂

世
津
路
章/

柑
橘/

い
ぐ
あ
な/

服
部
匠/

他

︵
こ
ん
ぽ
た
︒
：B-12

︶

　
ど
こ
か
遠
く
に
行
き
た
い
時
に
︑
純
粋
に

そ
こ
に
行
き
た
い
っ
て
い
う
気
持
ち
と
︑
な

ん
か
普
段
食
べ
ら
れ
な
い
美
味
し
い
も
の
食

べ
た
い
な
ー
っ
て
い
う
気
持
ち
と
︑
あ
る
じ

ゃ
な
い
で
す
か
︒
そ
れ
で
︑
じ
ゃ
ら
ん
と
か

読
む
じ
ゃ
な
い
で
す
か
︒

　
そ
ん
な
楽
し
み
を
両
方
と
も
満
た
し
て
く

れ
る
ア
ン
ソ
ロ
で
す
︒
く
う
︒

　
食
べ
た
い
っ
て
思
っ
て
も
食
べ
ら
れ
な
い

っ
て
い
う
の
が
︑
ま
た
食
べ
た
さ
を
増
し
て

く
れ
ま
す
︒

︵
紹
介
者
：
相
沢
ナ
ナ
コ
︶

美
味
し
い
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

高
田
純
次
感
一
○
○
○
％
！　
ド
タ
バ
タ
お
ね
シ
ョ
タ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
！

か
わ
い
く
て
美
味
し
そ
う
で
︑
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
！

﹁APIACEREｼｮｰﾄｽﾄｰﾘｰｽﾞ

﹂

　
こ
ち
ら
は
無
料
冊
子
︒
い
た
だ
い
た
の
が

申
し
訳
な
い
く
ら
い
︑
何
度
も
読
み
返
し
て

い
ま
す
︒
さ
ら
り
と
読
め
る
分
量
な
が
ら
︑

じ
っ
く
り
物
語
の
後
味
に
浸
れ
る
現
代
も
の

二
篇
︒

﹃
コ
ハ
ノ
チ
カ―

最
愛
の
人
﹄　
強
気
な
女
の

子
一
人
称
の
語
り
口
が
く
す
ぐ
っ
た
く
心
地

良
い
︑
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
が
テ
ー
マ
の
小
説
︒

民
族
舞
踊
を
扱
っ
た
お
話
︑
ず
っ
と
読
み
た

い
と
思
っ
て
探
し
て
い
た
の
で
︑
嬉
し
く
て
︑

頁
を
捲
る
の
が
勿
体
な
く
っ
て
仕
方
な
か
っ

た…

︒
入
門
編
と
し
て
申
し
分
の
な
い
入
り

や
す
さ
で
す
が
︑web

で
本
編
も
読
め
る
よ

う
な
の
で
︑
時
間
を
見
つ
け
て
必
ず
読
み
た

い
︒

﹃Girlsonthestage

﹄　
こ
ち
ら
は
胸
が
ず
く
っ

と
痛
く
な
る
よ
う
な
︑
さ
さ
や
か
に
尖
っ
た
︑

女
の
子
同
士
の
友
情
を
描
い
た
お
話
︒
百
合

と
い
う
ほ
ど
百
合
で
は
な
い
︑
言
葉
に
な
ら

な
い
︑
リ
ア
ル
な
こ
こ
ろ
の
動
き
︑
こ
の
さ

び
し
さ
の
配
合…

！
な
か
な
か
︑
ち
ょ
う
ど

い
い
と
こ
ろ
︑
を
く
す
ぐ
っ
て
く
れ
る
小
説

に
出
逢
え
な
い
の
で
︒
こ
の
絶
妙
さ
︑
大
好

き
で
す
︒

な
の
り/

ま
り
も

︵a piacere

：B-26

︶

︵
紹
介
者
：
あ
ず
み
︶

ま
さ
か
︑
こ
こ
で
こ
れ
に
出
逢
え
る
な
ん
て…

！

﹁
ミ
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
安
穏
な
る
日
々
﹂



﹁
流
星
﹂

　
彩
川
花
さ
ん
の
少
女
期
を
上
手
く
表
現

す
る
手
腕
︒
宝
栄
光
さ
ん
の
複
雑
さ
の
処

理
の
鮮
や
か
さ
︒
ど
ち
ら
も
凄
い

テ
ィ
コ
の
星

︵
テ
ィ
コ
の
星
：B-50

︶

︵
紹
介
者
：
コ
ッ
ト
ン
︵
ジ
ン
ジ
ン
す
るZINE

の
編
集
人
︶︶ 　

小
説
の
他
に
︑
漫
画
や
切
り
絵
な
ど
も
載

っ
て
い
る
︑
エ
ン
タ
メ
色
満
載
の
団
体
誌

﹁DAISYCHAIN

﹂︒
瑞
穂
は
じ
め
さ
ん
の
フ

ァ
ン
な
の
で
毎
回
買
っ
て
い
ま
す
︒
こ
ち
ら

の
号
掲
載
の
﹃
美
に
沿
う
形
﹄
は
︑
美
大
生

の
お
話
︒
描
い
て
も
︑
描
い
て
も
︑
壁
を
破

る
こ
と
が
で
き
な
い…

︒
主
人
公
平
野
の
生

き
様
︑
仲
間
た
ち
と
の
や
り
取
り
︑
青
春
と

言
う
に
は
苦
す
ぎ
る
日
々
︑
そ
し
て
美
術
界

の
闇
︒
全
部
が
リ
ア
ル
過
ぎ
て
︑
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
と
割
り
切
れ
ず
︑
途
中
︑
号
泣
し
ま
し

た
︒
取
材
力
︑
構
成
力
︑
描
写
力
︑
テ
ー
マ
︑

共
感
性…

︒
す
べ
て
が
圧
倒
的
︒
お
金
に
困

っ
た
時
︑
瑞
穂
さ
ん
が
人
気
作
家
に
な
っ
て

い
て
︑
プ
レ
ミ
ア
が
つ
い
て
い
た
ら…
こ
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
︑
売
り…

　
ま
せ
ん
け

ど
︑
お
に
ぎ
り
く
ら
い
恵
ん
で
く
だ
さ
い…

︒

梅
田
順
平/

彩
世
梨
緒/

瑞
穂
は
じ
め/

他

︵DAISY CHAIN 

製
作
委
員
会
：B-56

︶

こ
の
厚
み
で
こ
の
お
値
段
⇒
超
お
買
い
得
だ
よ
！
！

早
く
デ
ビ
ュ
ー
し
て
く
だ
さ
い

︵
紹
介
者
：
あ
ず
み
︶

﹁DAISYCHAIN 　
通
巻
十
二
号
﹂



C-01　浮草堂
C-02　ヨモツヘグイニナ
C-03　さらてり
C-04　箱庭製作所
C-05　WindingWind
C-06　無重力叢書
C-07　アズライト
C-08　絵空少女
C-09　本場の歩登屋
C-10　Natural maker
C-11　桜火‐sakurabi‐
C-12　世界構築中
C-13　Project 想音

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

C-14　ふぇにどら !!
C-15　ショボ～ン書房
C-16　Text-Revolutions 準備会
C-17　レティーとミティー。
C-18　Totentanz_Rosenkranz
C-19　妄想の中の現実
C-20　月刊さかな
C-29　サクラ伎
C-30　エウロパの海
C-31　アメシスト
C-32　ちぃさま文庫
C-33　螢石
F-11　カナメスタジオ

　

冬
に
な
る
と
︑
僕
ら
は
下
水
道
に
逃
げ
込
む
︒
路
地
裏
よ
り
幾
分
︑
あ
た
た
か
い
か
ら
︒

　

拾
っ
た
毛
布
に
︑
ふ
た
り
で
包
ま
る
︒
少
し
で
も
寒
く
な
い
よ
う
に
︑
寄
り
添
い
合
っ
て
︑
僕
ら

は
眠
る
︒

　

あ
ち
こ
ち
に
罅
の
走
る
︑
煉
瓦
造
り
の
︑
古
い
下
水
道
だ
︒
緩
慢
な
水
の
流
れ
が
︑
ひ
た
ひ
た
と

満
ち
る
静
寂
に
︑
さ
さ
や
か
な
ノ
イ
ズ
を
添
え
て
い
る
︒
空
気
は
薄
く
︑
僕
ら
の
呼
吸
は
自
然
と
速

ま
っ
て
い
く
︒

　

仄
暗
い
洞
の
中
︒
僕
は
想
像
す
る
︒
黒
く
澱
ん
だ
生
温
い
水
の
中
で
溺
れ
る
︑
魚
に
な
っ
た
自
分

を
想
像
す
る
︒
う
と
う
と
と
︑
ま
ど
ろ
み
な
が
ら
︒

︵…
…

来
た
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

—
—

﹁
パ
ペ
ッ
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
﹂︵
著
者
：
咲
祈
︶
抜
粋
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す
ご
く
新
し
い
歴
史
教
科
書

あ
ら
す
じ

﹁
誰
も
知
ら
な
い
歴
史
︑
教
え
ま
す―

―

﹂

中
学
校
や
高
校
で
手
に
し
て
き
た
教
科
書
に
は

載
ら
な
い
よ
う
な
︑
或
い
は
載
せ
ら
れ
な
い
よ

う
な
︑
載
る
は
ず
が
な
い
よ
う
な
︿
誰
も
知
ら

な
い
﹀
日
本
史
を
テ
ー
マ
に
し
た
歴
史
小
説
の

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
す
︒
参
加
者
は
総
勢
十
八
名
︒

舞
台
は
弥
生
時
代
か
ら
昭
和
ま
で
を
一
挙
に
網

羅
︒
知
ら
れ
ざ
る
日
本
史
を
題
材
に
し
た
珠
玉

の
作
品
を
掲
載
し
ま
し
た
︒

執
筆
者
た
ち
の
大
胆
な
解
釈
︵
あ
る
い
は
妄

想
？
︶
を
思
う
存
分
︑
お
楽
し
み
下
さ
い
︒

唐
橋
史
ほ
か
十
七
名
の
ゲ
ス
ト
︵
浮
草
堂
：C-01

︶

日
本
史
Ｃ



〝
歴
史
小
説
は
苦
手
〟
そ
ん
な
人
に
こ
そ
お
す
す
め
！

　
歴
史
小
説
っ
て
︑
ち
ょ
っ
と
と
っ
つ
き
に
く
い
と
い
う
か
︑
堅
苦
し
い

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
︒

　
歴
史
に
詳
し
い
人
や
好
き
な
人
じ
ゃ
な
い
と
読
む
の
難
し
そ
う
︑
み
た

い
な
︒

﹃
日
本
史
Ｃ
﹄
は
︑
そ
う
い
う
変
な
壁
を
ぽ
ん
っ
と
乗
り
越
え
て
︑
歴
史

小
説
も
面
白
い
！ 

楽
し
い
！ 
っ
て
思
え
る
本
で
す
︒

　
掲
載
作
品
に
は
本
格
的
な
歴
史
小
説
は
も
ち
ろ
ん
︑
時
代
小
説
︑Ｆ
Ｔ

や
Ｓ
Ｆ
風
味
な
作
品
も
あ
り
︑
読
ん
で
い
て
飽
き
ま
せ
ん
︒
誰
も
が
知
っ

て
る
歴
史
的
事
件
の
意
外
な
裏
側
み
た
い
な
の
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
し
︑

歴
史
に
は
残
ら
な
い
普
通
の
人
々
の
生
活
が
垣
間
見
え
る
作
品
も
素
敵
で

し
た
︒
時
代
背
景
を
重
視
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
︑
意
外
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

重
視
な
作
品
も
あ
り
で
︑
本
当
に
多
種
多
彩
︒

　
ど
こ
ま
で
が
創
作
で
ど
こ
ま
で
が
本
当
の
歴
史
だ
っ
た
の
か…

…

想
像

す
る
の
も
楽
し
い
で
す
し
︑
本
当
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
る
き
っ
か
け
に

も
な
る
し
で
︑
歴
史
小
説
に
は
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
が
あ
る
ー
ー
そ
れ
を

教
え
て
く
れ
た
﹃
日
本
史
Ｃ
﹄
は
︑
歴
史
小
説
の
入
門
書
み
た
い
な
感
じ

で
す
︒

　
歴
史
小
説
が
好
き
な
人
よ
り
も
︑
む
し
ろ
苦
手
な
人
に
︑
最
初
の
一
冊

と
し
て
お
す
す
め
︒

　
も
ち
ろ
ん
歴
史
大
好
き
っ
て
人
も
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
！

︵
紹
介
者
：
な
な
︶



ふ　
ち

あ
ら
す
じ

産
卵
を
せ
よ
右
腕
の
刻
印
に
僕
ら
は
い
つ
で
も

ふ
た
な
り
の
蜘
蛛(

か
み
さ
ま
ご
っ
こ
の
跫)

朝
起
き
て
終
末
論
が
学
校
を
覆
っ
て
い
た
ら
君

の
勝
ち
だ
ね(

Ｒ
と
屋
上
で)

餓
え
た
雛
だ
と
い
つ
か
知
ら
さ
れ
て
ア
ナ
タ
ア

ナ
タ
と
喚
く
地
下
街(

湿
度)

声
ひ
そ
め
︑
い
ず
れ
共
寝
の
日
も
あ
る
か
桟
橋

か
ら
の
付
文
で
あ
る(

神
代
に
て)

Ｂ
Ｌ
短
歌
四
十
六
首
収
録
︒

Twitter 　
﹁#BL

短
歌
﹂
に
て
ツ
イ
ー
ト
し
た
も

の
を
中
心
に
ま
と
め
て
い
ま
す
︒

残
部
僅
少
の
た
め
︑
お
取
り
置
き
優
先
と
な
り

ま
す
︒

ご
希
望
の
か
た
い
ら
っ
し
ゃ
り
ま
し
た
ら
お
声

が
け
く
だ
さ
い

孤
伏
澤
つ
た
ゐ
︵
ヨ
モ
ツ
ヘ
グ
イ
ニ
ナ
：C-02

︶

渊



深
い
海
の
そ
こ
に
︑
ど
ん
ど
ん
潜
っ
て
し
ま
う

　
サ
ー
ク
ル
名
の
﹁
ヨ
モ
ツ
ヘ
グ
イ
ニ
ナ
﹂
は
︑
南
太
平
洋
の
深
海
に
棲

む
巻
貝
に
名
付
け
ら
れ
た
名
前
で
︑
こ
れ
は
日
本
神
話
の
﹁
黄
泉
戸
喫

︵
ヨ
モ
ツ
ヘ
グ
イ
ヒ
︶﹂
が
元
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
︒﹁
黄
泉
戸
喫
﹂

と
は
︑﹁
黄
泉
の
国
の
食
事
を
す
る
﹂
こ
と
︒

　
孤
伏
澤
つ
た
ゐ
さ
ん
の
作
品
は
︑
ま
さ
に
深
海
を
深
く
潜
っ
て
い
く
よ

う
な
︑
深
い
闇
を
感
じ
ま
す
︒
闇
の
中
で
は
︑
人
間
が
観
測
も
で
き
な
い

出
来
事
が
日
々
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
︒
世
界
は
人
の
知
っ
て

い
る
い
き
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
︑
と
い
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

世
界
観
が
魅
力
で
す
︒

　
﹁
渊
﹂
は
︑
つ
た
ゐ
さ
ん
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
﹁#BL

短

歌
﹂
を
つ
け
て
つ
ぶ
や
い
た
短
歌
四
十
六
首
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

﹁
Ｂ
Ｌ
﹂
と
は
︑
ボ
ー
イ
ズ
ラ
ブ
の
略
で
︑
一
言
で
言
え
ば
男
性
同
士
の

恋
愛
を
描
い
た
小
説
や
漫
画
な
ど
を
指
し
ま
す
︒
つ
た
ゐ
さ
ん
︑
ま
た
私

壬
生
が
参
加
し
た
世
界
初
の
Ｂ
Ｌ
短
歌
を
取
り
扱
っ
た
マ
ガ
ジ
ン
﹃
共
有

結
晶
﹄
で
は
︑Ｂ
Ｌ
短
歌
を
﹁
５
７
５
７
７
に
萌
え
を
ぶ
っ
こ
む
こ
と
！
﹂

と
定
義
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
こ
ち
ら
の
マ
ガ
ジ
ン
で
﹁
Ｂ
Ｌ
﹂
と
は
︑
男

性
同
士
に
限
ら
ず
︑﹁
関
係
を
描
い
て
お
り
︑
そ
れ
に
対
し
て
萌
え
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
﹂
と
し
て
い
ま
す
︒

　
男
に
も
生
ま
れ
ら
れ
ず
に
ぼ
く
た
ち
は
風
切
り
羽
に
傷
ば
か
り
負
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
か
み
さ
ま
ご
っ
こ
の
跫
︶

　
﹁
男
に
も
生
ま
れ
ら
れ
ず
に
﹂
と
い
う
の
を
素
直
に
受
け
取
る
と
︑
こ

の
短
歌
の
主
人
公
は
女
性
と
考
え
ら
れ
ま
す
︒
空
を
飛
ぶ
た
め
に
必
要

な
﹁
風
切
り
羽
に
傷
ば
か
り
負
う
﹂
と
い
う
こ
と
は
︑
自
由
に
飛
べ
な
い

不
自
由
な
状
況
を
詠
ん
で
い
る
の
か
な
︑
と
思
い
ま
し
た
︒

　　
腹
に
サ
イ
ダ
ー
の
王
冠
押
し
付
け
て
没
落
か
ら
の
王
様
ご
っ
こ

　
天
使
に
は
聖
歌
隊
す
ら
い
る
と
聞
く
︒
熟
れ
た
林
檎
の
よ
う
な
手
術
痕

　
男
に
も
生
ま
れ
ら
れ
ず
に
ぼ
く
た
ち
は
風
切
り
羽
に
傷
ば
か
り
負
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

か
み
さ
ま
ご
っ
こ
の
跫)

　
消
え
な
い
傷
︑
し
か
も
他
人
に
つ
け
ら
れ
た
傷
が
あ
る
︒
特
に
﹁
腹
に

サ
イ
ダ
ー
の
王
冠
押
し
付
け
て
﹂
が
萌
え
る
︒
肌
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ

る
︒
し
か
も
︑
腹
と
い
う
︑
普
段
は
見
せ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
場
所
を
︒

﹁
押
し
付
け
て
﹂
と
い
う
控
え
め
な
言
葉
か
ら
は
︑
振
り
払
お
う
と
思
え

ば
振
り
払
え
る
の
に
︑
そ
う
し
な
い
二
人
の
関
係
が
妄
想
で
き
て
︑
萌
え

る
︒

　
﹁
登
場
す
る
人
物
の
性
別
に
こ
だ
わ
ら
な
い
﹂
と
記
述
し
ま
し
た
が
︑

私
が
つ
た
ゐ
さ
ん
の
短
歌
の
魅
力
だ
と
感
じ
る
の
は
︑﹁
人
の
世
界
﹂
と

い
う
も
の
に
も
こ
だ
わ
ら
な
い
世
界
観
だ
と
思
い
ま
す
︒
こ
れ
に
つ
い
て

は
︑
本
を
手
に
取
っ
て
お
確
か
め
く
だ
さ
い
︒

︵
紹
介
者
：
壬
生
キ
ヨ
ム
︶



あ
ら
す
じ

少
女
が
最
も
孤
独
を
感
じ
る
の
は
︑
そ
ん
な
瞬

間
で
す
︒
こ
の
世
界
で
落
下
し
続
け
て
い
る
の

が
自
分
だ
け
だ
と
い
う
実
感
は
︑
死
に
等
し
く

恐
ろ
し
い
も
の
な
の
で
す
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵﹁
落
下
﹂
よ
り
︶

空
中
を
落
下
し
続
け
る
正
体
不
明
の
少
女
︑
突

然
身
体
に
う
ろ
こ
が
生
え
て
き
た
少
年
︑
鶏
に

求
婚
さ
れ
た
養
鶏
場
の
娘…

…

不
条
理
な
運
命

を
生
き
る
者
た
ち
の
︑
奇
妙
で
ち
ょ
っ
と
寂
し

い
五
つ
の
物
語
︒

心
と
身
体
の
よ
る
べ
な
さ
を
テ
ー
マ
と
し
た
︑

著
者
初
の
短
篇
集
で
す
︒
挿
絵
付
き
︒

キ
ダ
サ
ユ
リ
︵
箱
庭
製
作
所
：C-04

︶

よ
る
べ
の
な
い

物
語



ま
じ
り
あ
う
こ
と

　
グ
ロ
テ
ス
ク

　
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
日
本
人
は
﹁
気
持
ち
悪
い
﹂
で
あ
る
と
か
︑
人

に
よ
っ
て
は
﹁
ス
プ
ラ
ッ
タ
要
素
﹂
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
︒
だ
け
ど
実
は
こ
の
言
葉
︑
西
洋
美
術
史
と
い
う
観
点
か

ら
見
る
と
も
う
少
し
具
体
的
な
意
味
が
あ
る
︒

　
そ
れ
は
︑﹁
人
間
の
体
と
動
植
物
の
形
が
ま
じ
り
あ
っ
た
装
飾
様
式
﹂︒

　
本
来
確
固
た
る
形
を
持
っ
た
人
間
の
体
が
︑
端
の
ほ
う
か
ら
蔦
や
獣
の

手
足
に
侵
食
さ
れ
て
い
く
︒
自
分
が
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
く
︒
溶
け
だ
さ
れ
て
い
く
︒
そ
ん
な
本
能
的
な
怖
れ
で
あ
っ
た
り
︑
嫌

悪
感
で
あ
っ
た
り
︑
そ
う
い
う
感
覚
だ
け
が
強
く
残
り
︑
現
在
に
至
る

﹁
気
持
ち
悪
い
﹂
と
い
う
意
味
に
転
じ
た
の
で
は
な
い
か
︒
と
個
人
的
に

は
ぼ
ん
や
り
思
っ
て
い
る
︒

　
本
作
﹁
よ
る
べ
の
な
い
物
語
﹂
は
︑
そ
う
い
う
意
味
で
の
﹁
グ
ロ
テ
ス

ク
﹂
な
作
品
だ
と
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
︒
こ
れ
は
ま
っ
た
く
︑
デ

ィ
ス
り
で
は
な
い
で
す
よ
︑
キ
ダ
さ
ん
︒

　
本
作
品
は
五
つ
の
掌
編
か
ら
成
る
短
編
集
で
︑
キ
ダ
さ
ん
に
よ
る
挿
絵

も
つ
い
て
い
る
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
に
お
い
て
︑﹁
何
か
と
ま
じ
り
あ
う

こ
と
﹂
が
描
か
れ
て
い
る
︒
夜
と
い
う
大
き
く
て
形
の
な
い
も
の
と
︑
ト

カ
ゲ
や
鳥
︑
花
と
い
う
生
き
物
た
ち
と
︑﹁
自
分
﹂
が
ま
じ
り
あ
っ
て
い

く
︒
外
側
か
ら
染
み
込
み
︑
内
側
か
ら
溶
け
だ
し
て
い
く
︒
こ
の
本
の
中

で
は
︑
夜
空
や
動
植
物
た
ち
は
決
し
て
人
間
の
背
景
で
は
な
く
︑
限
り
な

く
対
等
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
︒
畏
敬
の
念
す
ら
感
じ
さ
せ
る
そ

の
在
り
方
は
︑
ひ
と
え
に
キ
ダ
さ
ん
が
持
つ
︑
自
然
へ
の
深
い
愛
そ
の
も

の
な
の
だ
ろ
う
と
思
う
︒

　
ち
な
み
に
キ
ダ
さ
ん
︑
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン*

の
ご
経
験
も
あ
る
と

い
う
︒
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
迫
っ
て
く
る
の
は
空
間
そ
の
も

の
で
あ
る
︒
そ
こ
で
は
﹁
体
験
﹂
が
強
制
化
さ
れ
る
︒
そ
こ
に
い
る
だ
け

で
︑
自
分
も
作
品
の
一
部
で
あ
る
か
の
よ
う
な
気
ま
で
し
て
く
る
︒
こ
の

﹁
よ
る
べ
の
な
い
物
語
﹂
も
︑
そ
ん
な
力
を
持
っ
て
い
る
︒
私
が
こ
の
本

を
手
に
取
る
こ
と
︑
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
こ
と
︑
こ
の
手
の
動
き
︑
そ
れ
も

含
め
た
す
べ
て
が
キ
ダ
さ
ん
の
表
現
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
く
る
︒
こ
の

本
に
は
空
間
を
形
作
る
力
が
あ
る
︒
本
と
い
う
形
を
し
た
︑
立
派
な
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
だ
︒

　
そ
し
て
私
は
︑
読
者
は
︑
こ
の
本
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
︒
外
側
か
ら

染
み
込
み
︑
内
側
か
ら
溶
け
だ
し
て
い
く
︒
し
ず
か
に
︑
ま
じ
り
あ
っ
て

い
く
︒

*

あ
る
特
定
の
室
内
や
屋
外
な
ど
に
オ
ブ
ジ
ェ
や
装
置
を
置
い
て
︑
作
家

の
意
向
に
沿
っ
て
空
間
を
構
成
し
変
化
・
異
化
さ
せ
︑
場
所
や
空
間
全
体

を
作
品
と
し
て
体
験
さ
せ
る
芸
術
︒(W

ikipedia

よ
り)

︵
紹
介
者
：
キ
リ
チ
ヒ
ロ
︶
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描写…描写…

文体…文体…
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戦
場
は
包
囲
戦
と
な
っ
た
︒

　

そ
う
な
る
ま
で
に
︑
一
週
間
で
よ
か
っ
た
︒
当
然
︑
こ
ち
ら
が
包
囲
す
る
側
だ
︒

　

こ
れ
がK

だ
︒

　

TH
U

KI

は
自
軍
の
陣
で
︑
深
く
頷
い
た
︒

　

も
う
す
ぐ
︑
敵
軍
は
墜
ち
る
︒

　

昨
日
は
二
番
目
の
弟
︑RO

KE

が
霊
魔
滅
殺
隊
を
率
い
︑
敵
の
ト
ロ
ー
ル
の
鉱
山
を
廃
墟
に
し
た
︒

　

同
じ
日
︑
末
の
弟
︑KO

SE

が
︑
人
機
滅
殺
隊
を
率
い
︑
敵
軍
の
戦
車
隊
を
壊
滅
さ
せ
た
︒

﹁YO
KI

！
﹂

﹁
分
か
っ
た
！　

親
父
！　

俺
が
先
陣
だ
！　

突
撃
ぃ
い
い
い
！
﹂

　

兵
糧
攻
め
な
ど
し
な
い
︒
突
撃
に
つ
ぐ
突
撃
を
︒

　

勝
負
は
迅
速
に
︑
そ
し
て
︑
残
酷
に
︒

　

YO
KI

が
オ
レ
ン
ジ
の
髪
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
り
︑
疾
っ
て
い
く
︒

　

す
ぐ
さ
ま
敵
の
弾
丸
が
︑YO

KI

を
狙
っ
て
降
り
注
ぐ
︒

　

YO
KI

は
太
刀
を
抜
き
︒

　

そ
れ
ら
を
︑
斬
っ
た
︒

　

あ
り
得
な
い
︑
と
敵
軍
が
唖
然
と
す
る
︒

　

無
理
も
無
い
︒

　

前
回
︑
弾
丸
を
斬
っ
た
と
こ
ろ
を
見
た
兵
は
︑
も
う
み
ん
な
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
︒

﹁
バ
リ
ケ
ー
ド
落
と
せ
え
え
え
え
！
﹂

　

三
千
は
超
え
る
で
あ
ろ
う
︑
敵
軍
に
向
か
い
︑YO

KI

は
か
っ
と
口
を
開
い
て
怒
鳴
る
︒

　

AK47

の
コ
ピ
ー
を
握
り
し
め
︑
敵
兵
は
一
斉
に
撃
っ
て
く
る
︒

　

砂
塵
に
視
界
が
悪
い
︒

　

風
が
熱
い
︒

　

こ
の
熱
風
は
︑
敵
軍
の
生
き
た
い
と
い
う
︑
意
思
だ
︒

　

命
の
あ
ら
ん
か
ぎ
り
の
叫
び
だ
︒

　

そ
れ
を
︑YO

KI

は
︑
一
閃
し
た
︒

　

戦
場
は
包
囲
戦
と
な
っ
た
︒

　

そ
う
な
る
ま
で
に
︑
一
週
間
で
よ
か
っ
た
︒
当
然
︑
こ
ち
ら
が
包
囲
す
る
側
だ
︒

　

こ
れ
がK

だ
︒

　

TH
U

KI

は
自
軍
の
陣
で
︑
深
く
頷
い
た
︒

　

も
う
す
ぐ
︑
敵
軍
は
墜
ち
る
︒

　

昨
日
は
二
番
目
の
弟
︑RO

KE

が
霊
魔
滅
殺
隊
を
率
い
︑
敵
の
ト
ロ
ー
ル
の
鉱
山
を
廃
墟
に
し
た
︒

　

同
じ
日
︑
末
の
弟
︑KO

SE

が
︑
人
機
滅
殺
隊
を
率
い
︑
敵
軍
の
戦
車
隊
を
壊
滅
さ
せ
た
︒

﹁YO
KI

！
﹂

﹁
分
か
っ
た
！　

親
父
！　

俺
が
先
陣
だ
！　

突
撃
ぃ
い
い
い
！
﹂

　

兵
糧
攻
め
な
ど
し
な
い
︒
突
撃
に
つ
ぐ
突
撃
を
︒

　

勝
負
は
迅
速
に
︑
そ
し
て
︑
残
酷
に
︒

　

YO
KI

が
オ
レ
ン
ジ
の
髪
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
り
︑
疾
っ
て
い
く
︒

　

す
ぐ
さ
ま
敵
の
弾
丸
が
︑YO

KI

を
狙
っ
て
降
り
注
ぐ
︒

　

YO
KI

は
太
刀
を
抜
き
︒

　

そ
れ
ら
を
︑
斬
っ
た
︒

　

あ
り
得
な
い
︑
と
敵
軍
が
唖
然
と
す
る
︒

　

無
理
も
無
い
︒

　

前
回
︑
弾
丸
を
斬
っ
た
と
こ
ろ
を
見
た
兵
は
︑
も
う
み
ん
な
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
︒

﹁
バ
リ
ケ
ー
ド
落
と
せ
え
え
え
え
！
﹂

　

三
千
は
超
え
る
で
あ
ろ
う
︑
敵
軍
に
向
か
い
︑YO

KI

は
か
っ
と
口
を
開
い
て
怒
鳴
る
︒

　

AK47

の
コ
ピ
ー
を
握
り
し
め
︑
敵
兵
は
一
斉
に
撃
っ
て
く
る
︒

　

砂
塵
に
視
界
が
悪
い
︒

　

風
が
熱
い
︒

　

こ
の
熱
風
は
︑
敵
軍
の
生
き
た
い
と
い
う
︑
意
思
だ
︒

　

命
の
あ
ら
ん
か
ぎ
り
の
叫
び
だ
︒

　

そ
れ
を
︑YO

KI

は
︑
一
閃
し
た
︒
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描
写

文体キャラ

世
界
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﹁…
…

ほ
ん
と
う
に
︑
お
ま
え
は
理
想
的
な
神
だ
よ
な
あ
︒
与
え
る
も
の
を
ひ
と
つ
も
持
た
ず
︑

う
つ
く
し
い
そ
の
こ
と
だ
け
を
た
の
み
に
︑
ほ
と
ん
ど
完
璧
な
俺
に
こ
ん
な
世
界
を
つ
く
ら
せ

る
ん
だ
か
ら
︒
こ
こ
を
整
備
し
た
こ
と
で
俺
は
お
ま
え
に
愛
さ
れ
た
い
と
か
︑
感
謝
さ
れ
た
い

と
か
は
思
っ
て
な
い
ん
だ
︒
む
し
ろ
押
し
つ
け
が
ま
し
い
俺
を
︑
お
ま
え
は
拒
ん
で
く
れ
る
と

信
じ
て
い
る
よ
？　

お
ま
え
に
は
そ
れ
し
か
な
い
だ
ろ
う
︒
こ
の
茨
野
に
お
い
て
は
完
全
な
る

神
た
る
俺
を
敗
北
さ
せ
る
こ
と
は
︑
そ
れ
の
ほ
か
な
い
ん
だ
よ
︒
お
ま
え
は
一
切
の
侵
犯
を
ゆ

る
さ
ぬ
絶
対
の
存
在
と
し
て
約
束
の
時
ま
で
︑
遊
ん
で
い
れ
ば
い
い
︒
俺
は
お
ま
え
が
︑
お
ま

え
自
身
を
愛
し
お
ま
え
自
身
の
祈
り
を
の
み
聞
き
︑
望
み
︑
欲
望
し
て
い
る
姿
を
眺
め
て
い
ら

れ
た
ら
そ
れ
で
満
足
で
き
る
︒
お
ま
え
が
お
ま
え
に
だ
け
向
け
る
呪
い
の
よ
う
な
慈
愛
の
笑
み

を
渇
望
し
︑
苦
し
み
痛
ん
で
い
た
い
︒―

―

出
来
損
な
い
で
あ
る
が
ゆ
え
に
俺
に
庇
護
さ
れ
て

絶
対
な
る
不
可
侵
を
確
立
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
︑
気
づ
か
ぬ
ふ
り
を
つ
づ
け
ろ
よ
︒
お
ま
え
は
︑

お
ま
え
だ
け
が
愛
し
汚
し
清
め
る
こ
と
を
で
き
な
い
の
だ
と
︑
見
せ
つ
け
て
く
れ
︒
そ
れ
だ
け

が
︑
こ
こ
で
お
ま
え
を
神
た
ら
し
め
る
唯
一
の
う
し
ろ
盾
だ
よ
︒
人
間
は
こ
わ
い
だ
ろ
う
？　

お
ま
え
に
似
せ
て
つ
く
っ
た
ん
だ
︒
ひ
と
り
で
は
神
と
し
て
自
立
で
き
な
い
出
来
損
な
い
が
神

様
ご
っ
こ
を
で
き
る
よ
う
に
な
︒―

―

そ
ろ
そ
ろ
わ
か
る
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
か
︑
こ
の
世
界
は
出

来
損
な
い
の
神
な
ん
て
簡
単
に
壊
せ
る
っ
て
こ
と
も
︒
俺
の
つ
く
っ
た
世
界
は
お
ま
え
が
い
ま

立
っ
て
い
る
高
潔
な
場
所
か
ら
引
き
ず
り
お
ろ
し
て
同
等
の
も
の
と
し
て
ぞ
ん
ざ
い
に
あ
つ
か

う
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
︒
そ
れ
を
し
な
い
の
は
愛
と
慈
悲
と
侮
蔑
ゆ
え
だ
よ
︒
愛
さ
れ
る
こ
と

で
し
か
︑
お
ま
え
は
自
分
の
存
在
を
た
も
て
な
い
︒
俺
の
つ
く
っ
た
世
界
は
︑
不
完
全
で
欠
陥

だ
ら
け
の
出
来
損
な
い
の
神
を
︑
愛
し
は
し
て
も
お
そ
れ
な
い
か
ら
な
﹂

　

こ
れ
が
お
ま
え
が
自
分
の
こ
と
だ
け
考
え
て
そ
の
お
き
れ
い
な
う
つ
わ
を
つ
く
っ
た
と
き
に

望
ん
で
い
た
場
所
だ
よ
︑
と
あ
に
は
囁
い
た
︒

﹁
気
に
入
っ
た
ん
な
ら
う
れ
し
い
し
︑
こ
ん
な
も
の
は
い
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
ん
な
ら
俺
は

幸
せ
だ
よ
﹂

﹁…
…

ほ
ん
と
う
に
︑
お
ま
え
は
理
想
的
な
神
だ
よ
な
あ
︒
与
え
る
も
の
を
ひ
と
つ
も
持
た
ず
︑

う
つ
く
し
い
そ
の
こ
と
だ
け
を
た
の
み
に
︑
ほ
と
ん
ど
完
璧
な
俺
に
こ
ん
な
世
界
を
つ
く
ら
せ

る
ん
だ
か
ら
︒
こ
こ
を
整
備
し
た
こ
と
で
俺
は
お
ま
え
に
愛
さ
れ
た
い
と
か
︑
感
謝
さ
れ
た
い

と
か
は
思
っ
て
な
い
ん
だ
︒
む
し
ろ
押
し
つ
け
が
ま
し
い
俺
を
︑
お
ま
え
は
拒
ん
で
く
れ
る
と

信
じ
て
い
る
よ
？　

お
ま
え
に
は
そ
れ
し
か
な
い
だ
ろ
う
︒
こ
の
茨
野
に
お
い
て
は
完
全
な
る

神
た
る
俺
を
敗
北
さ
せ
る
こ
と
は
︑
そ
れ
の
ほ
か
な
い
ん
だ
よ
︒
お
ま
え
は
一
切
の
侵
犯
を
ゆ

る
さ
ぬ
絶
対
の
存
在
と
し
て
約
束
の
時
ま
で
︑
遊
ん
で
い
れ
ば
い
い
︒
俺
は
お
ま
え
が
︑
お
ま

え
自
身
を
愛
し
お
ま
え
自
身
の
祈
り
を
の
み
聞
き
︑
望
み
︑
欲
望
し
て
い
る
姿
を
眺
め
て
い
ら

れ
た
ら
そ
れ
で
満
足
で
き
る
︒
お
ま
え
が
お
ま
え
に
だ
け
向
け
る
呪
い
の
よ
う
な
慈
愛
の
笑
み

を
渇
望
し
︑
苦
し
み
痛
ん
で
い
た
い
︒―

―

出
来
損
な
い
で
あ
る
が
ゆ
え
に
俺
に
庇
護
さ
れ
て

絶
対
な
る
不
可
侵
を
確
立
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
︑
気
づ
か
ぬ
ふ
り
を
つ
づ
け
ろ
よ
︒
お
ま
え
は
︑

お
ま
え
だ
け
が
愛
し
汚
し
清
め
る
こ
と
を
で
き
な
い
の
だ
と
︑
見
せ
つ
け
て
く
れ
︒
そ
れ
だ
け

が
︑
こ
こ
で
お
ま
え
を
神
た
ら
し
め
る
唯
一
の
う
し
ろ
盾
だ
よ
︒
人
間
は
こ
わ
い
だ
ろ
う
？　

お
ま
え
に
似
せ
て
つ
く
っ
た
ん
だ
︒
ひ
と
り
で
は
神
と
し
て
自
立
で
き
な
い
出
来
損
な
い
が
神

様
ご
っ
こ
を
で
き
る
よ
う
に
な
︒―

―

そ
ろ
そ
ろ
わ
か
る
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
か
︑
こ
の
世
界
は
出

来
損
な
い
の
神
な
ん
て
簡
単
に
壊
せ
る
っ
て
こ
と
も
︒
俺
の
つ
く
っ
た
世
界
は
お
ま
え
が
い
ま

立
っ
て
い
る
高
潔
な
場
所
か
ら
引
き
ず
り
お
ろ
し
て
同
等
の
も
の
と
し
て
ぞ
ん
ざ
い
に
あ
つ
か

う
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
︒
そ
れ
を
し
な
い
の
は
愛
と
慈
悲
と
侮
蔑
ゆ
え
だ
よ
︒
愛
さ
れ
る
こ
と

で
し
か
︑
お
ま
え
は
自
分
の
存
在
を
た
も
て
な
い
︒
俺
の
つ
く
っ
た
世
界
は
︑
不
完
全
で
欠
陥

だ
ら
け
の
出
来
損
な
い
の
神
を
︑
愛
し
は
し
て
も
お
そ
れ
な
い
か
ら
な
﹂

　

こ
れ
が
お
ま
え
が
自
分
の
こ
と
だ
け
考
え
て
そ
の
お
き
れ
い
な
う
つ
わ
を
つ
く
っ
た
と
き
に

望
ん
で
い
た
場
所
だ
よ
︑
と
あ
に
は
囁
い
た
︒

﹁
気
に
入
っ
た
ん
な
ら
う
れ
し
い
し
︑
こ
ん
な
も
の
は
い
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
ん
な
ら
俺
は

幸
せ
だ
よ
﹂
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蔦
の
絡
む
︑
陰
に
な
っ
た
路
地
の
壁
に
埋
め
込
ま
れ
た
扉
を
︑
力
の
籠
も
ら
な
い
腕
で
押
し

開
く
︒
霞
ん
だ
瞳
に
映
っ
た
の
は
︑
夏
の
名
残
を
留
め
た
草
が
不
規
則
に
生
え
る
地
面
と
︑
そ

の
地
面
の
所
々
に
並
ぶ
小
さ
な
石
の
碑
︑
だ
っ
た
︒

　

こ
こ
︑
は
︒
暗
闇
に
引
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
る
意
識
を
︑
何
と
か
明
る
い
方
へ
と
持
ち
上
げ

る
︒
こ
こ
は
︑
確
か
︒…

…

墓
地
︑
だ
︒
慣
れ
な
い
道
に
迷
い
︑
寄
宿
し
て
い
る
伯
母
の
屋
敷

で
は
な
く
︑
そ
の
反
対
方
向
︑
皇
城
の
裏
手
に
あ
る
︑
皇
国
に
仕
え
る
騎
士
達
を
葬
る
場
所
へ

辿
り
着
い
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
︒

　

ず
き
ず
き
と
︑
脈
打
つ
よ
う
に
痛
む
左
腕
を
︑
そ
っ
と
見
や
る
︒
黒
く
見
え
る
血
は
︑
既
に

止
ま
っ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
痛
み
と
熱
が
︑
じ
わ
じ
わ
と
全
身
を
蝕
ん
で
い
る
︒
早
く
︑
屋
敷

に
戻
ら
な
く
て
は
︒
頭
は
そ
う
︑
叱
咤
す
る
の
に
︑
身
体
は
全
く
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
︒
ふ

ら
ふ
ら
と
︑
何
か
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
︑
草
地
に
刻
ま
れ
た
道
無
き
道
を
歩
く
︒
足
を
止
め
た

場
所
は
︑
こ
の
皇
都
を
訪
れ
て
す
ぐ
︑
伯
母
に
誘
わ
れ
て
足
を
運
ん
だ
︑
父
が
眠
る
と
い
う
︑

場
所
︒

　

こ
こ
に
︑
会
っ
た
こ
と
も
な
い
父
が
眠
っ
て
い
る
︒
草
に
埋
も
れ
た
︑
小
さ
な
石
碑
を
︑
た

だ
見
詰
め
る
︒
胸
に
去
来
す
る
感
情
は
何
故
か
﹃
悲
し
み
﹄
で
は
な
か
っ
た
︒
空
虚
︑
と
し
か

名
付
け
ら
れ
な
い
︑
ど
こ
か
空
々
し
い
︑
想
い
︒

　

ゆ
っ
く
り
と
︑
晩
夏
の
太
陽
が
影
に
な
っ
て
落
ち
て
く
る
︒

　

暗
闇
の
優
し
さ
に
︑
ラ
イ
は
静
か
に
身
を
委
ね
た
︒

　

蔦
の
絡
む
︑
陰
に
な
っ
た
路
地
の
壁
に
埋
め
込
ま
れ
た
扉
を
︑
力
の
籠
も
ら
な
い
腕
で
押
し

開
く
︒
霞
ん
だ
瞳
に
映
っ
た
の
は
︑
夏
の
名
残
を
留
め
た
草
が
不
規
則
に
生
え
る
地
面
と
︑
そ

の
地
面
の
所
々
に
並
ぶ
小
さ
な
石
の
碑
︑
だ
っ
た
︒

　

こ
こ
︑
は
︒
暗
闇
に
引
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
る
意
識
を
︑
何
と
か
明
る
い
方
へ
と
持
ち
上
げ

る
︒
こ
こ
は
︑
確
か
︒…

…

墓
地
︑
だ
︒
慣
れ
な
い
道
に
迷
い
︑
寄
宿
し
て
い
る
伯
母
の
屋
敷

で
は
な
く
︑
そ
の
反
対
方
向
︑
皇
城
の
裏
手
に
あ
る
︑
皇
国
に
仕
え
る
騎
士
達
を
葬
る
場
所
へ

辿
り
着
い
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
︒

　

ず
き
ず
き
と
︑
脈
打
つ
よ
う
に
痛
む
左
腕
を
︑
そ
っ
と
見
や
る
︒
黒
く
見
え
る
血
は
︑
既
に

止
ま
っ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
痛
み
と
熱
が
︑
じ
わ
じ
わ
と
全
身
を
蝕
ん
で
い
る
︒
早
く
︑
屋
敷

に
戻
ら
な
く
て
は
︒
頭
は
そ
う
︑
叱
咤
す
る
の
に
︑
身
体
は
全
く
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
︒
ふ

ら
ふ
ら
と
︑
何
か
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
︑
草
地
に
刻
ま
れ
た
道
無
き
道
を
歩
く
︒
足
を
止
め
た

場
所
は
︑
こ
の
皇
都
を
訪
れ
て
す
ぐ
︑
伯
母
に
誘
わ
れ
て
足
を
運
ん
だ
︑
父
が
眠
る
と
い
う
︑

場
所
︒

　

こ
こ
に
︑
会
っ
た
こ
と
も
な
い
父
が
眠
っ
て
い
る
︒
草
に
埋
も
れ
た
︑
小
さ
な
石
碑
を
︑
た

だ
見
詰
め
る
︒
胸
に
去
来
す
る
感
情
は
何
故
か
﹃
悲
し
み
﹄
で
は
な
か
っ
た
︒
空
虚
︑
と
し
か

名
付
け
ら
れ
な
い
︑
ど
こ
か
空
々
し
い
︑
想
い
︒

　

ゆ
っ
く
り
と
︑
晩
夏
の
太
陽
が
影
に
な
っ
て
落
ち
て
く
る
︒

　

暗
闇
の
優
し
さ
に
︑
ラ
イ
は
静
か
に
身
を
委
ね
た
︒
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鋭
利
な
も
の
で
掻
き
切
ら
れ
た
喉
か
ら
︑
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
と
空
気
が
漏
れ
て
い
る
︒
血
だ
ま

り
の
中
か
ら
苦
し
げ
に
呻
き
︑
自
ら
の
運
命
を
受
け
入
れ
よ
う
と
せ
ず
︑
救
済
を
請
い
︑
求
め

る
︒

﹁
助
け
︑
て…

…

タ
ス
ケ
テ…

…

お
願
︑
イ…

…

﹂

　

手
に
付
着
し
た
〝
血
液
の
汚
れ
〟
だ
け
を
執
拗
に
気
に
し
て
︑
彼
は
足
元
に
横
た
わ
る
者
の

声
な
ど
聞
い
て
も
い
な
い
︒
ま
る
で
耳
に
入
っ
て
い
な
い
︑
彼
の
意
識
下
で
は
そ
ん
な
者
は
存

在
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
だ
っ
た
︒

　

そ
ん
な
彼
の
す
ぐ
傍
で
︑
彼
女
は
興
味
津
々
と
い
っ
た
様
子
で
︑
そ
の
者
を
見
つ
め
て
い
る
︒

﹁
ふ
ぅ
ん…

…

助
け
て
ほ
し
い
の
？　

命
が
惜
し
い
の
？　

で
も
あ
な
た
を
助
け
る
価
値
︑
無

い
わ
よ
ね
？　

だ
っ
て
あ
な
た
は
〝
汚
れ
て
〟
い
る
ん
だ
も
の
︒〝
キ
タ
ナ
イ
〟
の
﹂

﹁
助
け
て…

…

助
け…

…

﹂

　

自
ら
の
体
内
か
ら
溢
れ
出
し
た
血
だ
ま
り
の
中
か
ら
︑
懸
命
に
救
済
を
懇
願
す
る
そ
の
者
は
︑

血
に
塗
れ
た
手
を
伸
ば
す
︒

﹁
ふ
ふ
っ
︒
ど
う
す
る
？　

こ
の
子
︑
助
け
て
ほ
し
い
ん
だ
っ
て
﹂

　

彼
女
は
彼
に
妖
艶
な
笑
み
を
向
け
る
︒
彼
は
彼
女
に
促
さ
れ
︑
初
め
て
表
情
を
変
化
さ
せ
た
︒

　

感
情
表
現
の
乏
し
い
彼
の
見
せ
た
初
め
て
の
感
情
│
│
疑
問
︒
あ
る
い
は
︑
不
審
︒

　

鋭
利
な
も
の
で
掻
き
切
ら
れ
た
喉
か
ら
︑
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
と
空
気
が
漏
れ
て
い
る
︒
血
だ
ま

り
の
中
か
ら
苦
し
げ
に
呻
き
︑
自
ら
の
運
命
を
受
け
入
れ
よ
う
と
せ
ず
︑
救
済
を
請
い
︑
求
め

る
︒

﹁
助
け
︑
て…

…

タ
ス
ケ
テ…

…

お
願
︑
イ…

…

﹂

　

手
に
付
着
し
た
〝
血
液
の
汚
れ
〟
だ
け
を
執
拗
に
気
に
し
て
︑
彼
は
足
元
に
横
た
わ
る
者
の

声
な
ど
聞
い
て
も
い
な
い
︒
ま
る
で
耳
に
入
っ
て
い
な
い
︑
彼
の
意
識
下
で
は
そ
ん
な
者
は
存

在
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
だ
っ
た
︒

　

そ
ん
な
彼
の
す
ぐ
傍
で
︑
彼
女
は
興
味
津
々
と
い
っ
た
様
子
で
︑
そ
の
者
を
見
つ
め
て
い
る
︒

﹁
ふ
ぅ
ん…

…

助
け
て
ほ
し
い
の
？　

命
が
惜
し
い
の
？　

で
も
あ
な
た
を
助
け
る
価
値
︑
無

い
わ
よ
ね
？　

だ
っ
て
あ
な
た
は
〝
汚
れ
て
〟
い
る
ん
だ
も
の
︒〝
キ
タ
ナ
イ
〟
の
﹂

﹁
助
け
て…

…

助
け…

…

﹂

　

自
ら
の
体
内
か
ら
溢
れ
出
し
た
血
だ
ま
り
の
中
か
ら
︑
懸
命
に
救
済
を
懇
願
す
る
そ
の
者
は
︑

血
に
塗
れ
た
手
を
伸
ば
す
︒

﹁
ふ
ふ
っ
︒
ど
う
す
る
？　

こ
の
子
︑
助
け
て
ほ
し
い
ん
だ
っ
て
﹂

　

彼
女
は
彼
に
妖
艶
な
笑
み
を
向
け
る
︒
彼
は
彼
女
に
促
さ
れ
︑
初
め
て
表
情
を
変
化
さ
せ
た
︒

　

感
情
表
現
の
乏
し
い
彼
の
見
せ
た
初
め
て
の
感
情
│
│
疑
問
︒
あ
る
い
は
︑
不
審
︒
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﹁
な
︑
何
で
す
か
？　

ま
た
調
査
の
時
間
で
す
か
？
﹂

﹁
違
う
よ
︒
誰
か
に
呼
ば
れ
た
気
が
し
た
か
ら
来
た
だ
け
︒
お
前
が
僕
を
呼
ん
だ
の
？
﹂

　

少
年
は
ズ
カ
ズ
カ
と
無
遠
慮
に
室
内
へ
と
入
っ
て
く
る
︒
そ
し
て
シ
ャ
ー
リ
ー
の
前
で
立
ち
止
ま

っ
た
︒

﹁
僕
を
呼
ん
だ
で
し
ょ
？　

用
は
何
？
﹂

﹁
わ
︑
わ
た
し
は
別
に
あ
な
た
を
呼
ん
で
な
ん
か…

…

﹂

﹁
嘘
だ
︒
頭
の
中
に
直
接
声
を
響
か
せ
て
︑
僕
を
呼
ん
だ
の
は
お
前
だ
﹂

　

少
年
が
断
定
す
る
︒
し
か
し
シ
ャ
ー
リ
ー
は
反
論
し
た
︒

﹁
わ
た
し
︑
呼
ん
で
ま
せ
ん
﹂

﹁
呼
ん
だ
﹂

﹁
呼
ん
で
な
い
わ
﹂

﹁
呼
ん
だ
じ
ゃ
ん
﹂

﹁
も
う
っ
！　

呼
ん
で
な
い
っ
て
ば
﹂

﹁
呼
ば
れ
な
き
ゃ
来
な
い
よ
！
﹂

　

呼
ぶ
だ
の
呼
ば
な
い
だ
の
︑
無
意
味
な
押
し
問
答
が
続
き
︑
最
初
に
飽
き
た
の
は
彼
だ
っ
た
︒

﹁
も
う
い
い
や
︒
面
倒
く
さ
い
﹂

　

少
年
は
断
り
も
な
し
に
シ
ャ
ー
リ
ー
の
隣
へ
ス
ト
ン
と
座
る
︒
シ
ャ
ー
リ
ー
は
驚
い
て
身
を
引
い

た
︒

﹁
な
︑
な
ん
な
の
︑
あ
な
た
？
﹂

﹁
僕
？　

僕
は
ノ
エ
ル
︒
お
前
は
シ
ャ
ー
リ
ー
だ
っ
け
？
﹂

﹁
名
前
を
聞
い
た
訳
じ
ゃ
な
く
て…

…

﹂

　

シ
ャ
ー
リ
ー
は
ノ
エ
ル
を
恐
る
恐
る
見
つ
め
な
が
ら
︑
ぐ
っ
と
口
を
閉
ざ
す
︒

　

彼
は
一
体
何
を
し
に
き
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
︒
呼
ば
れ
た
と
は
ど
う
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
か
︒

　

考
え
て
も
埒
が
明
か
ず
︑
シ
ャ
ー
リ
ー
は
彼
の
様
子
を
こ
っ
そ
り
と
伺
っ
た
︒

　

白
み
の
強
い
亜
麻
色
の
髪
と
︑
青
い
瞳
︒
陶
磁
器
の
よ
う
な
白
い
肌
と
︑
細
身
の
体
︒
研
究
員
と

は
違
っ
た
青
い
短
衣
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
ス
ラ
ッ
ク
ス
︒
こ
の
ラ
ボ
の
研
究
員
と
い
う
に
は
明
ら
か
に

違
う
雰
囲
気
の
少
年
だ
︒
も
し
か
し
て
自
分
と
同
じ
よ
う
に
︑
禍
人
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
た
者
だ
ろ

う
か
と
も
考
え
た
が
︑
あ
の
日
︑
自
分
を
捕
ま
え
た
の
は
こ
の
少
年
だ
︒
や
は
り
彼
は
ラ
ボ
側
の
人

間
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
︒

﹁
な
︑
何
で
す
か
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︒
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︒
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﹂
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っ
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︒
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ャ
ー
リ
ー
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ま

っ
た
︒
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僕
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呼
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し
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﹂
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︑
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た
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︒
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︑
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ブースブース

︻
序
幕　

子
供
狩
り
︼

　

冬
に
な
る
と
︑
僕
ら
は
下
水
道
に
逃
げ
込
む
︒
路
地
裏
よ
り
幾
分
︑
あ
た
た
か
い
か
ら
︒

　

拾
っ
た
毛
布
に
︑
ふ
た
り
で
包
ま
る
︒
少
し
で
も
寒
く
な
い
よ
う
に
︑
寄
り
添
い
合
っ
て
︑

僕
ら
は
眠
る
︒

　

あ
ち
こ
ち
に
罅
の
走
る
︑
煉
瓦
造
り
の
︑
古
い
下
水
道
だ
︒
緩
慢
な
水
の
流
れ
が
︑
ひ
た
ひ

た
と
満
ち
る
静
寂
に
︑
さ
さ
や
か
な
ノ
イ
ズ
を
添
え
て
い
る
︒
空
気
は
薄
く
︑
僕
ら
の
呼
吸
は

自
然
と
速
ま
っ
て
い
く
︒

　

仄
暗
い
洞
の
中
︒
僕
は
想
像
す
る
︒
黒
く
澱
ん
だ
生
温
い
水
の
中
で
溺
れ
る
︑
魚
に
な
っ
た

自
分
を
想
像
す
る
︒
う
と
う
と
と
︑
ま
ど
ろ
み
な
が
ら
︒

︵…
…

来
た
︶

　

遠
く
︑
不
揃
い
な
足
音
が
聞
こ
え
て
︑
僕
は
︑
伏
せ
て
い
た
顔
を
︑
ゆ
っ
く
り
と
上
げ
た
︒

近
づ
い
て
く
る
︑
ざ
わ
め
き
と
光
︒
充
満
す
る
闇
が
︑
交
差
す
る
光
に
払
い
除
け
ら
れ
て
い
く
︒

暗
が
り
に
慣
れ
た
目
に
突
き
刺
さ
る
︑
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
の
光
︒
静
寂
を
掻
き
乱
す
︑
怒
声
と
悲

鳴
︒

﹁
お
兄
ち
ゃ
ん
﹂

　

妹
の
メ
イ
が
︑
不
安
そ
う
な
瞳
で
︑
僕
を
見
上
げ
る
︒
も
う
あ
ま
り
見
え
て
い
な
い
の
だ
ろ

う
︑
焦
点
の
合
わ
な
い
︑
僕
と
同
じ
翡
翠
色
の
瞳
︒
骨
ば
か
り
に
な
っ
た
幼
い
腕
が
︑
ぎ
ゅ
っ

と
僕
に
︑
し
が
み
つ
く
︒
大
丈
夫
だ
よ
と
︑
僕
は
微
笑
む
︒
痩
せ
た
メ
イ
の
頬
に
右
手
を
添
え

て
︑
左
手
は
頭
を
撫
で
て
︑
抱
き
寄
せ
て
︒

﹁
ど
こ
へ
行
き
た
い
？
﹂

　

僕
は
囁
く
︒
途
惑
い
を
含
ん
だ
メ
イ
の
吐
息
が
耳
に
触
れ
た
︒

　

微
笑
を
崩
さ
な
い
ま
ま
︑
僕
は
続
け
る
︒

﹁
ど
こ
へ
で
も
︑
メ
イ
の
好
き
な
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
行
っ
て
や
る
っ
て
言
っ
た
ら
︑
ど
こ
へ
行

き
た
い
？
﹂

　

足
音
が
近
い
︒
光
が
︑
ち
ら
ち
ら
と
傍
を
掠
め
て
い
く
︒
も
う
ま
も
な
く
︑
彼
ら
は
僕
ら
を

見
つ
け
る
だ
ろ
う
︒︒

︻
序
幕　

子
供
狩
り
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冬
に
な
る
と
︑
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は
下
水
道
に
逃
げ
込
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路
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よ
り
幾
分
︑
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た
た
か
い
か
ら
︒

　

拾
っ
た
毛
布
に
︑
ふ
た
り
で
包
ま
る
︒
少
し
で
も
寒
く
な
い
よ
う
に
︑
寄
り
添
い
合
っ
て
︑

僕
ら
は
眠
る
︒

　

あ
ち
こ
ち
に
罅
の
走
る
︑
煉
瓦
造
り
の
︑
古
い
下
水
道
だ
︒
緩
慢
な
水
の
流
れ
が
︑
ひ
た
ひ

た
と
満
ち
る
静
寂
に
︑
さ
さ
や
か
な
ノ
イ
ズ
を
添
え
て
い
る
︒
空
気
は
薄
く
︑
僕
ら
の
呼
吸
は

自
然
と
速
ま
っ
て
い
く
︒

　

仄
暗
い
洞
の
中
︒
僕
は
想
像
す
る
︒
黒
く
澱
ん
だ
生
温
い
水
の
中
で
溺
れ
る
︑
魚
に
な
っ
た

自
分
を
想
像
す
る
︒
う
と
う
と
と
︑
ま
ど
ろ
み
な
が
ら
︒

︵…
…

来
た
︶

　

遠
く
︑
不
揃
い
な
足
音
が
聞
こ
え
て
︑
僕
は
︑
伏
せ
て
い
た
顔
を
︑
ゆ
っ
く
り
と
上
げ
た
︒

近
づ
い
て
く
る
︑
ざ
わ
め
き
と
光
︒
充
満
す
る
闇
が
︑
交
差
す
る
光
に
払
い
除
け
ら
れ
て
い
く
︒

暗
が
り
に
慣
れ
た
目
に
突
き
刺
さ
る
︑
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
の
光
︒
静
寂
を
掻
き
乱
す
︑
怒
声
と
悲

鳴
︒

﹁
お
兄
ち
ゃ
ん
﹂

　

妹
の
メ
イ
が
︑
不
安
そ
う
な
瞳
で
︑
僕
を
見
上
げ
る
︒
も
う
あ
ま
り
見
え
て
い
な
い
の
だ
ろ

う
︑
焦
点
の
合
わ
な
い
︑
僕
と
同
じ
翡
翠
色
の
瞳
︒
骨
ば
か
り
に
な
っ
た
幼
い
腕
が
︑
ぎ
ゅ
っ

と
僕
に
︑
し
が
み
つ
く
︒
大
丈
夫
だ
よ
と
︑
僕
は
微
笑
む
︒
痩
せ
た
メ
イ
の
頬
に
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手
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え

て
︑
左
手
は
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を
撫
で
て
︑
抱
き
寄
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て
︒
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ど
こ
へ
行
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た
い
？
﹂

　

僕
は
囁
く
︒
途
惑
い
を
含
ん
だ
メ
イ
の
吐
息
が
耳
に
触
れ
た
︒

　

微
笑
を
崩
さ
な
い
ま
ま
︑
僕
は
続
け
る
︒

﹁
ど
こ
へ
で
も
︑
メ
イ
の
好
き
な
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
行
っ
て
や
る
っ
て
言
っ
た
ら
︑
ど
こ
へ
行

き
た
い
？
﹂

　

足
音
が
近
い
︒
光
が
︑
ち
ら
ち
ら
と
傍
を
掠
め
て
い
く
︒
も
う
ま
も
な
く
︑
彼
ら
は
僕
ら
を

見
つ
け
る
だ
ろ
う
︒︒



﹁
世
界
史
Ｃ
﹂

　
す
み
ま
せ
ん
︑
未
読
で
す…

︒
で
も
馬

鹿
売
れ
し
て
る
と
聞
き
ま
し
た
︒
そ
の
う

ち
世
界
史
Ｃ
御
殿
が
建
つ
と
思
い
ま
す
︒

楽
し
み
で
す
︒

唐
橋
史
ほ
か

︵
浮
草
堂
：C-01

︶

︵
紹
介
者
：
相
沢
ナ
ナ
コ
︶ ﹁

幼
神
﹂

孤
伏
澤
つ
た
ゐ

︵
ヨ
モ
ツ
ヘ
グ
イ
ニ
ナ
：C-02

︶

﹁
あ
の
ひ
と
は
片
割
れ
に
似
せ
て
人
間
を
つ
く

っ
た
と
い
う
け
れ
ど
︑
俺
た
ち
は
人
間
の
真

似
事
ば
か
り
し
て
い
る
﹂

　
白
い
世
界
か
ら
き
た
神
と
そ
の
片
割
れ
と
︑

少
し
の
時
間
を
過
ご
す
人
間
の
こ
と
︒

︵
紹
介
者
：
孤
伏
澤
つ
た
ゐ
︶ ﹁

星
の
挽
歌
﹂

石
井
鶫
子

︵
シ
ョ
ボ
～
ン
書
房
：C-15

︶

　
恋
愛
メ
イ
ン
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
歴
史
︵
古

文
書
解
読
版
︶
と
い
う
２
つ
の
パ
ー
ト
が
交

互
に
進
ん
で
い
く
物
語
︒

　
歴
史
パ
ー
ト
が
読
み
に
く
い
︒
読
ん
で
も

読
ん
で
も
な
か
な
か
意
味
が
わ
か
ら
な
い
︒

注
釈
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
何
度
も
何
度
も
読

み
返
す
︒
で
も
そ
れ
が
面
白
い
︒
解
読
す
る

面
白
さ
が
楽
し
い
︒

　
そ
し
て
読
み
に
く
さ
に
疲
れ
た
心
に
素
直

に
響
く
恋
愛
パ
ー
ト
︒
心
情
描
写
が
ぐ
っ
と

き
ま
す
︒
働
く
女
性
の
や
さ
ぐ
れ
感
や
見
え

な
い
と
こ
ろ
の
か
わ
い
ら
し
さ
が
た
ま
ら
な

い
︒
あ
と
後
書
の
パ
ン
ツ
︒

注
︶﹃
自
由
の
翼
～
シ
タ
ル
キ
ア
創
国
記
序
章

～
﹄
の
外
伝
な
の
で
本
編
を
先
に
読
ん
で
な

い
と
わ
か
り
に
く
い
で
す
︒

︵
紹
介
者
：
な
な
︶

ち
ょ
う
世
界
史
！

神
な
ん
て
脆
い

読
み
に
く
さ
が
た
ま
ら
な
い
一
冊
！

﹁
暗
喩
の
箱
庭
︑
ア
ニ
ミ
ス
ト
﹂

　
あ
る
と
こ
ろ
で
レ
ビ
ュ
ー
を
見
つ
け
︑
去

年
か
ら
す
っ
ご
く
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
今

年
ゲ
ッ
ト
で
き
る
の
が
楽
し
み
で
す…

！

　
不
条
理
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
︑
と
い
う
響
き
だ

け
で
も
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
の
に
︑
主
人
公
の
意

識
が
ふ
た
つ
の
世
界
を
行
き
来
し
翻
弄
さ
れ
︑

し
か
も
バ
ッ
ド
エ
ン
ド
で
終
わ
る…

な
ん
て
︑

ど
ん
だ
け
救
い
が
な
い
ん
だ
ろ
う
︑
と
武
者

震
い
が
止
ま
り
ま
せ
ん…

！
！　
表
紙
を
埋

め
尽
く
す
赤
の
イ
メ
ー
ジ
が
︑
容
赦
な
く
叩

き
落
と
し
て
く
れ
そ
う
で
︑
心
待
ち
に
し
て

い
ま
す…

！

組
鐘
ヒ
ム
ネ

︵Totentanz_Rosenkranz

：C-18

︶

︵
紹
介
者
：
世
津
路
章
︶

不
条
理
＋
記
憶
喪
失
＋
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
＝

期
待
せ
ざ
る
を
得
な
い



﹁
羽
人
物
語
﹂

　
読
み
始
め
た
ら
止
ま
ら
ず
︑
一
気
に
読

み
終
え
て
し
ま
い
ま
し
た
︒

　
世
界
観
は
絶
望
や
哀
し
み
を
含
ん
だ
透

明
感
が
あ
り
︑
登
場
人
物
達
は
硝
子
細
工

を
彩
る
色
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
色
を
持

っ
て
こ
の
世
界
に
生
き
て
い
る
︒
そ
れ
ぞ

れ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
密
度
が
と
て
も
濃
い

で
す
︒

　
登
場
人
物
達
の
切
な
く
︑
複
雑
に
絡
み

合
っ
た
運
命
が
至
る
物
語
の
終
着
点
は
色

々
感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
︒

　
こ
の
方
の
他
の
作
品
も
読
ん
で
み
た
い

で
す
ね
︒

咲
祈

︵
螢
石
：C-33

︶

︵
紹
介
者
：
あ
づ
み
伊
織
︶ ﹁

羽
人
物
語
﹂

　
︽
方
舟
︾
と
呼
ば
れ
る
空
中
都
市
を
舞
台
に
︑

︽
戦
闘
機
︾
と
し
て
空
で
た
た
か
う
少
年
少
女

を
縦
糸
に
︑
倡
伎
と
し
て
夜
を
舞
う
少
年
少

女
を
横
糸
に
織
り
成
す
︑
い
さ
さ
か
哀
し
い
︑

願
い
と
祈
り
の
物
語
︒

　
ほ
ん
の
り
Ｓ
Ｆ
色
の
あ
る
和
風
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
小
説
で
す
︒

︵
紹
介
者
：
咲
祈
︶

透
明
感
の
あ
る
世
界
を
登
場
人
物
達
が
彩
る

滅
び
ゆ
く
空
中
都
市
を
舞
台
に
織
り
成
す
願
い
と
祈
り
の
物
語

咲
祈

︵
螢
石
：C-33

︶
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Ｂ
Ｌ

﹁
そ
の
子
と
は
つ
き
合
え
た
ん
で
し
ょ
？　

だ
っ
た
ら
っ
て
思
わ
な
い
の
？　

そ
の
︑
祈
吏
ち
ゃ
ん

の
代
わ
り
と
か
そ
う
い
う
の
じ
ゃ
な
く
て
﹂

﹁
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
た
っ
て
︑
あ
の
時
の
下
田
さ
ん
の
向
こ
う
に
は
祈
吏
し
か
見
え
な
か
っ
た
﹂

﹁…
…

重
症
だ
ね
︑
知
っ
て
る
け
ど
﹂

﹁
春
馬
と
一
緒
だ
﹂

　

ど
こ
か
憮
然
と
し
た
思
い
を
隠
せ
な
い
ま
ま
そ
う
呟
き
な
が
ら
︑
ぽ
す
︑
と
力
無
く
ク
ッ
シ
ョ
ン

を
殴
る
︒
大
体
な
ん
で
こ
ん
な
話
し
て
る
ん
だ
︑
こ
ん
な
真
面
目
な
ト
ー
ン
で
︒
窓
の
外
か
ら
は
近

く
の
小
学
校
が
流
し
て
い
る
ら
し
い
注
意
喚
起
放
送
が
流
れ
て
い
て
︑
あ
ま
苦
い
こ
ん
な
気
分
を
華

麗
に
ぶ
ち
壊
し
て
く
れ
る
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

—
—

﹁
ジ
ェ
ミ
ニ
と
ほ
う
き
星
﹂︵
著
者
：
高
梨 

來
︶
抜
粋

oys

ove
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か
弱
い
少
女
の
上
げ
た
痛
ま
し
い
悲
鳴
の
残
響
に
︑
少
年
ら
が
ど
っ
と
沸
い
た
︒―

―

い
や

だ
︒
も
う
い
や
だ
︒
お
願
い
だ
か
ら
も
う
や
め
て
く
れ
︒
ナ
オ
は
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
︑
情

け
な
く
硬
直
し
き
っ
た
顔
つ
き
で
そ
の
光
景
を
見
て
い
た
︒
見
せ
つ
け
ら
れ
て
い
た
︒
聞
き
た

く
な
い
の
に
︑
見
た
く
な
い
の
に
︑
全
身
が
も
は
や
緊
張
し
き
っ
て
瞼
を
閉
じ
る
事
も
で
き
な

い
︒
も
っ
と
も
︑
目
を
塞
い
だ
と
こ
ろ
で
こ
じ
開
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
︒
助
け
た
く

と
も
︑
只
こ
う
や
っ
て
震
え
て
い
る
の
が
現
状
だ
っ
た
︒
卑
怯
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
が
︑
ナ

オ
は
ひ
た
す
ら
祈
っ
た
︒
少
女
の
為
に
祈
り
続
け
た
︒
無
様
で
無
力
な
傍
観
者
で
し
か
な
い
自

分
を
侮
蔑
し
た
︒
今
す
ぐ
に
で
も
こ
い
つ
ら
を
退
け
れ
ば
︑
少
女
へ
の
虐
待
は
止
む
か
も
し
れ

な
い
︒
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
︑
自
分
に
彼
ら
の
矛
先
が
向
く
事
を
意
味
し
て
い
る
︒

　

や
め
て
く
れ
︒
も
う
や
め
て
く
れ
よ
︒
頼
む
か
ら
︒

　

自
分
よ
り
も
小
さ
な
女
の
子
が
目
の
前
で
こ
ん
な
目
に
遭
っ
て
い
る
の
に
︑
で
も
︑
ど
う
す

る
事
も
で
き
な
い
な
ん
て
︒
次
第
に
何
の
反
応
も
見
せ
な
く
な
っ
た
少
女
に
飽
き
た
の
か
︑
彼

ら
の
悪
意
が
こ
ち
ら
に
向
く
の
に
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
︒

　

か
弱
い
少
女
の
上
げ
た
痛
ま
し
い
悲
鳴
の
残
響
に
︑
少
年
ら
が
ど
っ
と
沸
い
た
︒―

―

い
や

だ
︒
も
う
い
や
だ
︒
お
願
い
だ
か
ら
も
う
や
め
て
く
れ
︒
ナ
オ
は
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
︑
情

け
な
く
硬
直
し
き
っ
た
顔
つ
き
で
そ
の
光
景
を
見
て
い
た
︒
見
せ
つ
け
ら
れ
て
い
た
︒
聞
き
た

く
な
い
の
に
︑
見
た
く
な
い
の
に
︑
全
身
が
も
は
や
緊
張
し
き
っ
て
瞼
を
閉
じ
る
事
も
で
き
な

い
︒
も
っ
と
も
︑
目
を
塞
い
だ
と
こ
ろ
で
こ
じ
開
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
︒
助
け
た
く

と
も
︑
只
こ
う
や
っ
て
震
え
て
い
る
の
が
現
状
だ
っ
た
︒
卑
怯
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
が
︑
ナ

オ
は
ひ
た
す
ら
祈
っ
た
︒
少
女
の
為
に
祈
り
続
け
た
︒
無
様
で
無
力
な
傍
観
者
で
し
か
な
い
自

分
を
侮
蔑
し
た
︒
今
す
ぐ
に
で
も
こ
い
つ
ら
を
退
け
れ
ば
︑
少
女
へ
の
虐
待
は
止
む
か
も
し
れ

な
い
︒
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
︑
自
分
に
彼
ら
の
矛
先
が
向
く
事
を
意
味
し
て
い
る
︒

　

や
め
て
く
れ
︒
も
う
や
め
て
く
れ
よ
︒
頼
む
か
ら
︒

　

自
分
よ
り
も
小
さ
な
女
の
子
が
目
の
前
で
こ
ん
な
目
に
遭
っ
て
い
る
の
に
︑
で
も
︑
ど
う
す

る
事
も
で
き
な
い
な
ん
て
︒
次
第
に
何
の
反
応
も
見
せ
な
く
な
っ
た
少
女
に
飽
き
た
の
か
︑
彼

ら
の
悪
意
が
こ
ち
ら
に
向
く
の
に
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
︒
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﹁
ど
う
で
し
た
か
︑
久
し
ぶ
り
の
学
校
は
﹂

﹁
ま
ぁ…

…

仲
の
良
い
子
は
休
み
中
も
会
っ
て
た
し
︑
特
に
は
︒
ち
ょ
っ
と
見
た
目
が
派
手
に
な
っ
て
る
子
が

居
る
く
ら
い
？
﹂

﹁
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
よ
ね
︑
そ
れ
は
﹂

　

ど
こ
か
ま
ぶ
し
げ
に
瞳
を
細
め
る
横
顔
を
見
上
げ
な
が
ら
︑
私
が
生
き
る
今
は
︑
彼
に
と
っ
て
は
も
う

と
っ
く
に
通
り
過
ぎ
た
過
去
な
の
で
あ
る
と
い
う
事
を
改
め
て
痛
感
し
た
り
も
す
る
︒

　

長
期
休
み
明
け
︑
そ
れ
も
夏
休
み
明
け
の
あ
の
ざ
わ
ざ
わ
と
し
た
浮
つ
い
た
空
気
が
︑
い
つ
ま
で
も
た
っ

て
も
好
き
に
な
れ
な
い
自
分
が
居
る
の
は
確
か
だ
︒
日
に
焼
け
た
肌
を
自
慢
し
あ
う
男
の
子
た
ち
︑
ピ
ア
ス

の
穴
が
増
え
て
︑
化
粧
が
少
し
濃
く
な
っ
た
女
の
子
た
ち
︑
大
胆
に
色
を
抜
き
す
ぎ
た
髪
を
隠
そ
う
と
し
た

痕
跡
の
残
る
不
自
然
に
黒
々
と
し
た
髪
に
︑
ツ
ン
と
鼻
に
つ
く
ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
に
お
い
︒
汗
や
体
臭
︑
整
髪

料
に
化
粧
品
や
香
水
︒
そ
れ
に
︑
久
し
ぶ
り
に
稼
働
し
た
空
調
の
ど
こ
か
カ
ビ
臭
い
に
お
い
︒
夏
特
有
の

ム
ッ
と
し
た
空
気
に
そ
れ
ら
が
混
ざ
り
あ
っ
た
独
特
の
臭
気
に
包
ま
れ
た
中
︑
長
期
休
み
に
加
え
て
︑
こ
の

季
節
の
特
有
の
解
放
感
に
後
押
し
を
さ
れ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
が
得
意
げ
に
語
り
出
す
︑
ま
る
で
武
勇
伝

か
何
か
の
よ
う
な
夏
の
思
い
出
話
に
ど
こ
か
辟
易
と
し
た
気
分
に
さ
せ
ら
れ
る
の
が
︑
こ
の
時
期
の
恒
例
行

事
だ
︒

﹁
桐
緒
さ
ん
は
さ
︑
海
と
か
プ
ー
ル
と
か
行
っ
た
の
？
﹂

﹁
海
は
行
っ
て
な
い
け
ど
プ
ー
ル
な
ら
行
っ
た
か
な
ぁ
︒
マ
キ
ち
ゃ
ん
と
ク
ラ
ス
の
友
達
と
︒
荘
平
さ
ん
は
﹂

﹁
ま
ぁ
︑
仕
事
で
な
ら
︒
花
火
と
か
は
見
た
？
﹂

﹁
地
元
の
お
祭
り
の
ち
っ
ち
ゃ
い
の
な
ら
︑
マ
キ
ち
ゃ
ん
と
﹂

﹁
な
ん
か
さ
︑
そ
れ
だ
け
聞
い
て
る
と
俺
じ
ゃ
な
く
て
日
生
さ
ん
と
付
き
合
っ
て
る
み
た
い
だ
ね
﹂

﹁
よ
く
言
わ
れ
ま
す
﹂

﹁
負
け
て
る
ね
ー
︑
俺
﹂

　

責
め
る
つ
も
り
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
ち
っ
と
も
な
か
っ
た
そ
の
は
ず
な
の
に
︒
す
ま
な
そ
う
に
そ
う
返
す
そ

の
表
情
を
目
に
す
れ
ば
︑
ち
く
り
と
ざ
わ
つ
く
よ
う
に
微
か
に
胸
が
痛
む
の
は
仕
方
の
無
い
事
だ
ろ
う
か
︒

﹁
で
も
さ
︑
俺
だ
っ
て
桐
緒
さ
ん
の
事
︑
好
き
だ
か
ら
ね
﹂

　

そ
れ
で
も
︑
拗
ね
た
子
ど
も
の
よ
う
に
得
意
げ
に
微
笑
み
な
が
ら
そ
う
答
え
る
の
だ
か
ら
︑
途
端
に
私
の

心
は
︑
ぎ
ゅ
っ
と
き
つ
く
捕
ま
れ
た
か
の
よ
う
な
心
地
に
襲
わ
れ
る
︒

﹁…
…

知
っ
て
ま
す
よ
﹂

﹁
俺
だ
っ
て
知
っ
て
る
よ
︑
ぜ
ん
ぶ
﹂

　

微
か
に
耳
が
赤
く
な
る
の
を
感
じ
な
が
ら
︑
私
は
そ
っ
と
目
を
逸
ら
す
よ
う
に
し
て
窓
の
外
を
ぼ
ん
や
り

と
眺
め
る
︒

﹁
ど
う
で
し
た
か
︑
久
し
ぶ
り
の
学
校
は
﹂

﹁
ま
ぁ…

…

仲
の
良
い
子
は
休
み
中
も
会
っ
て
た
し
︑
特
に
は
︒
ち
ょ
っ
と
見
た
目
が
派
手
に
な
っ
て
る
子
が

居
る
く
ら
い
？
﹂

﹁
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
よ
ね
︑
そ
れ
は
﹂

　

ど
こ
か
ま
ぶ
し
げ
に
瞳
を
細
め
る
横
顔
を
見
上
げ
な
が
ら
︑
私
が
生
き
る
今
は
︑
彼
に
と
っ
て
は
も
う

と
っ
く
に
通
り
過
ぎ
た
過
去
な
の
で
あ
る
と
い
う
事
を
改
め
て
痛
感
し
た
り
も
す
る
︒

　

長
期
休
み
明
け
︑
そ
れ
も
夏
休
み
明
け
の
あ
の
ざ
わ
ざ
わ
と
し
た
浮
つ
い
た
空
気
が
︑
い
つ
ま
で
も
た
っ

て
も
好
き
に
な
れ
な
い
自
分
が
居
る
の
は
確
か
だ
︒
日
に
焼
け
た
肌
を
自
慢
し
あ
う
男
の
子
た
ち
︑
ピ
ア
ス

の
穴
が
増
え
て
︑
化
粧
が
少
し
濃
く
な
っ
た
女
の
子
た
ち
︑
大
胆
に
色
を
抜
き
す
ぎ
た
髪
を
隠
そ
う
と
し
た

痕
跡
の
残
る
不
自
然
に
黒
々
と
し
た
髪
に
︑
ツ
ン
と
鼻
に
つ
く
ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
に
お
い
︒
汗
や
体
臭
︑
整
髪

料
に
化
粧
品
や
香
水
︒
そ
れ
に
︑
久
し
ぶ
り
に
稼
働
し
た
空
調
の
ど
こ
か
カ
ビ
臭
い
に
お
い
︒
夏
特
有
の

ム
ッ
と
し
た
空
気
に
そ
れ
ら
が
混
ざ
り
あ
っ
た
独
特
の
臭
気
に
包
ま
れ
た
中
︑
長
期
休
み
に
加
え
て
︑
こ
の

季
節
の
特
有
の
解
放
感
に
後
押
し
を
さ
れ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
が
得
意
げ
に
語
り
出
す
︑
ま
る
で
武
勇
伝

か
何
か
の
よ
う
な
夏
の
思
い
出
話
に
ど
こ
か
辟
易
と
し
た
気
分
に
さ
せ
ら
れ
る
の
が
︑
こ
の
時
期
の
恒
例
行

事
だ
︒

﹁
桐
緒
さ
ん
は
さ
︑
海
と
か
プ
ー
ル
と
か
行
っ
た
の
？
﹂

﹁
海
は
行
っ
て
な
い
け
ど
プ
ー
ル
な
ら
行
っ
た
か
な
ぁ
︒
マ
キ
ち
ゃ
ん
と
ク
ラ
ス
の
友
達
と
︒
荘
平
さ
ん
は
﹂

﹁
ま
ぁ
︑
仕
事
で
な
ら
︒
花
火
と
か
は
見
た
？
﹂

﹁
地
元
の
お
祭
り
の
ち
っ
ち
ゃ
い
の
な
ら
︑
マ
キ
ち
ゃ
ん
と
﹂

﹁
な
ん
か
さ
︑
そ
れ
だ
け
聞
い
て
る
と
俺
じ
ゃ
な
く
て
日
生
さ
ん
と
付
き
合
っ
て
る
み
た
い
だ
ね
﹂

﹁
よ
く
言
わ
れ
ま
す
﹂

﹁
負
け
て
る
ね
ー
︑
俺
﹂

　

責
め
る
つ
も
り
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
ち
っ
と
も
な
か
っ
た
そ
の
は
ず
な
の
に
︒
す
ま
な
そ
う
に
そ
う
返
す
そ

の
表
情
を
目
に
す
れ
ば
︑
ち
く
り
と
ざ
わ
つ
く
よ
う
に
微
か
に
胸
が
痛
む
の
は
仕
方
の
無
い
事
だ
ろ
う
か
︒

﹁
で
も
さ
︑
俺
だ
っ
て
桐
緒
さ
ん
の
事
︑
好
き
だ
か
ら
ね
﹂

　

そ
れ
で
も
︑
拗
ね
た
子
ど
も
の
よ
う
に
得
意
げ
に
微
笑
み
な
が
ら
そ
う
答
え
る
の
だ
か
ら
︑
途
端
に
私
の

心
は
︑
ぎ
ゅ
っ
と
き
つ
く
捕
ま
れ
た
か
の
よ
う
な
心
地
に
襲
わ
れ
る
︒

﹁…
…

知
っ
て
ま
す
よ
﹂

﹁
俺
だ
っ
て
知
っ
て
る
よ
︑
ぜ
ん
ぶ
﹂

　

微
か
に
耳
が
赤
く
な
る
の
を
感
じ
な
が
ら
︑
私
は
そ
っ
と
目
を
逸
ら
す
よ
う
に
し
て
窓
の
外
を
ぼ
ん
や
り

と
眺
め
る
︒
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﹁
そ
の
子
と
は
つ
き
合
え
た
ん
で
し
ょ
？　

だ
っ
た
ら
っ
て
思
わ
な
い
の
？　

そ
の
︑
祈
吏
ち
ゃ
ん
の

代
わ
り
と
か
そ
う
い
う
の
じ
ゃ
な
く
て
﹂

﹁
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
た
っ
て
︑
あ
の
時
の
下
田
さ
ん
の
向
こ
う
に
は
祈
吏
し
か
見
え
な
か
っ
た
﹂

﹁…
…

重
症
だ
ね
︑
知
っ
て
る
け
ど
﹂

﹁
春
馬
と
一
緒
だ
﹂

　

ど
こ
か
憮
然
と
し
た
思
い
を
隠
せ
な
い
ま
ま
そ
う
呟
き
な
が
ら
︑
ぽ
す
︑
と
力
無
く
ク
ッ
シ
ョ
ン

を
殴
る
︒
大
体
な
ん
で
こ
ん
な
話
し
て
る
ん
だ
︑
こ
ん
な
真
面
目
な
ト
ー
ン
で
︒
窓
の
外
か
ら
は
近

く
の
小
学
校
が
流
し
て
い
る
ら
し
い
注
意
喚
起
放
送
が
流
れ
て
い
て
︑
あ
ま
苦
い
こ
ん
な
気
分
を
華

麗
に
ぶ
ち
壊
し
て
く
れ
る
︒

　

も
う
す
ぐ
午
後
１
７
時
に
な
り
ま
す
︑
外
で
遊
ん
で
い
る
子
た
ち
は
必
ず
二
人
組
以
上
に
な
っ
て

お
う
ち
に
帰
り
ま
し
ょ
う
︒
ま
だ
子
ど
も
と
言
わ
れ
た
歳
の
頃
は
︑
よ
く
祈
吏
と
二
人
で
家
に
帰
っ

た
こ
と
を
今
更
の
よ
う
に
僕
は
思
い
返
す
︒
祈
吏
と
当
た
り
前
に
手
を
繋
い
で
歩
い
て
い
た
の
は
幾

つ
ま
で
だ
ろ
う
か
︒
最
後
に
手
を
握
っ
た
時
の
感
触
は
︑
生
憎
思
い
出
せ
な
い
︒

﹁
で
も
さ
ー
︑
そ
こ
ま
で
言
わ
れ
る
と
や
っ
ぱ
気
に
な
る
よ
ね
︒
そ
の
︑
カ
イ
の
元
カ
ノ
︒
あ
れ
だ
っ

け
︑
今
も
時
々
や
り
と
り
し
て
る
ん
で
し
ょ
？
﹂

﹁…
…

そ
う
だ
け
ど
︒
言
っ
た
じ
ゃ
ん
︑
前
に
も
﹂

﹁
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
と
ロ
ッ
ク
が
好
き
で
コ
ー
ヒ
ー
淹
れ
る
の
と
鍋
焦
が
す
の
が
得
意
で
︑
鯨

の
ぬ
い
ぐ
る
み
と
寝
て
る
ん
だ
っ
け
？　

だ
か
ら
ま
ぁ
︑
そ
う
い
う
の
じ
ゃ
な
く
っ
て
﹂

　

如
何
に
も
興
味
深
げ
に
こ
ち
ら
を
の
ぞ
き
込
む
そ
の
ま
な
ざ
し
に
︑
や
れ
や
れ
と
大
げ
さ
な
た
め

息
で
も
返
し
て
や
り
た
く
な
る
︒︵
や
ら
な
い
け
ど
︶
多
分
春
馬
が
聞
き
た
い
の
は
有
名
人
の
誰
に

似
て
る
の
か
だ
と
か
︑
ど
ん
な
体
つ
き
な
の
か
と
か
︑
キ
ス
が
上
手
い
の
か
と
か
︑
恐
ら
く
は
そ
う

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
僕
は
思
う
︒
そ
れ
で
も
︑
約
１
０
０
０
ｋ
ｍ
離
れ
た
場
所
に
残
し
て
き
た

恋
人
が
ど
ん
な
相
手
だ
っ
た
の
か
な
ん
て
こ
と
を
よ
り
具
体
的
に
伝
え
た
く
な
い
の
に
は
︑
こ
ち
ら

に
だ
っ
て
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
の
だ
︒
気
が
乗
ら
な
い
そ
の
態
度
を
隠
す
つ
も
り
も
な
い
ま
ま

に
︑
素
知
ら
ぬ
顔
で
僕
は
答
え
る
︒

﹁
じ
ゃ
あ
新
情
報
︑
鯨
の
名
前
は
ビ
ー
ト
ル
だ
よ
﹂

﹁
や
︑
だ
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
ね
？
﹂

　

尚
も
お
ど
け
た
様
子
で
そ
う
切
り
出
す
彼
を
前
に
︑
わ
ざ
と
ら
し
く
顔
を
し
か
め
る
よ
う
に
し
な

が
ら
僕
は
答
え
る
︒

﹁
だ
い
た
い
さ
︑
前
に
も
言
っ
た
じ
ゃ
ん
︑
そ
の
﹃
元
カ
ノ
﹄
っ
て
言
い
方
︑
好
き
じ
ゃ
な
い
っ
て
﹂

　

そ
も
そ
も
︑
恋
人
が
女
の
子
だ
っ
た
な
ん
て
い
つ
言
っ
た
︒

﹁
そ
の
子
と
は
つ
き
合
え
た
ん
で
し
ょ
？　

だ
っ
た
ら
っ
て
思
わ
な
い
の
？　

そ
の
︑
祈
吏
ち
ゃ
ん
の

代
わ
り
と
か
そ
う
い
う
の
じ
ゃ
な
く
て
﹂

﹁
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
た
っ
て
︑
あ
の
時
の
下
田
さ
ん
の
向
こ
う
に
は
祈
吏
し
か
見
え
な
か
っ
た
﹂

﹁…
…

重
症
だ
ね
︑
知
っ
て
る
け
ど
﹂

﹁
春
馬
と
一
緒
だ
﹂

　

ど
こ
か
憮
然
と
し
た
思
い
を
隠
せ
な
い
ま
ま
そ
う
呟
き
な
が
ら
︑
ぽ
す
︑
と
力
無
く
ク
ッ
シ
ョ
ン

を
殴
る
︒
大
体
な
ん
で
こ
ん
な
話
し
て
る
ん
だ
︑
こ
ん
な
真
面
目
な
ト
ー
ン
で
︒
窓
の
外
か
ら
は
近

く
の
小
学
校
が
流
し
て
い
る
ら
し
い
注
意
喚
起
放
送
が
流
れ
て
い
て
︑
あ
ま
苦
い
こ
ん
な
気
分
を
華

麗
に
ぶ
ち
壊
し
て
く
れ
る
︒

　

も
う
す
ぐ
午
後
１
７
時
に
な
り
ま
す
︑
外
で
遊
ん
で
い
る
子
た
ち
は
必
ず
二
人
組
以
上
に
な
っ
て

お
う
ち
に
帰
り
ま
し
ょ
う
︒
ま
だ
子
ど
も
と
言
わ
れ
た
歳
の
頃
は
︑
よ
く
祈
吏
と
二
人
で
家
に
帰
っ

た
こ
と
を
今
更
の
よ
う
に
僕
は
思
い
返
す
︒
祈
吏
と
当
た
り
前
に
手
を
繋
い
で
歩
い
て
い
た
の
は
幾

つ
ま
で
だ
ろ
う
か
︒
最
後
に
手
を
握
っ
た
時
の
感
触
は
︑
生
憎
思
い
出
せ
な
い
︒

﹁
で
も
さ
ー
︑
そ
こ
ま
で
言
わ
れ
る
と
や
っ
ぱ
気
に
な
る
よ
ね
︒
そ
の
︑
カ
イ
の
元
カ
ノ
︒
あ
れ
だ
っ

け
︑
今
も
時
々
や
り
と
り
し
て
る
ん
で
し
ょ
？
﹂

﹁…
…

そ
う
だ
け
ど
︒
言
っ
た
じ
ゃ
ん
︑
前
に
も
﹂

﹁
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
と
ロ
ッ
ク
が
好
き
で
コ
ー
ヒ
ー
淹
れ
る
の
と
鍋
焦
が
す
の
が
得
意
で
︑
鯨

の
ぬ
い
ぐ
る
み
と
寝
て
る
ん
だ
っ
け
？　

だ
か
ら
ま
ぁ
︑
そ
う
い
う
の
じ
ゃ
な
く
っ
て
﹂

　

如
何
に
も
興
味
深
げ
に
こ
ち
ら
を
の
ぞ
き
込
む
そ
の
ま
な
ざ
し
に
︑
や
れ
や
れ
と
大
げ
さ
な
た
め

息
で
も
返
し
て
や
り
た
く
な
る
︒︵
や
ら
な
い
け
ど
︶
多
分
春
馬
が
聞
き
た
い
の
は
有
名
人
の
誰
に

似
て
る
の
か
だ
と
か
︑
ど
ん
な
体
つ
き
な
の
か
と
か
︑
キ
ス
が
上
手
い
の
か
と
か
︑
恐
ら
く
は
そ
う

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
僕
は
思
う
︒
そ
れ
で
も
︑
約
１
０
０
０
ｋ
ｍ
離
れ
た
場
所
に
残
し
て
き
た

恋
人
が
ど
ん
な
相
手
だ
っ
た
の
か
な
ん
て
こ
と
を
よ
り
具
体
的
に
伝
え
た
く
な
い
の
に
は
︑
こ
ち
ら

に
だ
っ
て
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
の
だ
︒
気
が
乗
ら
な
い
そ
の
態
度
を
隠
す
つ
も
り
も
な
い
ま
ま

に
︑
素
知
ら
ぬ
顔
で
僕
は
答
え
る
︒

﹁
じ
ゃ
あ
新
情
報
︑
鯨
の
名
前
は
ビ
ー
ト
ル
だ
よ
﹂

﹁
や
︑
だ
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
ね
？
﹂

　

尚
も
お
ど
け
た
様
子
で
そ
う
切
り
出
す
彼
を
前
に
︑
わ
ざ
と
ら
し
く
顔
を
し
か
め
る
よ
う
に
し
な

が
ら
僕
は
答
え
る
︒

﹁
だ
い
た
い
さ
︑
前
に
も
言
っ
た
じ
ゃ
ん
︑
そ
の
﹃
元
カ
ノ
﹄
っ
て
言
い
方
︑
好
き
じ
ゃ
な
い
っ
て
﹂

　

そ
も
そ
も
︑
恋
人
が
女
の
子
だ
っ
た
な
ん
て
い
つ
言
っ
た
︒
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鳥
の
聴
覚
世
界
は
い
つ
も
自
分
以
外
の
囀
り
に
溢
れ
て
い
る
︒
視
覚
世
界
は
ゲ
ー
ジ
の
中
と

外
で
断
絶
さ
れ
て
い
る
︒
味
覚
世
界
は
こ
こ
一
年
な
ん
の
変
化
も
な
い
と
鳥
は
思
う
︒
鳥
は
毎

日
ゲ
ー
ジ
へ
と
投
げ
入
れ
ら
れ
る
見
慣
れ
銜
え
慣
れ
た
茎
を
足
の
先
で
な
ん
と
な
く
弄
っ
て
み

る
︒
隅
に
は
ひ
た
ひ
た
と
艶
め
く
イ
ン
ク
の
瓶
︒
濃
い
ブ
ル
ー
︒
鳥
が
間
違
っ
て
飲
み
込
ん
で

も
死
ん
で
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
︑
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
味
と
成
分
で
で
き
た
こ
の
イ
ン
ク
︒

　

鳥
は
足
下
か
ら
顔
を
上
げ
た
︒
囀
り
の
洪
水
の
中
に
ぱ
た
ぱ
た
と
軽
や
か
な
足
音
が
聞
こ
え

る
︒

﹁
お
は
よ
う
エ
ム
ち
ゃ
ん
︑
今
日
も
元
気
だ
ね
︒
あ
っ
︑
今
日
は
イ
ン
ク
を
飲
ん
で
な
い
ん
だ

ね
偉
い
よ
︒
お
水
は
こ
っ
ち
だ
か
ら
ね
︑
こ
っ
ち
の
︑
透
明
な
方
よ
﹂

　

職
員
は
日
本
語
で
鳥
に
話
し
か
け
る
︒
鳥
は
日
本
語
︑
英
語
︑
ド
イ
ツ
語
が
理
解
で
き
る
︒

し
か
し
こ
の
み
っ
つ
の
言
語
は
鳥
の
中
で
は
一
方
通
行
な
の
だ
っ
た
︒
日
本
語
の
こ
と
ば
が
英

語
に
変
わ
る
こ
と
は
な
く
︑
ド
イ
ツ
語
の
こ
と
ば
が
日
本
語
に
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
こ

と
ば
と
は
記
号
で
あ
り
音
だ
っ
た
︒
で
し
か
な
か
っ
た
︒
鳥
の
な
か
で
は
︒

　

鳥
の
聴
覚
世
界
は
い
つ
も
自
分
以
外
の
囀
り
に
溢
れ
て
い
る
︒
視
覚
世
界
は
ゲ
ー
ジ
の
中
と

外
で
断
絶
さ
れ
て
い
る
︒
味
覚
世
界
は
こ
こ
一
年
な
ん
の
変
化
も
な
い
と
鳥
は
思
う
︒
鳥
は
毎

日
ゲ
ー
ジ
へ
と
投
げ
入
れ
ら
れ
る
見
慣
れ
銜
え
慣
れ
た
茎
を
足
の
先
で
な
ん
と
な
く
弄
っ
て
み

る
︒
隅
に
は
ひ
た
ひ
た
と
艶
め
く
イ
ン
ク
の
瓶
︒
濃
い
ブ
ル
ー
︒
鳥
が
間
違
っ
て
飲
み
込
ん
で

も
死
ん
で
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
︑
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
味
と
成
分
で
で
き
た
こ
の
イ
ン
ク
︒

　

鳥
は
足
下
か
ら
顔
を
上
げ
た
︒
囀
り
の
洪
水
の
中
に
ぱ
た
ぱ
た
と
軽
や
か
な
足
音
が
聞
こ
え

る
︒

﹁
お
は
よ
う
エ
ム
ち
ゃ
ん
︑
今
日
も
元
気
だ
ね
︒
あ
っ
︑
今
日
は
イ
ン
ク
を
飲
ん
で
な
い
ん
だ

ね
偉
い
よ
︒
お
水
は
こ
っ
ち
だ
か
ら
ね
︑
こ
っ
ち
の
︑
透
明
な
方
よ
﹂

　

職
員
は
日
本
語
で
鳥
に
話
し
か
け
る
︒
鳥
は
日
本
語
︑
英
語
︑
ド
イ
ツ
語
が
理
解
で
き
る
︒

し
か
し
こ
の
み
っ
つ
の
言
語
は
鳥
の
中
で
は
一
方
通
行
な
の
だ
っ
た
︒
日
本
語
の
こ
と
ば
が
英

語
に
変
わ
る
こ
と
は
な
く
︑
ド
イ
ツ
語
の
こ
と
ば
が
日
本
語
に
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
こ

と
ば
と
は
記
号
で
あ
り
音
だ
っ
た
︒
で
し
か
な
か
っ
た
︒
鳥
の
な
か
で
は
︒



﹁
ジ
ェ
ミ
ニ
と
ほ
う
き
星
﹂

　
双
子
の
姉
へ
の
想
い
を
秘
め
な
が
ら
︑

﹃
家
族
﹄
で
あ
り
続
け
る
為
に
自
分
の
感

情
に
蓋
を
し
て
生
き
て
き
た
主
人
公
は
ひ

ょ
ん
な
き
っ
か
け
か
ら
中
学
時
代
に
単
身

イ
ギ
リ
ス
へ
の
短
期
留
学
へ
旅
立
ち
︑
自

分
の
揺
れ
る
感
情
を
預
け
さ
せ
て
く
れ
る

恋
人
に
出
会
う
が―

―

︒

　
身
近
な
相
手
へ
の
強
す
ぎ
る
愛
情
︑
自

身
の
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
な
ど
に
悩
み
な
が

ら
︑
不
器
用
な
男
の
子
が
自
分
の
殻
を
破

ろ
う
と
す
る
青
春
小
説
で
す
︒
ぬ
る
め
で

す
が
ボ
ー
イ
ズ
ラ
ブ
︒

　
調
子
に
乗
っ
て
キ
ャ
ラ
と
遊
び
過
ぎ
た

の
で
続
編
と
番
外
編
が
三
冊
く
ら
い
同
時

に
出
ま
す
︒
め
ん
ど
く
さ
い
男
の
子
の
青

春
の
日
々
を
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
で
す
︒

高
梨 

來

︵
午
前
三
時
の
音
楽
：D-33

︶

︵
紹
介
者
：
高
梨 

來
︶ ﹁

夏
火
﹂

キ
リ
チ
ヒ
ロ

︵hydra / blue

：D-34

︶

　
シ
リ
ー
ズ
二
作
目
︒

　
血
の
つ
な
が
り
と
︑
そ
れ
以
上
に
強
い
魂

を
結
び
合
う
絆
で
結
ば
れ
た
幼
馴
染
三
人
は

そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ
ス
が
別
れ
︑
新
し
い
出
会
い

と
共
に
少
し
ず
つ
押
し
寄
せ
て
く
る
波
に
攫

わ
れ
る
よ
う
に
世
界
を
開
い
て
い
く
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
︒

　
思
春
期
の
息
苦
し
さ
︑
焦
燥
感
︑
目
の
前

を
通
り
過
ぎ
て
い
く
景
色
の
ハ
ッ
と
す
る
ほ

ど
の
一
瞬
の
煌
め
き
︒
押
し
寄
せ
る
感
情
と
︑

箱
庭
を
旅
立
っ
て
尚
︑
色
濃
い
そ
の
影
を
落

と
し
て
い
く
﹃
箱
庭
﹄
を
旅
立
っ
て
永
遠
の

存
在
と
し
て
生
き
る
か
つ
て
の
少
女
の
姿
︒

　
色
鮮
や
か
で
清
冽
な
心
の
移
ろ
い
が
い
つ

ま
で
も
焼
き
つ
く
よ
う
に
残
り
ま
す
︒

﹁
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ガ
ー
デ
ン
・
イ
ン
・
ブ
ル
ー
﹂

　
海
辺
の
片
田
舎
の
町
に
住
む
少
年
三
人
と

犬
の
話
︒
高
校
１
年
生
︒
日
常
に
絡
ま
る
そ

れ
ぞ
れ
の
過
去
︒
本
人
の
意
志
の
力
が
及
ば

な
い
ほ
ど
の
﹁
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
の
つ
よ

い
繋
が
り
﹂
を
書
き
た
か
っ
た
︒

　
は
じ
め
て
き
ち
ん
と
作
っ
た
本
で
あ
り
︑

興
味
本
位
で
応
募
し
た
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七
回
小
説
す

ば
る
新
人
賞
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一
次
選
考
も
通
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し
て
く
れ

た
︒
で
も
ボ
ー
イ
ズ
ラ
ブ
︒︵

紹
介
者
：
キ
リ
チ
ヒ
ロ
︶

こ
の
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持
ち
は
︑
僕
だ
け
の
も
の
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い
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庭
の
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ぶ
箱
庭
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ボ
ッ
ク
ス

︵
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來
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ラ
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ト

ノ
ベ
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小
銃
が
三
度
動
い
た
︒

　

赤
く
︑
黒
く
︑
す
る
ど
く
︒
弾
丸
は
俺
の
身
体
を
貫
通
す
る
︒
内
臓
あ
た
り
が
や
ら
れ
た
だ
ろ

う
か
︒

　

し
か
し
︑
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
の
作
用
か
ら
か
肉
体
は
痛
み
を
訴
え
な
い
︒

　

ま
だ
や
れ
る
な
︒

　

瞬
間
的
に
判
断
し
︑
俺
は
向
か
っ
て
く
る
弾
丸
を
避
け
ず
に
︑
銃
弾
の
射
手
を
両
手
に
抱
え
た

銃
剣
で
突
い
た
︒
黒
い
防
弾
服
を
着
た
中
年
男
の
心
臓
を
一
突
き
す
る
と
︑
裂
く
よ
う
に
上
へ
と

刃
を
振
り
上
げ
る
︒
噴
き
出
す
鮮
血
が
白
刃
を
赤
く
染
め
て
い
っ
た
︒

　

ど
う
や
ら
︑
警
備
兵
と
い
え
ど
実
戦
経
験
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
だ
︒
こ
れ
な
ら
︑
何
人
か
ま
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

—
—

﹁
世
界
革
命
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
﹂︵
著
者
：
木
野
誠
太
郎
︶
抜
粋

D-41　「誠」自由工房
D-42　Q 出ですか、そうですか
D-43　Pumpkin Head
D-44　五月雨計画
D-45　デシロップ
D-46　放課 ×0.03
D-47　華胥遊記
D-48　夜月書房
D-49　猫舌連盟
D-50　九龍組
D-51　玉造屋バキューン
D-52　大塚マート

D-53　少女サナトリウム
D-54　藍色横町
D-55　大阪芸術大学文芸学科
D-56　あいうえオーダー .
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ブースブース

プ
ロ
ロ
ー
グ

※　

三
Ｘ
Ｘ
Ｘ
年
の
四
月
一
日
︒

　

こ
の
物
語
の
主
人
公
で
あ
る
神
代
新
︵
か
み
し
ろ　

し
ん
︶
は
本
日
︑
高
校
の
入
学
式
で
あ

る
︒

　

入
学
式
を
無
事
に
終
え
︑
午
前
中
を
必
然
と
も
い
え
る
担
任
の
話
を
聞
き
︑
昼
過
ぎ
に
は
帰

宅
の
予
定
だ
っ
た―

―

し
か
し
︑
時
計
の
針
が
午
後
一
時
を
指
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
彼
は
︑

と
あ
る
部
室
に
い
た
︒

　

椅
子
に
座
り
長
机
を
挟
ん
で
︑
向
か
い
側
に
は
初
対
面
の
女
子
生
徒
が
三
人
並
ん
で
座
っ
て

い
る…

…

は
ず
だ
が
︑
目
の
前
に
置
か
れ
た
山
積
み
の
饅
頭
の
せ
い
で
視
界
は
遮
ら
れ
て
い
た
︒

　

視
界
の
右
半
分
に
女
子
半
分
︒
左
に
も
女
子
半
分
︒
真
ん
中
に
至
っ
て
は
︑
饅
頭
し
か
見
え

な
い
︒

　

さ
て
︑
何
故
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
？

　

時
間
は
本
日
︑
四
月
一
日
の
朝
に
遡
る
︒

︵
続
く…

…

︶

プ
ロ
ロ
ー
グ
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続
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構成

描
写

文体キャラ

世
界
観
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Ｄ－４８Ｄ－４８

著者著者

価格価格

ブースブース

　
　
　
　
　
﹃
報
﹄

　

こ
ん
な
に
美
味
い
も
の
を
食
べ
た
の
は
初
め
て
だ
︑
と
俺
は
思
っ
た
︒

　

目
の
前
に
は
コ
ー
ス
料
理
に
お
け
る
魚
の
メ
イ
ン
︒
ソ
テ
ー
さ
れ
た
白
身
を
一
口
頬
張
る
と
︑
バ
タ
ー
の
香
り
が
全

身
を
駆
け
巡
っ
て
︑
鼻
か
ら
抜
け
る
︒
そ
の
前
に
出
て
来
た
前
菜
も
ス
ー
プ
も
最
高
だ
っ
た
︒
前
菜
は
サ
ラ
ダ
だ
っ
た
︒

俺
か
ら
す
れ
ば
サ
ラ
ダ
な
ん
て
葉
っ
ぱ
の
盛
り
合
わ
せ
ぐ
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
が
︑
そ
の
認
識
は
今
日
変

わ
っ
た
と
言
っ
て
も
良
い
︒

﹁
次
は―

―

﹂

　

ウ
エ
イ
ト
レ
ス
が
︑
料
理
を
運
び
説
明
を
す
る
が
全
く
解
ら
な
か
っ
た
︒
俺
が
解
る
と
し
た
ら
肉
が
牛
な
の
か
︑
豚

な
の
か
︑
鳥
な
の
か
︑
そ
れ
ぐ
ら
い
で
あ
る
︒

　

た
だ
︑
そ
ん
な
俺
で
も
︑
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
料
理
の
前
で
帽
子
を
被
り
な
が
ら
食
事
を
す
る
の
は
申
し
訳
な
く
思

っ
た
︒
だ
が
︑
こ
れ
は
仕
様
み
た
い
な
も
の
だ
︒

　
　
　
　
　

※

　

片
田
舎
に
あ
る
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
レ
ス
ト
ラ
ン
︒
不
便
な
と
こ
ろ
に
あ
る
が
︑
シ
ェ
フ
の
腕
が
良
い
の
で
口
コ
ミ
で
評

判
は
広
が
り
︑
客
入
り
は
上
々
だ
︒

　

店
内
は
テ
ー
ブ
ル
席
は
三
つ
の
み
︒
奥
に
シ
ェ
フ
の
い
る
キ
ッ
チ
ン
が
あ
る
が
︑
席
か
ら
は
見
え
な
い
︒
予
約
は
必

須
で
は
な
い
が
︑
ラ
ン
チ
も
デ
ィ
ナ
ー
も
大
体
満
席
だ
︒
俺
も
今
日
は
予
約
し
て
来
た
︒

　
　
　
　
　

※

　

十
数
分
後
︑
俺
は
食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
︒
こ
れ
も
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
淹
れ
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
︒

嫌
な
苦
味
が
な
く
︑
香
り
高
い
︒
俺
が
い
つ
も
飲
ん
で
い
る
も
の
と
は
天
地
の
差
だ
︒
そ
れ
を
飲
み
な
が
ら
︑
本
日
の

コ
ー
ス
を
振
り
返
っ
て
い
た
︒

　

幸
福
︑
い
や
口
福
だ
っ
た
︒

　
　
　
　
　

※

﹁
ち
ょ
っ
と
良
い
か
な
？
﹂

﹁
は
い
？
﹂

﹁
素
晴
ら
し
い
料
理
だ
っ
た
︒
是
非
と
も
シ
ェ
フ
に
挨
拶
を
し
た
い
ん
だ
が
﹂

　

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
終
え
た
俺
は
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
を
呼
び
つ
け
︑
そ
う
言
っ
た
︒

﹁
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
︒
少
々
︑
お
待
ち
下
さ
い
﹂

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
︒
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
は
丁
寧
に
礼
を
し
︑
奥
の
キ
ッ
チ
ン
へ
と
入
っ
て
行

っ
た
︒
反
対
に
言
っ
た
俺
の
方
は
慣
れ
て
い
な
い
の
で
︑
少
し
緊
張
を
し
て
い
る
︒
恥
か
し
い
限
り
だ
︒

　

狭
い
店
内
だ
︒
シ
ェ
フ
は
す
ぐ
に
出
て
来
た
︒
俺
も
席
を
立
つ
︒

﹁
ど
う
も
︑
私
が―

―

﹂

　

シ
ェ
フ
が
俺
の
前
に
立
っ
た
時
だ
︒
さ
す
が
に
失
礼
だ
ろ
う
︑
と
思
い
︑
俺
は
帽
子
を
取
る
︒
そ
し
て―

―

胸
ポ
ケ

ッ
ト
に
隠
し
て
い
た
拳
銃
を
抜
き
︑
躊
躇
無
く
引
き
金
を
三
回
引
い
た
︒

　

狭
い
店
内
に
は
破
裂
音
の
残
響
︒
そ
し
て
︑
鉛
玉
に
よ
っ
て
倒
れ
る
シ
ェ
フ
︒
そ
ん
な
中
︑
俺
は
硝
煙
の
香
り
が
先

程
ま
で
の
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
を
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で
残
念
に
思
っ
て
い
た
︒

﹁
最
高
だ
っ
た
よ
︑
シ
ェ
フ
﹂

　

俺
は
︑
聞
こ
え
は
し
な
い
賞
賛
の
言
葉
を
彼
に
送
っ
た
︒

　
　
　
　
　
︵
続
く…

…
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﹃
報
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の
レ
ス
ト
ラ
ン
︒
不
便
な
と
こ
ろ
に
あ
る
が
︑
シ
ェ
フ
の
腕
が
良
い
の
で
口
コ
ミ
で
評

判
は
広
が
り
︑
客
入
り
は
上
々
だ
︒

　

店
内
は
テ
ー
ブ
ル
席
は
三
つ
の
み
︒
奥
に
シ
ェ
フ
の
い
る
キ
ッ
チ
ン
が
あ
る
が
︑
席
か
ら
は
見
え
な
い
︒
予
約
は
必

須
で
は
な
い
が
︑
ラ
ン
チ
も
デ
ィ
ナ
ー
も
大
体
満
席
だ
︒
俺
も
今
日
は
予
約
し
て
来
た
︒

　
　
　
　
　

※

　

十
数
分
後
︑
俺
は
食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
︒
こ
れ
も
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
淹
れ
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
︒

嫌
な
苦
味
が
な
く
︑
香
り
高
い
︒
俺
が
い
つ
も
飲
ん
で
い
る
も
の
と
は
天
地
の
差
だ
︒
そ
れ
を
飲
み
な
が
ら
︑
本
日
の

コ
ー
ス
を
振
り
返
っ
て
い
た
︒

　

幸
福
︑
い
や
口
福
だ
っ
た
︒

　
　
　
　
　

※

﹁
ち
ょ
っ
と
良
い
か
な
？
﹂

﹁
は
い
？
﹂

﹁
素
晴
ら
し
い
料
理
だ
っ
た
︒
是
非
と
も
シ
ェ
フ
に
挨
拶
を
し
た
い
ん
だ
が
﹂

　

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
終
え
た
俺
は
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
を
呼
び
つ
け
︑
そ
う
言
っ
た
︒

﹁
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
︒
少
々
︑
お
待
ち
下
さ
い
﹂

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
︒
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
は
丁
寧
に
礼
を
し
︑
奥
の
キ
ッ
チ
ン
へ
と
入
っ
て
行

っ
た
︒
反
対
に
言
っ
た
俺
の
方
は
慣
れ
て
い
な
い
の
で
︑
少
し
緊
張
を
し
て
い
る
︒
恥
か
し
い
限
り
だ
︒

　

狭
い
店
内
だ
︒
シ
ェ
フ
は
す
ぐ
に
出
て
来
た
︒
俺
も
席
を
立
つ
︒

﹁
ど
う
も
︑
私
が―

―

﹂

　

シ
ェ
フ
が
俺
の
前
に
立
っ
た
時
だ
︒
さ
す
が
に
失
礼
だ
ろ
う
︑
と
思
い
︑
俺
は
帽
子
を
取
る
︒
そ
し
て―

―

胸
ポ
ケ

ッ
ト
に
隠
し
て
い
た
拳
銃
を
抜
き
︑
躊
躇
無
く
引
き
金
を
三
回
引
い
た
︒

　

狭
い
店
内
に
は
破
裂
音
の
残
響
︒
そ
し
て
︑
鉛
玉
に
よ
っ
て
倒
れ
る
シ
ェ
フ
︒
そ
ん
な
中
︑
俺
は
硝
煙
の
香
り
が
先

程
ま
で
の
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
を
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で
残
念
に
思
っ
て
い
た
︒

﹁
最
高
だ
っ
た
よ
︑
シ
ェ
フ
﹂

　

俺
は
︑
聞
こ
え
は
し
な
い
賞
賛
の
言
葉
を
彼
に
送
っ
た
︒

　
　
　
　
　
︵
続
く…

…

︶
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著者著者

価格価格

ブースブース

　

青
い
目
が
見
開
か
れ
る
︒
視
界
に
撒
か
れ
る
爆
薬
︒
焦
点
は
信
管
︒
容
赦
な
く
繰
り
出
さ
れ

た
空
間
の
暴
力
に
男
が
吠
え
る
よ
う
に
耐
え
る
︒
流
れ
る
血
か
ら
黒
い
不
吉
が
形
成
さ
れ
視
線

の
主
に
迫
る
が
︑
再
度
広
い
視
野
で
一
瞥
︒
大
き
く
空
間
を
揺
る
が
し
な
が
ら
爆
縮
が
巻
き
起

こ
り
︑
黒
い
不
吉
を
ま
と
め
て
男
の
元
へ
叩
き
返
す
︒
そ
の
ま
ま
視
線
を
外
さ
ず
ギ
リ
ギ
リ
と

締
め
上
げ
る
よ
う
に
断
続
的
な
爆
縮
を
繰
り
返
し
て
い
く
︒

﹁
ぅ
ぐ…
…

っ―
―
―

も
う
︑
す
ぐ
だ    

﹂

　

唇
を
咬
む
︒
血
が
滴
る
︒
そ
れ
を
黒
い
刃
の
文
字
に
滴
り
落
と
す
︒
赤
く
︑
な
ぞ
ら
れ
る
文

字
列
︒
刃
を
逆
手
に
構
え
︑
ぺ
ろ
り
と
流
れ
る
血
を
舌
な
め
ず
り
︒
赤
い
紅
を
引
い
た
よ
う
に

私
の
唇
が
深
紅
に
染
ま
る
︒

﹁―
―
―

っ    

﹂

　

声
に
な
ら
な
い
う
め
き
声
を
あ
げ
な
が
ら
少
女
が
焦
点
を
さ
ら
に
絞
り
あ
げ
る
︒
巻
き
起
こ

る
空
気
の
爆
発
︒
抜
け
殻
の
よ
う
に
崩
れ
落
ち
る
大
男
︒
ゴ
ロ
ン
︑
と
鉈
が
床
に
転
が
り
落
ち

る
︒
そ
し
て
︑
そ
の
口
か
ら
大
量
の
黒
い
不
吉
が
溢
れ
出
し
た
︒

　

足
に
力
を
入
れ
る
︒
腰
を
落
と
す
︒
地
を
蹴
る
︒
這
う
よ
う
に
低
く
︒
流
れ
る
よ
う
に
速
く
︒

滑
り
込
む
よ
う
に
黒
い
不
吉
に
迫
り
︑
先
兵
の
よ
う
に
飛
来
す
る
欠
片
を
一
つ
︑
二
つ
と
︑
コ

マ
の
よ
う
に
体
を
回
転
さ
せ
て
回
避
す
る
︒
そ
し
て
本
体
︒
不
吉
の
塊
︒

　

意
識
を
整
え
る
︒
視
界
を
研
ぎ
澄
ま
す
︒
ア
ン
バ
ー
の
瞳
が
透
き
通
る
感
覚
︒
も
っ
と
だ
︒

も
う
一
歩
！

　

心
臓
が
早
鐘
を
打
つ
︒
血
液
が
暴
れ
出
す
︒
頭
痛
が
す
る
︒
吐
気
が
収
ま
ら
な
い
︒
脳
が
沸

騰
す
る
︒
視
神
経
が
焼
き
切
れ
そ
う
な
程
の
情
報
量
︒
そ
れ
を
視
覚
で
は
な
く
感
覚
で
処
理
し

て
い
く
︒
捉
え
る
の
は
不
吉
の
本
質
︒
見
つ
め
る
の
は
世
界
と
の
繋
が
り
︒
そ
の
も
の
が
存
在

す
る
在
り
方
︒
ど
こ
を
削
い
で
︑
ど
こ
を
切
除
し
て
︑
ど
こ
を
貫
け
ば
ソ
レ
を
切
除
出
来
る
の

か
を
︒

　

見
え
た
ら
後
は
︑
そ
れ
を
切
り
取
る
だ
け
︒

　

ざ
く
ざ
く
じ
ょ
き
ん
っ
て
ね
︒

　

青
い
目
が
見
開
か
れ
る
︒
視
界
に
撒
か
れ
る
爆
薬
︒
焦
点
は
信
管
︒
容
赦
な
く
繰
り
出
さ
れ

た
空
間
の
暴
力
に
男
が
吠
え
る
よ
う
に
耐
え
る
︒
流
れ
る
血
か
ら
黒
い
不
吉
が
形
成
さ
れ
視
線

の
主
に
迫
る
が
︑
再
度
広
い
視
野
で
一
瞥
︒
大
き
く
空
間
を
揺
る
が
し
な
が
ら
爆
縮
が
巻
き
起

こ
り
︑
黒
い
不
吉
を
ま
と
め
て
男
の
元
へ
叩
き
返
す
︒
そ
の
ま
ま
視
線
を
外
さ
ず
ギ
リ
ギ
リ
と

締
め
上
げ
る
よ
う
に
断
続
的
な
爆
縮
を
繰
り
返
し
て
い
く
︒

﹁
ぅ
ぐ…
…

っ―
―
―

も
う
︑
す
ぐ
だ    

﹂

　

唇
を
咬
む
︒
血
が
滴
る
︒
そ
れ
を
黒
い
刃
の
文
字
に
滴
り
落
と
す
︒
赤
く
︑
な
ぞ
ら
れ
る
文

字
列
︒
刃
を
逆
手
に
構
え
︑
ぺ
ろ
り
と
流
れ
る
血
を
舌
な
め
ず
り
︒
赤
い
紅
を
引
い
た
よ
う
に

私
の
唇
が
深
紅
に
染
ま
る
︒

﹁―
―
―

っ    

﹂

　

声
に
な
ら
な
い
う
め
き
声
を
あ
げ
な
が
ら
少
女
が
焦
点
を
さ
ら
に
絞
り
あ
げ
る
︒
巻
き
起
こ

る
空
気
の
爆
発
︒
抜
け
殻
の
よ
う
に
崩
れ
落
ち
る
大
男
︒
ゴ
ロ
ン
︑
と
鉈
が
床
に
転
が
り
落
ち

る
︒
そ
し
て
︑
そ
の
口
か
ら
大
量
の
黒
い
不
吉
が
溢
れ
出
し
た
︒

　

足
に
力
を
入
れ
る
︒
腰
を
落
と
す
︒
地
を
蹴
る
︒
這
う
よ
う
に
低
く
︒
流
れ
る
よ
う
に
速
く
︒

滑
り
込
む
よ
う
に
黒
い
不
吉
に
迫
り
︑
先
兵
の
よ
う
に
飛
来
す
る
欠
片
を
一
つ
︑
二
つ
と
︑
コ

マ
の
よ
う
に
体
を
回
転
さ
せ
て
回
避
す
る
︒
そ
し
て
本
体
︒
不
吉
の
塊
︒

　

意
識
を
整
え
る
︒
視
界
を
研
ぎ
澄
ま
す
︒
ア
ン
バ
ー
の
瞳
が
透
き
通
る
感
覚
︒
も
っ
と
だ
︒

も
う
一
歩
！

　

心
臓
が
早
鐘
を
打
つ
︒
血
液
が
暴
れ
出
す
︒
頭
痛
が
す
る
︒
吐
気
が
収
ま
ら
な
い
︒
脳
が
沸

騰
す
る
︒
視
神
経
が
焼
き
切
れ
そ
う
な
程
の
情
報
量
︒
そ
れ
を
視
覚
で
は
な
く
感
覚
で
処
理
し

て
い
く
︒
捉
え
る
の
は
不
吉
の
本
質
︒
見
つ
め
る
の
は
世
界
と
の
繋
が
り
︒
そ
の
も
の
が
存
在

す
る
在
り
方
︒
ど
こ
を
削
い
で
︑
ど
こ
を
切
除
し
て
︑
ど
こ
を
貫
け
ば
ソ
レ
を
切
除
出
来
る
の

か
を
︒

　

見
え
た
ら
後
は
︑
そ
れ
を
切
り
取
る
だ
け
︒

　

ざ
く
ざ
く
じ
ょ
き
ん
っ
て
ね
︒

!!!!

!!!!
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著者著者

価格価格

ブースブース

　

小
銃
が
三
度
動
い
た
︒

　

赤
く
︑
黒
く
︑
す
る
ど
く
︒
弾
丸
は
俺
の
身
体
を
貫
通
す
る
︒
内
臓
あ
た
り
が
や
ら
れ
た
だ

ろ
う
か
︒

　

し
か
し
︑
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
の
作
用
か
ら
か
肉
体
は
痛
み
を
訴
え
な
い
︒

　

ま
だ
や
れ
る
な
︒

　

瞬
間
的
に
判
断
し
︑
俺
は
向
か
っ
て
く
る
弾
丸
を
避
け
ず
に
︑
銃
弾
の
射
手
を
両
手
に
抱
え

た
銃
剣
で
突
い
た
︒
黒
い
防
弾
服
を
着
た
中
年
男
の
心
臓
を
一
突
き
す
る
と
︑
裂
く
よ
う
に
上

へ
と
刃
を
振
り
上
げ
る
︒
噴
き
出
す
鮮
血
が
白
刃
を
赤
く
染
め
て
い
っ
た
︒

　

ど
う
や
ら
︑
警
備
兵
と
い
え
ど
実
戦
経
験
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
だ
︒
こ
れ
な
ら
︑
何
人
か
ま

と
め
て
現
わ
れ
て
も
︑
十
分
に
対
応
で
き
る
︒

　

中
央
省
庁
特
注
の
防
弾
服
は
厄
介
だ
が
︑
急
襲
に
慣
れ
て
い
な
い
相
手
と
も
な
れ
ば
間
合
い

を
詰
め
る
の
は
簡
単
だ
っ
た
︒
彼
ら
の
銃
を
持
つ
手
が
震
え
て
い
る
た
め
︑
ま
ず
急
所
に
は
当

た
ら
な
い
の
だ
︒
そ
こ
を
利
用
し
て
︑
小
さ
な
カ
ー
ブ
を
描
く
よ
う
に
突
撃
す
れ
ば
︑
接
近
し

て
喉
首
に
刃
を
立
て
る
の
は
た
や
す
い
︒

　

対
象
を
殺
害
し
た
の
を
確
認
す
る
と
︑
俺
は
人
民
管
理
省
の
さ
ら
に
深
奥
へ
と
向
か
っ
て
い

く
︒

　

そ
こ
か
ら
数
名
の
警
備
兵
を
殲
滅
し
︑
無
機
質
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
床
を
駆
け
る
と
︑
出

迎
え
る
よ
う
に
し
て
自
動
開
閉
の
ド
ア
が
開
く
︒

　

五
十
人
ほ
ど
の
人
員
が
作
業
で
き
る
広
々
と
し
た
一
室
︒
こ
こ
が
中
央
管
理
室
だ
︒
し
か
し
︑

こ
の
大
事
に
も
う
人
は
出
払
っ
て
い
る
よ
う
で
︑
管
理
室
に
は
誰
も
お
ら
ず
︑
警
報
音
だ
け
が

け
た
た
ま
し
く
空
間
を
埋
め
て
い
た
︒

﹁
Ａ
Ｕ
Ｒ
Ａ
よ
り
命
の
ほ
う
が
惜
し
い
か
︒
ま
︑
こ
ち
ら
と
し
て
も
そ
の
ほ
う
が
助
か
る
﹂

　

誰
も
い
な
い
部
屋
で
そ
う
一
人
ご
ち
る
と
︑
さ
っ
そ
く
中
央
管
理
室
か
ら
通
じ
る
非
常
階
段

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
銃
弾
で
破
壊
し
て
︑
上
へ
︒

　

Ａ
Ｕ
Ｒ
Ａ
の
い
る
六
十
階
ま
で
︑
階
段
を
使
え
ば
あ
と
十
分
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
︒

　

す
こ
し
身
体
が
痛
く
な
り
は
じ
め
た
︒

　

し
か
し
︑
あ
と
十
分
も
あ
れ
ば
十
分
だ
︒

　

小
銃
が
三
度
動
い
た
︒

　

赤
く
︑
黒
く
︑
す
る
ど
く
︒
弾
丸
は
俺
の
身
体
を
貫
通
す
る
︒
内
臓
あ
た
り
が
や
ら
れ
た
だ

ろ
う
か
︒

　

し
か
し
︑
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
の
作
用
か
ら
か
肉
体
は
痛
み
を
訴
え
な
い
︒

　

ま
だ
や
れ
る
な
︒

　

瞬
間
的
に
判
断
し
︑
俺
は
向
か
っ
て
く
る
弾
丸
を
避
け
ず
に
︑
銃
弾
の
射
手
を
両
手
に
抱
え

た
銃
剣
で
突
い
た
︒
黒
い
防
弾
服
を
着
た
中
年
男
の
心
臓
を
一
突
き
す
る
と
︑
裂
く
よ
う
に
上

へ
と
刃
を
振
り
上
げ
る
︒
噴
き
出
す
鮮
血
が
白
刃
を
赤
く
染
め
て
い
っ
た
︒

　

ど
う
や
ら
︑
警
備
兵
と
い
え
ど
実
戦
経
験
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
だ
︒
こ
れ
な
ら
︑
何
人
か
ま

と
め
て
現
わ
れ
て
も
︑
十
分
に
対
応
で
き
る
︒

　

中
央
省
庁
特
注
の
防
弾
服
は
厄
介
だ
が
︑
急
襲
に
慣
れ
て
い
な
い
相
手
と
も
な
れ
ば
間
合
い

を
詰
め
る
の
は
簡
単
だ
っ
た
︒
彼
ら
の
銃
を
持
つ
手
が
震
え
て
い
る
た
め
︑
ま
ず
急
所
に
は
当

た
ら
な
い
の
だ
︒
そ
こ
を
利
用
し
て
︑
小
さ
な
カ
ー
ブ
を
描
く
よ
う
に
突
撃
す
れ
ば
︑
接
近
し

て
喉
首
に
刃
を
立
て
る
の
は
た
や
す
い
︒

　

対
象
を
殺
害
し
た
の
を
確
認
す
る
と
︑
俺
は
人
民
管
理
省
の
さ
ら
に
深
奥
へ
と
向
か
っ
て
い

く
︒

　

そ
こ
か
ら
数
名
の
警
備
兵
を
殲
滅
し
︑
無
機
質
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
床
を
駆
け
る
と
︑
出

迎
え
る
よ
う
に
し
て
自
動
開
閉
の
ド
ア
が
開
く
︒

　

五
十
人
ほ
ど
の
人
員
が
作
業
で
き
る
広
々
と
し
た
一
室
︒
こ
こ
が
中
央
管
理
室
だ
︒
し
か
し
︑

こ
の
大
事
に
も
う
人
は
出
払
っ
て
い
る
よ
う
で
︑
管
理
室
に
は
誰
も
お
ら
ず
︑
警
報
音
だ
け
が

け
た
た
ま
し
く
空
間
を
埋
め
て
い
た
︒

﹁
Ａ
Ｕ
Ｒ
Ａ
よ
り
命
の
ほ
う
が
惜
し
い
か
︒
ま
︑
こ
ち
ら
と
し
て
も
そ
の
ほ
う
が
助
か
る
﹂

　

誰
も
い
な
い
部
屋
で
そ
う
一
人
ご
ち
る
と
︑
さ
っ
そ
く
中
央
管
理
室
か
ら
通
じ
る
非
常
階
段

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
銃
弾
で
破
壊
し
て
︑
上
へ
︒

　

Ａ
Ｕ
Ｒ
Ａ
の
い
る
六
十
階
ま
で
︑
階
段
を
使
え
ば
あ
と
十
分
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
︒

　

す
こ
し
身
体
が
痛
く
な
り
は
じ
め
た
︒

　

し
か
し
︑
あ
と
十
分
も
あ
れ
ば
十
分
だ
︒



﹁
君
が
風
を
掴
む
と
き
﹂

　
街
を
繋
ぐ
商
隊
︑
連
街
衆
が
今
日
も
今

日
と
て
旅
を
す
る
︒
あ
る
日
︑
隊
の
長
で

あ
る
旭
は
風
に
滲
む
不
穏
の
色
を
見
た
︒

風
は
新
た
な
風
を
よ
び
︑
旭
は
仲
間
達
と

と
も
に
ひ
と
つ
の
運
命
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
く
︒
運
命
が
行
き
着
く
先
︑
彼
ら
は
何

を
見
て
︑
何
を
選
ぶ
の
か
？

　
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
で
す
︒
番
外
と
し

て
本
作
品
の
世
界
を
彩
る
歌
を
三
つ
︑
挿

絵
を
交
え
て
収
録
し
た
﹁
と
も
う
た
綴
り
﹂

も
あ
り
ま
す
︒

あ
づ
み
伊
織

︵
藍
色
横
町
：D-54

︶

︵
紹
介
者
：
あ
づ
み
伊
織
︶

﹁
世
界
革
命
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
﹂

木
野
誠
太
郎

︵
少
女
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
：D-53

︶

　
い
つ
も
小
説
の
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
を
攻

め
て
く
る
作
者
は
︑
今
回
ど
ん
な
も
の
を
書

い
て
く
る
の
か
楽
し
み
︒

︵
紹
介
者
：
弍
杏
︶ ﹁M

ETEOR EP

﹂

　
と
に
か
く
女
の
子
が
可
愛
い
︒

　
外
見
や
仕
草
の
描
写
が
適
切
な
場
面
で
適

切
に
書
き
込
ま
れ
て
い
て
︑
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
︒

　
細
か
く
幻
想
的
な
世
界
の
中
で
女
の
子
が

﹁
動
い
て
﹂
い
る
の
が
た
ま
ら
な
く
可
愛
い
︒

　
特
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
が
一
作
品
目
︑

﹁
青
空
さ
ん
の
メ
テ
オ
﹂︒
青
空
さ
ん
が
︑
す

ご
く
か
わ
い
い
︒
そ
れ
が
全
て
だ
が
︑
唯
一

で
は
な
い
︒
ふ
わ
ふ
わ
の
青
春
で
す
︒

　
メ
テ
オ
の
代
わ
り
に
少
女
が
落
ち
て
き
そ

う
な
夜
に
︒

︵
紹
介
者
：
に
ゃ
ん
し
ー
︶

招
か
れ
巻
き
込
ま
れ
た
運
命
と
︑

己
が
道
を
選
ぶ
意
志
の
物
語

次
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
本

と
っ
て
も
可
愛
い
女
の
子

﹁
腐
女
子
探
偵
び
わ
子
事
件
録
﹂

　
　
滋
賀
県
の
と
あ
る
温
泉
宿
を
訪
れ
た

〝
び
わ
子
〟
と
〝
ひ
子
姉
〟
︒
そ
ん
な
二

人
を
待
ち
受
け
い
た
の
は
︑
イ
ケ
メ
ン
三

人+

妹
と
い
う
珍
妙
な
客
で
︑︑︑　

　
ど
ん
な
難
事
件
も
び
わ
子
の
８
０
１
脳

に
か
か
れ
ば
一
発
解
決
！　
一
般
人
で
は

想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
ぶ
っ
と
ん
だ
妄

想
回
路
で
真
実
を
見
抜
く
！

﹁
あ
ぁ
～
︑
あ
れ
は
完
璧
に
受
け
だ
ね
︒
そ

れ
も
ヘ
タ
レ
受
け
﹂

　

…
…

み
ぬ
く
？

時
邑
亜
希

︵
猫
舌
連
盟
：D-49

︶

︵
紹
介
者
：
時
邑
亜
希
︶

琵
琶
湖
擬
人
化×

腐
女
子
ミ
ス
テ
リ
ー

木
野
誠
太
郎

︵
少
女
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
：D-53

︶





B-07　ます @ レインボー
D-19　ひつじのいえ
D-20　すみだ はな
D-21　おおよど漫画制作所
D-22　さいたま養豚場
D-23　どんつき A 町
D-24　ふしぎな隣人たち

児
童
文
学

絵
本

た
っ
た
３
分　

読
む
だ
け
で
わ
か
る
！

二
兎
の
追
い
か
た
︑
得
か
た
の
基
本
が
身
に
つ
く
！

こ
ん
な
わ
た
し
で
も
簡
単
に
二
兎
を
得
ら
れ
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

—
—

﹁
二
兎
を
追
い
二
兎
を
得
る
人
の
た
め
の
実
践
的
メ
ソ
ッ
ド
１
０
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
著
者
：
未
衣
子
︶
抜
粋
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蒼茫のゼロとイチ、ラストは真剣にやらなきゃ

構成…構成… Ｂ

合同企画の文学集、四作者の世界を合同企画の文学集、四作者の世界を

ツイッター：@masu_rainbow

ウェブサイト：
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描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…
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Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

４００円４００円
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著者著者

価格価格

ブースブース

　
　
　
﹃
蒼
茫
の
メ
モ
リ
ー
ズ
﹄

　

闇
の
奥
︑
大
火
が
揺
れ
る
︒
真
夏
の
大
気
は
焼
か
れ
て
︑
乾
き
き
っ
て
い
た
︒
悲
鳴
と
怒
声

の
大
合
唱
が
始
ま
っ
て
久
し
い
︒

﹃
司
令
部(

Ｈ
Ｑ)

よ
り
各
位
︒
司
令
部(

Ｈ
Ｑ)

よ
り
各
位
︒
当
該
目
標
を
速
や
か
に
無
力
化

せ
よ
︒
繰
り
返
す
︒
当
該
目
標
を
速
や
か
に―

―

﹄

　

簡
単
に
言
っ
て
く
れ
る
︒

　
　
　
﹃
ゼ
ロ
と
イ
チ
の
世
界
﹄

　

目
の
前
は
一
面
の
白
︒
荒
れ
狂
う
雪
︑
吹
き
荒
ぶ
寒
風
︒
体
温
を
容
赦
な
く
奪
う
︒
先
ほ
ど

ま
で
小
刻
み
に
震
え
て
い
た
手
足
も
︑
今
で
は
全
く
感
覚
が
な
い
︒
自
分
の
身
体
で
は
な
い
よ

う
な
錯
覚
︒
あ
あ
︑
防
寒
具
が
ま
る
で
役
に
立
た
な
い
︒
そ
れ
で
も
進
ま
な
い
と
い
け
な
い
︒

あ
の
人
を
︑
あ
の
人
を
探
さ
な
く
て
は
︒
朦
朧
と
し
た
意
識
の
中
︑
鉛
の
よ
う
に
重
た
い
両
足

を
動
か
す
︒
最
早
︑
気
力
と
意
地
だ
︒

　
　
　
﹃
ラ
ス
ト
ピ
ッ
チ
﹄

　

次
の
サ
イ
ン
が
出
た
︒
捕
手
の
要
求
は
内
角
だ
っ
た
︒
低
目
へ
の
チ
ェ
ン
ジ
ア
ッ
プ
︒
鷹
見

は
首
を
横
に
振
っ
た
︒
大
卒
三
年
目
の
若
い
捕
手
は
︑
ち
っ
と
も
こ
ち
ら
の
好
み
を
覚
え
よ
う

と
し
な
い
︒

　
　
　
﹃
真
剣
に
や
ら
な
き
ゃ
帰
っ
て
来
な
く
て
構
わ
な
い
﹄

　

足
に
ま
と
わ
り
つ
く
泥
を
振
り
払
い
も
せ
ず
さ
ら
に
ぬ
か
る
み
に
勢
い
よ
く
踏
み
込
む
︒
そ

の
一
歩
が
沈
む
前
に
さ
ら
に
先
へ
と
反
対
側
の
足
を
の
ば
す
︒
ぬ
め
り
を
伴
う
音
は
︑
自
分
の

上
が
っ
た
呼
吸
に
か
き
消
さ
れ
て
耳
に
は
届
か
な
い
の
に
︑
そ
の
音
が
脳
の
奥
ま
で
染
み
込
ん

で
侵
食
す
る
︒
お
か
し
い
だ
ろ
︒

　
　
　
﹃
蒼
茫
の
メ
モ
リ
ー
ズ
﹄

　

闇
の
奥
︑
大
火
が
揺
れ
る
︒
真
夏
の
大
気
は
焼
か
れ
て
︑
乾
き
き
っ
て
い
た
︒
悲
鳴
と
怒
声

の
大
合
唱
が
始
ま
っ
て
久
し
い
︒

﹃
司
令
部(

Ｈ
Ｑ)

よ
り
各
位
︒
司
令
部(

Ｈ
Ｑ)

よ
り
各
位
︒
当
該
目
標
を
速
や
か
に
無
力
化

せ
よ
︒
繰
り
返
す
︒
当
該
目
標
を
速
や
か
に―

―

﹄

　

簡
単
に
言
っ
て
く
れ
る
︒

　
　
　
﹃
ゼ
ロ
と
イ
チ
の
世
界
﹄

　

目
の
前
は
一
面
の
白
︒
荒
れ
狂
う
雪
︑
吹
き
荒
ぶ
寒
風
︒
体
温
を
容
赦
な
く
奪
う
︒
先
ほ
ど

ま
で
小
刻
み
に
震
え
て
い
た
手
足
も
︑
今
で
は
全
く
感
覚
が
な
い
︒
自
分
の
身
体
で
は
な
い
よ

う
な
錯
覚
︒
あ
あ
︑
防
寒
具
が
ま
る
で
役
に
立
た
な
い
︒
そ
れ
で
も
進
ま
な
い
と
い
け
な
い
︒

あ
の
人
を
︑
あ
の
人
を
探
さ
な
く
て
は
︒
朦
朧
と
し
た
意
識
の
中
︑
鉛
の
よ
う
に
重
た
い
両
足

を
動
か
す
︒
最
早
︑
気
力
と
意
地
だ
︒

　
　
　
﹃
ラ
ス
ト
ピ
ッ
チ
﹄

　

次
の
サ
イ
ン
が
出
た
︒
捕
手
の
要
求
は
内
角
だ
っ
た
︒
低
目
へ
の
チ
ェ
ン
ジ
ア
ッ
プ
︒
鷹
見

は
首
を
横
に
振
っ
た
︒
大
卒
三
年
目
の
若
い
捕
手
は
︑
ち
っ
と
も
こ
ち
ら
の
好
み
を
覚
え
よ
う

と
し
な
い
︒

　
　
　
﹃
真
剣
に
や
ら
な
き
ゃ
帰
っ
て
来
な
く
て
構
わ
な
い
﹄

　

足
に
ま
と
わ
り
つ
く
泥
を
振
り
払
い
も
せ
ず
さ
ら
に
ぬ
か
る
み
に
勢
い
よ
く
踏
み
込
む
︒
そ

の
一
歩
が
沈
む
前
に
さ
ら
に
先
へ
と
反
対
側
の
足
を
の
ば
す
︒
ぬ
め
り
を
伴
う
音
は
︑
自
分
の

上
が
っ
た
呼
吸
に
か
き
消
さ
れ
て
耳
に
は
届
か
な
い
の
に
︑
そ
の
音
が
脳
の
奥
ま
で
染
み
込
ん

で
侵
食
す
る
︒
お
か
し
い
だ
ろ
︒
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構成…構成… Ｅ

見える世界が変わっても世界自体は変わらない。見える世界が変わっても世界自体は変わらない。

ツイッター：@Nathan_yade

ウェブサイト：http://honyasan.net/mypage/3122
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描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…
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Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観
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著者著者

価格価格

ブースブース

―
―

　

プ
ロ
ロ
ー
グ　

―
―

　

声
が
︑
聞
こ
え
た
︒

　

暗
月
の
深
夜
︑
天
か
ら
注
ぐ
明
か
り
は
脆
く
︑
足
元
は
冷
た
い
闇
に
沈
ん
で
い
る
︒

　

朝
に
向
か
い
露
を
溜
め
る
準
備
を
始
め
た
木
々
の
葉
の
甘
い
匂
い
と
︑
違
和
感
を
覚
え
る
よ

う
な
鼻
に
刺
さ
る
臭
い
が
混
じ
り
︑
自
分
の
表
情
が
歪
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
︒

﹁
ナ
ァ
︑
ソ
ン
ナ
命
乞
イ
ハ
昔
ヤ
ッ
タ
ヨ
︒
デ
モ
ナ
︑
助
ケ
ル
コ
ト
出
来
ナ
イ
︒
ま
す
た
ー
デ

ナ
イ
カ
ラ
ナ
﹂

　

そ
の
声
は
ま
る
で
意
思
を
持
た
な
い
音
の
羅
列
に
し
か
聞
こ
え
な
い
︒

　

耳
触
り
で
不
快
で
︑
そ
の
後
に
聞
こ
え
る
鋭
く
高
い
声
も
︑
不
快
で
し
か
な
い
︒

﹁
マ
ダ
居
タ
ノ
カ
？　

コ
レ
デ
︑
五
人
目
﹂

　

明
か
り
は
届
か
な
い
︒

　

そ
れ
な
の
に
︑
色
を
無
く
し
た
か
の
よ
う
な
声
の
主
の
髪
色
だ
け
は
は
っ
き
り
と
認
識
出
来

た
︒

　

高
い
背
︑
そ
の
体
中
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
刺
激
の
あ
る
臭
い
︑
そ
し
て
︑
い
び
つ
な
笑

い
が
耳
に
つ
く
︒

　

さ
っ
き
ま
で
な
ん
の
意
思
も
感
じ
取
れ
な
か
っ
た
音
は
︑
五
人
目
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
急

に
色
づ
い
た
︒

﹁
そ
ろ
そ
ろ
︑
チ
カ
ラ
も
つ
い
て
キ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
？　

ま
ぁ
︑
ア
ト
ヒ
ト
リ
く
ら
い
か
﹂

　

た
だ
︑
音
に
感
情
が
込
め
ら
れ
た
か
ら
ど
う
だ
と
い
う
ん
だ
ろ
う
か
︒

　

そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
︑
自
分
に
と
っ
て
は
た
だ
︑
今
と
い
う
時
間
が―

―

不
快
だ
っ
た
︒

―
―

　

プ
ロ
ロ
ー
グ　

―
―

　

声
が
︑
聞
こ
え
た
︒

　

暗
月
の
深
夜
︑
天
か
ら
注
ぐ
明
か
り
は
脆
く
︑
足
元
は
冷
た
い
闇
に
沈
ん
で
い
る
︒

　

朝
に
向
か
い
露
を
溜
め
る
準
備
を
始
め
た
木
々
の
葉
の
甘
い
匂
い
と
︑
違
和
感
を
覚
え
る
よ

う
な
鼻
に
刺
さ
る
臭
い
が
混
じ
り
︑
自
分
の
表
情
が
歪
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
︒

﹁
ナ
ァ
︑
ソ
ン
ナ
命
乞
イ
ハ
昔
ヤ
ッ
タ
ヨ
︒
デ
モ
ナ
︑
助
ケ
ル
コ
ト
出
来
ナ
イ
︒
ま
す
た
ー
デ

ナ
イ
カ
ラ
ナ
﹂

　

そ
の
声
は
ま
る
で
意
思
を
持
た
な
い
音
の
羅
列
に
し
か
聞
こ
え
な
い
︒

　

耳
触
り
で
不
快
で
︑
そ
の
後
に
聞
こ
え
る
鋭
く
高
い
声
も
︑
不
快
で
し
か
な
い
︒

﹁
マ
ダ
居
タ
ノ
カ
？　

コ
レ
デ
︑
五
人
目
﹂

　

明
か
り
は
届
か
な
い
︒

　

そ
れ
な
の
に
︑
色
を
無
く
し
た
か
の
よ
う
な
声
の
主
の
髪
色
だ
け
は
は
っ
き
り
と
認
識
出
来

た
︒

　

高
い
背
︑
そ
の
体
中
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
刺
激
の
あ
る
臭
い
︑
そ
し
て
︑
い
び
つ
な
笑

い
が
耳
に
つ
く
︒

　

さ
っ
き
ま
で
な
ん
の
意
思
も
感
じ
取
れ
な
か
っ
た
音
は
︑
五
人
目
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
急

に
色
づ
い
た
︒

﹁
そ
ろ
そ
ろ
︑
チ
カ
ラ
も
つ
い
て
キ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
？　

ま
ぁ
︑
ア
ト
ヒ
ト
リ
く
ら
い
か
﹂

　

た
だ
︑
音
に
感
情
が
込
め
ら
れ
た
か
ら
ど
う
だ
と
い
う
ん
だ
ろ
う
か
︒

　

そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
︑
自
分
に
と
っ
て
は
た
だ
︑
今
と
い
う
時
間
が―

―

不
快
だ
っ
た
︒



児童文学 大衆小説 実用書

二兎を追い二兎を得る人のための

構成…構成… Ｅ

百兎だって夢じゃない！百兎だって夢じゃない！

ツイッター：@315meow

ウェブサイト：http://mascon33.com/

未衣子未衣子

描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…

世界観…世界観…

Ｅ

Ｅ

Ａ

Ｅ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

４００円４００円

Ｄ－２２Ｄ－２２

著者著者

価格価格

ブースブース

実践的メソッド１０

た
っ
た
３
分　

読
む
だ
け
で
わ
か
る
！

二
兎
の
追
い
か
た
︑
得
か
た
の
基
本
が
身
に
つ
く
！

こ
ん
な
わ
た
し
で
も
簡
単
に
二
兎
を
得
ら
れ
ま
し
た
！

た
っ
た
３
分　

読
む
だ
け
で
わ
か
る
！

二
兎
の
追
い
か
た
︑
得
か
た
の
基
本
が
身
に
つ
く
！

こ
ん
な
わ
た
し
で
も
簡
単
に
二
兎
を
得
ら
れ
ま
し
た
！





B-09　S.Y.S. 文学分室
B-10　SiestaWeb
C-27　雪花伽
C-28　Anonymous Bookstore

ミ
ス
テ
リ
ー

﹁
城
ノ
内
さ
ん
﹂

　

コ
ン
ビ
ニ
製
の
昼
食
を
と
っ
く
に
終
え
た
午
後
一
番
︑
仕
事
を
再
開
し
た
私
は
︑
視
界
の
端
っ
こ

で
や
る
気
な
さ
そ
う
に
携
帯
を
見
て
い
る
上
司
へ
声
を
か
け
た
︒

﹁
浅
羽
さ
ん
も
う
来
ら
れ
ま
す
よ
︒
準
備
し
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
﹂

﹁
あ
ー
︑﹂

　

上
司
は
ち
ら
り
と
時
計
に
目
を
や
り
︑

﹁…
…

そ
だ
ね
﹂

　

た
め
息
交
じ
り
に
そ
う
言
っ
て
︑
の
ろ
の
ろ
と
腰
を
上
げ
る
︒
傍
ら
の
ロ
ッ
カ
ー
か
ら
上
着
を
取

り
出
し
て
袖
を
通
す
そ
の
表
情
が
︑
心
の
内
を
き
れ
い
に
物
語
っ
て
い
た
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

—
—

﹁
城
ノ
内
探
偵
事
務
所-Secret-

﹂︵
著
者
：
桂
瀬
衣
緒
︶
抜
粋
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ミステリー ライトノベル 文学作品考察

江戸川悠の考察教室

構成…構成… Ｄ

『羅生門』に込められた真意を江戸川が暴く―『羅生門』に込められた真意を江戸川が暴く―

ツイッター：@minahiton

ウェブサイト：http://sakaiya.client.jp/

堺屋皆人堺屋皆人

描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…

世界観…世界観…

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

３００円３００円

Ｂ－０９Ｂ－０９

著者著者

価格価格

ブースブース

　

夏
期
集
中
講
義
は
﹃
お
得
﹄
だ
︒

　

た
っ
た
四
日
間
で
単
位
が
取
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
か
ら
︒

　

な
る
べ
く
楽
そ
う
な
の
が
い
い
な
︒

　

予
習
の
必
要
が
無
く
て
︑
レ
ポ
ー
ト
の
文
字
数
の
少
な
い
ヤ
ツ
︒

　

そ
ん
な
わ
け
だ
か
ら
︑
単
位
の
た
め
に
適
当
に
選
ん
だ
こ
の
講
義
が

　

ま
さ
か
学
内
一
の
不
人
気
講
義
だ
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
ん
だ
︒

　

http://www.aozora.gr.jp/cards/000879/files/127_15260.htm
l

　

夏
期
集
中
講
義
は
﹃
お
得
﹄
だ
︒

　

た
っ
た
四
日
間
で
単
位
が
取
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
か
ら
︒

　

な
る
べ
く
楽
そ
う
な
の
が
い
い
な
︒

　

予
習
の
必
要
が
無
く
て
︑
レ
ポ
ー
ト
の
文
字
数
の
少
な
い
ヤ
ツ
︒

　

そ
ん
な
わ
け
だ
か
ら
︑
単
位
の
た
め
に
適
当
に
選
ん
だ
こ
の
講
義
が

　

ま
さ
か
学
内
一
の
不
人
気
講
義
だ
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
ん
だ
︒

　

http://www.aozora.gr.jp/cards/000879/files/127_15260.htm
l



ライトノベル エセミステリ

城ノ内探偵事務所 -Secret-

構成…構成… Ｂ

——私にだって秘密くらいあるんですよ。——私にだって秘密くらいあるんですよ。

ツイッター：@katsurase

ウェブサイト：http://www.siestaweb.net/

桂瀬衣緒桂瀬衣緒

描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…

世界観…世界観…

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ｂ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

６５０円６５０円

Ｂ－１０Ｂ－１０

著者著者

価格価格

ブースブース

※

こ
の
本
は
﹃
城
ノ
内
探
偵
事
務
所
﹄
シ
リ
ー
ズ
の
３
巻
で
す
︒

＃Secret

﹁
城
ノ
内
さ
ん
﹂

　

コ
ン
ビ
ニ
製
の
昼
食
を
と
っ
く
に
終
え
た
午
後
一
番
︑
仕
事
を
再
開
し
た
私
は
︑
視
界
の
端

っ
こ
で
や
る
気
な
さ
そ
う
に
携
帯
を
見
て
い
る
上
司
へ
声
を
か
け
た
︒

﹁
浅
羽
さ
ん
も
う
来
ら
れ
ま
す
よ
︒
準
備
し
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
﹂

﹁
あ
ー
︑﹂

　

上
司
は
ち
ら
り
と
時
計
に
目
を
や
り
︑

﹁…
…

そ
だ
ね
﹂

　

た
め
息
交
じ
り
に
そ
う
言
っ
て
︑
の
ろ
の
ろ
と
腰
を
上
げ
る
︒
傍
ら
の
ロ
ッ
カ
ー
か
ら
上
着

を
取
り
出
し
て
袖
を
通
す
そ
の
表
情
が
︑
心
の
内
を
き
れ
い
に
物
語
っ
て
い
た
︒

﹁…
…

嫌
そ
う
で
す
ね
﹂

﹁
そ
り
ゃ
あ
ね
﹂

　

気
持
ち
は
わ
か
ら
な
く
も
な
い
︒

　

机
に
置
か
れ
た
た
め
息
の
原
因
は
︑
昨
日
私
が
完
成
さ
せ
︑
上
司
自
身
が
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を

し
た
書
類
︒
浅
羽
夫
人
を
対
象
と
し
た
浮
気
調
査
報
告
書—

—

そ
れ
に
書
か
れ
た
結
果
は
︑
潔

白(

シ
ロ)

だ
っ
た
︒
そ
れ
だ
け
な
ら
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
︒
浮
気
を
疑
っ
た
が
そ
う
で
は

な
か
っ
た
︒
お
金
は
無
駄
に
な
っ
た
し
若
干
の
う
し
ろ
め
た
さ
は
残
る
だ
ろ
う
が
万
々
歳
じ
ゃ

な
い
か
︒
堂
々
と
報
告
す
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
だ
︒

　

そ
れ
な
の
に
上
司
が
嫌
が
っ
て
い
る
の
は—

—

つ
ま
り
︑
依
頼
人
は
諦
め
が
悪
か
っ
た
の
だ
︒

﹁…
…

何
回
目
で
し
た
っ
け
？
﹂

﹁
五
回
目
﹂

　

お
そ
ら
く
︑
こ
れ
で
終
わ
り
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
︒
そ
ん
な
予
感
が
ふ
た
り
の
脳
内
を
駆

け
抜
け
た
︒

※

こ
の
本
は
﹃
城
ノ
内
探
偵
事
務
所
﹄
シ
リ
ー
ズ
の
３
巻
で
す
︒

＃Secret

﹁
城
ノ
内
さ
ん
﹂

　

コ
ン
ビ
ニ
製
の
昼
食
を
と
っ
く
に
終
え
た
午
後
一
番
︑
仕
事
を
再
開
し
た
私
は
︑
視
界
の
端

っ
こ
で
や
る
気
な
さ
そ
う
に
携
帯
を
見
て
い
る
上
司
へ
声
を
か
け
た
︒

﹁
浅
羽
さ
ん
も
う
来
ら
れ
ま
す
よ
︒
準
備
し
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
﹂

﹁
あ
ー
︑﹂

　

上
司
は
ち
ら
り
と
時
計
に
目
を
や
り
︑

﹁…
…

そ
だ
ね
﹂

　

た
め
息
交
じ
り
に
そ
う
言
っ
て
︑
の
ろ
の
ろ
と
腰
を
上
げ
る
︒
傍
ら
の
ロ
ッ
カ
ー
か
ら
上
着

を
取
り
出
し
て
袖
を
通
す
そ
の
表
情
が
︑
心
の
内
を
き
れ
い
に
物
語
っ
て
い
た
︒

﹁…
…

嫌
そ
う
で
す
ね
﹂

﹁
そ
り
ゃ
あ
ね
﹂

　

気
持
ち
は
わ
か
ら
な
く
も
な
い
︒

　

机
に
置
か
れ
た
た
め
息
の
原
因
は
︑
昨
日
私
が
完
成
さ
せ
︑
上
司
自
身
が
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を

し
た
書
類
︒
浅
羽
夫
人
を
対
象
と
し
た
浮
気
調
査
報
告
書—

—

そ
れ
に
書
か
れ
た
結
果
は
︑
潔

白(

シ
ロ)

だ
っ
た
︒
そ
れ
だ
け
な
ら
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
︒
浮
気
を
疑
っ
た
が
そ
う
で
は

な
か
っ
た
︒
お
金
は
無
駄
に
な
っ
た
し
若
干
の
う
し
ろ
め
た
さ
は
残
る
だ
ろ
う
が
万
々
歳
じ
ゃ

な
い
か
︒
堂
々
と
報
告
す
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
だ
︒

　

そ
れ
な
の
に
上
司
が
嫌
が
っ
て
い
る
の
は—

—

つ
ま
り
︑
依
頼
人
は
諦
め
が
悪
か
っ
た
の
だ
︒

﹁…
…

何
回
目
で
し
た
っ
け
？
﹂

﹁
五
回
目
﹂

　

お
そ
ら
く
︑
こ
れ
で
終
わ
り
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
︒
そ
ん
な
予
感
が
ふ
た
り
の
脳
内
を
駆

け
抜
け
た
︒



﹁﹃
城
ノ
内
探
偵
事
務
所
﹄
シ
リ
ー
ズ
﹂

　
こ
れ
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
木
１
０
枠
で
ド
ラ

マ
化
し
た
ら
絶
対
ウ
ケ
る
︒
脚
本
・
坂
元

裕
二
を
初
め
と
す
る
﹃
最
高
の
離
婚
﹄
ス

タ
ッ
フ
集
結
さ
せ
て
︑︻
城
ノ
内
＝
窪
田

正
孝
︼ｖ
ｓ︻
あ
か
り
＝
高
畑
充
希
︼︒
爆

売
れ
や
で
︒

　
こ
ほ
ん
︑
そ
れ
は
さ
て
お
き
︒
探
偵
も

の
︑
で
は
あ
り
ま
す
が
︑
人
死
に
ナ
シ
で

ミ
ス
テ
リ
苦
手
層
の
方
に
も
ば
っ
ち
り
で

す
︒
で
も
あ
く
ま
で
コ
ン
セ
プ
ト
の
〝
探

偵
も
の
〟
か
ら
ブ
レ
な
い
の
が
素
晴
ら
し

い
で
す
︒
探
偵
ｖ
ｓ
事
務
員
の
丁
々
発
止

な
や
り
取
り
が
魅
力
で
︑
ほ
ん
の
り
ラ
ブ

風
味
な
の
も
心
憎
い
と
こ
ろ
︒
で
も
決
し

て
ク
ド
く
な
い
の
で
︑
男
性
の
方
も
ぜ
ひ

ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
︒

　
最
初
の
巻
は
探
偵
業
の
あ
れ
こ
れ
を
垣

間
見
つ
つ
二
人
の
関
係
性
構
築
︑
そ
し
て

次
巻
で
そ
の
関
係
性
が
一
気
に
深
化
︒
こ

れ
を
読
ん
で
床
を
転
げ
回
ら
ず
に
い
ら
れ

る
人
が
い
た
ら
お
目
に
か
か
り
た
い
︒

桂
瀬　
衣
緒

︵SiestaW
eb

：B-10

︶

︵
紹
介
者
：
世
津
路
章
︶

探
偵
ｖ
ｓ
事
務
員
︑
勝
つ
は
ど
っ
ち
だ
？
！　





B-11　HPJ 製作工房
C-21　はるこん実行委員会
C-22　真揺中心
C-23　ソラギア
C-24　A NormalLife,,,
C-25　日本初期 SF 映像顕彰会
C-26　第四滑走路
D-03　雲上回廊

Ｓ
Ｆ

　

最
初
か
ら
い
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
嫁
が
い
な
く
な
っ
て
一
週
間
︑
俺
︑
し
か
し
精
神
が
波
立

つ
こ
と
も
な
く
︑
い
た
っ
て
平
穏
な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
︒
そ
れ
も
そ
の
は
ず
︑
元
よ
り
俺
と
嫁

の
生
き
る
時
間
は
異
な
っ
て
い
た
︒
朝
と
平
日
の
住
民
で
あ
っ
た
嫁
は
︑
夜
明
け
と
共
に
目
を
覚

ま
し
︑
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
︑
颯
爽
と
仕
事
に
出
か
け
る
か
︑
水
曜
日
で
あ
る
な
ら
ば
映
画
館
へ
と

繰
り
出
し
て
い
っ
た
︒
一
方
︑
夜
と
週
末
の
住
民
で
あ
る
と
こ
ろ
の
俺
︑
目
覚
ま
し
が
鳴
る
と
同

時
に
自
動
的
に
起
き
上
が
り
︑
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
︑
ぬ
る
く
な
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
か
ら
出

社
︑
帰
宅
は
終
電
も
し
く
は
タ
ク
シ
ー
︒
息
を
殺
し
︑
自
分
を
殺
す
よ
う
に
し
て
一
週
間
を
生
き

り
夜
更
け
に
帰
宅
し
︑
呆
然
と
土
曜
日
の
朝
な
い
し
昼
を
迎
え
る
の
だ
っ
た
︒
俺
︑
を
支
配
す
る

摩
耗
し
た
生
活
に
お
い
て
︑
嫁
は
色
彩
な
り
え
ず
︑
そ
の
嫁
が
︑
あ
る
日
︑
忽
然
と
い
な
く
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

—
—

﹁
大
阪
彷
徨
記
﹂︵
著
者
：
秋
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真
琴
︶
抜
粋
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ピ
ン
ク
色
の
洪
水
の
よ
う
な
花
畑
が
︑
ず
っ
と
奥
の
丘
の
麓
ま
で
続
い
て
い
た
︒

　

花
の
名
前
と
宇
宙
と
を
掛
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
宇
宙
開
発
セ
ン
タ
ー
の
回
り
の
広
大
な
敷
地
に
は
︑

何
万
何
億
の
コ
ス
モ
ス
の
花
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

施
設
の
見
学
が
終
わ
る
と
︑
い
つ
も
小
さ
な
ス
ニ
ー
カ
ー
で
駆
け
た
︒
私
は
昔
か
ら
走
る
の
が
好
き
だ
っ

た
し
︑
コ
ス
モ
ス
の
甘
い
香
り
の
中
に
入
る
と
凄
く
気
持
ち
が
良
い
︒
幼
い
頃
は
特
に
︑
コ
ス
モ
ス
は
と
て

も
背
の
高
い
植
物
に
見
え
て
い
た
︒
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
︑
全
方
向
を
白
と
ピ
ン
ク
に
包
ま
れ
た
迷
路
は
未

だ
に
異
世
界
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
︒

　

ミ
ツ
バ
チ
が
飛
び
︑
鳥
が
鳴
き
︑
空
は
ど
こ
ま
で
も
高
く
続
い
て
い
る
︒
大
き
く
息
を
吸
っ
た
︒
暑
く
も

無
く
冷
た
く
も
無
い
温
度
の
風
が
コ
ス
モ
ス
の
花
を
揺
ら
せ
︑
私
の
頬
を
く
す
ぐ
る
︒
丘
の
上
の
発
射
台
ま

で
全
力
で
走
っ
た
ら
︑
ど
の
く
ら
い
で
着
く
だ
ろ
う
︒
試
し
て
み
よ
う
か
な
︒
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
る

と
︑
後
ろ
か
ら
ひ
っ
き
り
な
し
に
私
の
名
前
を
呼
ん
で
い
る
声
が
聞
こ
え
た
︒
深(

し
ん)

だ
︒

﹁
有
羽(

ゆ
う)

！　

有
羽
！
﹂

﹁
何
？
﹂

　

深
に
し
て
は
珍
し
い
慌
て
た
声
︒
急
い
で
コ
ス
モ
ス
を
か
き
分
け
て
探
し
出
す
と
︑
花
た
ち
の
根
元
に
し

ゃ
が
み
込
ん
で
い
る
小
さ
な
背
中
が
見
え
た
︒

﹁
ど
う
し
た
の
？
﹂

　

転
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
と
︑
私
は
ど
き
り
と
し
た
︒
し
ま
っ
た
︑
と
思
う
︒
こ
こ
に
誘
っ
た
の
は
私
な

の
に
︑
自
分
が
走
り
回
る
の
に
夢
中
で
︑
置
い
て
け
ぼ
り
に
し
て
し
ま
っ
て
い
た
︒
深
は
運
動
が
得
意
で
な

い
し
︑
そ
も
そ
も
身
体
が
弱
い
か
ら
︑
怪
我
を
し
て
何
か
あ
っ
た
ら
大
変
だ
︒
だ
け
ど
心
配
し
て
近
づ
い
た

私
に
対
し
︑
深
は
脅
か
す
よ
う
に
ぱ
っ
と
振
り
向
い
て
こ
ち
ら
に
手
を
出
し
て
き
た
︒

　

反
射
的
に
差
し
出
し
返
し
た
私
の
手
を
通
り
過
ぎ
て
︑
そ
の
手
は
耳
の
上
へ
と
伸
ば
さ
れ
る
︒

﹁
は
い
﹂

　

深
の
手
が
左
耳
に
触
れ
た
︒
髪
に
何
か
が
挟
ま
れ
︑
私
は
そ
っ
と
そ
れ
に
触
れ
て
み
る
︒
花
ご
と
落
ち
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
︒
コ
ス
モ
ス
の
花
が
飾
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
︒

﹁
か
わ
い
い
﹂

　

こ
ち
ら
を
見
つ
め
て
︑
に
こ
り
と
笑
う
︒
普
段
か
ら
殆
ど
言
わ
れ
な
い
言
葉
に
私
は
動
揺
し
て
︑
一
気
に

顔
が
熱
く
な
っ
た
︒
そ
れ
で
も
深
は
何
の
臆
面
も
無
い
笑
顔
の
ま
ま
︑
再
度
ピ
ン
ク
の
迷
路
の
中
に
入
り
込

ん
で
い
く
︒
い
つ
も
は
と
ろ
い
の
に
︑
そ
の
時
だ
け
は
ま
る
で
白
い
兎
み
た
い
に
す
ば
し
っ
こ
く
花
畑
を
駆

け
て
行
っ
た
︒

﹁
待
っ
て
よ
も
う
！
﹂

　

急
い
で
追
い
か
け
る
︒
秋
空
に
︑
私
と
深
の
笑
い
声
が
高
く
上
が
っ
た
︒

　

ピ
ン
ク
色
の
洪
水
の
よ
う
な
花
畑
が
︑
ず
っ
と
奥
の
丘
の
麓
ま
で
続
い
て
い
た
︒

　

花
の
名
前
と
宇
宙
と
を
掛
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
宇
宙
開
発
セ
ン
タ
ー
の
回
り
の
広
大
な
敷
地
に
は
︑

何
万
何
億
の
コ
ス
モ
ス
の
花
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

施
設
の
見
学
が
終
わ
る
と
︑
い
つ
も
小
さ
な
ス
ニ
ー
カ
ー
で
駆
け
た
︒
私
は
昔
か
ら
走
る
の
が
好
き
だ
っ

た
し
︑
コ
ス
モ
ス
の
甘
い
香
り
の
中
に
入
る
と
凄
く
気
持
ち
が
良
い
︒
幼
い
頃
は
特
に
︑
コ
ス
モ
ス
は
と
て

も
背
の
高
い
植
物
に
見
え
て
い
た
︒
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
︑
全
方
向
を
白
と
ピ
ン
ク
に
包
ま
れ
た
迷
路
は
未

だ
に
異
世
界
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
︒

　

ミ
ツ
バ
チ
が
飛
び
︑
鳥
が
鳴
き
︑
空
は
ど
こ
ま
で
も
高
く
続
い
て
い
る
︒
大
き
く
息
を
吸
っ
た
︒
暑
く
も

無
く
冷
た
く
も
無
い
温
度
の
風
が
コ
ス
モ
ス
の
花
を
揺
ら
せ
︑
私
の
頬
を
く
す
ぐ
る
︒
丘
の
上
の
発
射
台
ま

で
全
力
で
走
っ
た
ら
︑
ど
の
く
ら
い
で
着
く
だ
ろ
う
︒
試
し
て
み
よ
う
か
な
︒
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
る

と
︑
後
ろ
か
ら
ひ
っ
き
り
な
し
に
私
の
名
前
を
呼
ん
で
い
る
声
が
聞
こ
え
た
︒
深(

し
ん)

だ
︒

﹁
有
羽(

ゆ
う)

！　

有
羽
！
﹂

﹁
何
？
﹂

　

深
に
し
て
は
珍
し
い
慌
て
た
声
︒
急
い
で
コ
ス
モ
ス
を
か
き
分
け
て
探
し
出
す
と
︑
花
た
ち
の
根
元
に
し

ゃ
が
み
込
ん
で
い
る
小
さ
な
背
中
が
見
え
た
︒

﹁
ど
う
し
た
の
？
﹂

　

転
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
と
︑
私
は
ど
き
り
と
し
た
︒
し
ま
っ
た
︑
と
思
う
︒
こ
こ
に
誘
っ
た
の
は
私
な

の
に
︑
自
分
が
走
り
回
る
の
に
夢
中
で
︑
置
い
て
け
ぼ
り
に
し
て
し
ま
っ
て
い
た
︒
深
は
運
動
が
得
意
で
な

い
し
︑
そ
も
そ
も
身
体
が
弱
い
か
ら
︑
怪
我
を
し
て
何
か
あ
っ
た
ら
大
変
だ
︒
だ
け
ど
心
配
し
て
近
づ
い
た

私
に
対
し
︑
深
は
脅
か
す
よ
う
に
ぱ
っ
と
振
り
向
い
て
こ
ち
ら
に
手
を
出
し
て
き
た
︒

　

反
射
的
に
差
し
出
し
返
し
た
私
の
手
を
通
り
過
ぎ
て
︑
そ
の
手
は
耳
の
上
へ
と
伸
ば
さ
れ
る
︒

﹁
は
い
﹂

　

深
の
手
が
左
耳
に
触
れ
た
︒
髪
に
何
か
が
挟
ま
れ
︑
私
は
そ
っ
と
そ
れ
に
触
れ
て
み
る
︒
花
ご
と
落
ち
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
︒
コ
ス
モ
ス
の
花
が
飾
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
︒

﹁
か
わ
い
い
﹂

　

こ
ち
ら
を
見
つ
め
て
︑
に
こ
り
と
笑
う
︒
普
段
か
ら
殆
ど
言
わ
れ
な
い
言
葉
に
私
は
動
揺
し
て
︑
一
気
に

顔
が
熱
く
な
っ
た
︒
そ
れ
で
も
深
は
何
の
臆
面
も
無
い
笑
顔
の
ま
ま
︑
再
度
ピ
ン
ク
の
迷
路
の
中
に
入
り
込

ん
で
い
く
︒
い
つ
も
は
と
ろ
い
の
に
︑
そ
の
時
だ
け
は
ま
る
で
白
い
兎
み
た
い
に
す
ば
し
っ
こ
く
花
畑
を
駆

け
て
行
っ
た
︒

﹁
待
っ
て
よ
も
う
！
﹂

　

急
い
で
追
い
か
け
る
︒
秋
空
に
︑
私
と
深
の
笑
い
声
が
高
く
上
が
っ
た
︒
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南
か
ら
の
風
に
は
︑
微
か
に
潮
の
香
り
が
︒

　

大
き
な
卵
型
に
切
り
取
ら
れ
た
七
月
下
旬
の
空
は
︑
宇
宙
の
色
を
そ
の
ま
ま
溶
か
し
た
よ
う

な
深
い
青
だ
っ
た
︒

　

階
段
を
上
り
き
っ
て
最
初
に
目
に
入
っ
て
き
た
そ
の
色
に
︑
雛
︵
ひ
な
︶
は
不
意
に
魅
入
ら

さ
れ
た
︒
薄
暗
く
ひ
ん
や
り
と
し
た
階
段
と
は
︑
光
の
量
も
温
度
も
格
段
に
違
う
︒
加
え
て
︑

先
ほ
ど
ま
で
は
遠
か
っ
た
人
々
の
喧
騒
や
楽
器
の
音
が
︑
解
き
放
た
れ
た
よ
う
に
け
た
た
ま
し

く
耳
に
入
っ
た
︒

　

太
陽
は
も
う
す
ぐ
一
番
高
い
場
所
に
到
達
す
る
ほ
ど
で
︑
短
く
色
の
濃
い
影
が
足
元
に
身
を

潜
め
て
い
る
︒
七
月
の
最
終
日
曜
日
︑
真
夏
の
真
昼
の
ス
タ
ジ
ア
ム
︒
悪
あ
が
き
の
よ
う
に
壁

の
高
い
位
置
に
取
り
付
け
ら
れ
た
空
調
が
︑
こ
の
熱
気
に
対
抗
し
よ
う
と
必
死
に
風
を
送
っ
て

い
る
︒

﹁―
―

凄
い
人
﹂

　

眼
下
を
溢
れ
る
よ
う
に
埋
め
尽
く
す
人
の
渦
に
︑
思
わ
ず
そ
う
呟
い
た
︒

　

家
か
ら
被
っ
て
き
た
白
い
帽
子
の
つ
ば
を
持
ち
上
げ
︑
こ
こ
四
階
ス
タ
ン
ド
席
の
一
番
奥
か

ら
︑
こ
の
広
大
な
会
場
の
隅
か
ら
隅
ま
で
を
見
渡
す
︒
色
と
り
ど
り
の
広
告
に
囲
ま
れ
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
人
工
芝
は
夏
ら
し
い
濃
い
色
に
仕
上
げ
ら
れ
︑
反
対
側
の
客
席
に
付
い
た
庇
が
銀
色

に
き
ら
き
ら
と
空
の
青
に
映
え
る
︒

　

擂
り
鉢
状
に
眼
下
に
広
が
る
客
席
に
は
︑
手
持
無
沙
汰
そ
う
に
煙
草
を
吹
か
す
中
年
の
男
も

い
れ
ば
︑
数
人
で
和
気
あ
い
あ
い
と
話
し
こ
ん
で
い
る
少
年
グ
ル
ー
プ
や
家
族
︑
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
読
み
あ
っ
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
達
も
い
る
︒
対
岸
の
ス
タ
ン
ド
席
を
見
渡
し
て
も
︑
そ
こ
を

埋
め
る
人
々
は
皆
指
の
先
ほ
ど
の
小
さ
さ
だ
︒
そ
の
光
景
は
︑
幼
い
こ
ろ
か
ら
ピ
ア
ノ
の
演
奏

会
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
行
き
慣
れ
て
い
る
雛
か
ら
見
て
も
︑
目
が
く
ら
み
そ
う
な
ほ
ど
で
あ
る
︒

　

し
か
し
そ
の
誰
も
が
高
揚
し
︑
こ
れ
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
対
す
る
興
奮
で
場
内
の
熱
気
を
更

に
掻
き
立
て
て
い
る
︒
日
影
に
い
た
お
か
げ
で
一
度
は
乾
い
て
い
た
汗
が
︑
ま
た
じ
っ
と
り
と

吹
き
出
し
て
き
た
︒
今
日
は
髪
を
上
げ
て
き
て
良
か
っ
た
と
︑
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
に
し
た
首
の
後

ろ
辺
り
を
ハ
ン
カ
チ
で
拭
う
︒

　

南
か
ら
の
風
に
は
︑
微
か
に
潮
の
香
り
が
︒

　

大
き
な
卵
型
に
切
り
取
ら
れ
た
七
月
下
旬
の
空
は
︑
宇
宙
の
色
を
そ
の
ま
ま
溶
か
し
た
よ
う

な
深
い
青
だ
っ
た
︒

　

階
段
を
上
り
き
っ
て
最
初
に
目
に
入
っ
て
き
た
そ
の
色
に
︑
雛
︵
ひ
な
︶
は
不
意
に
魅
入
ら

さ
れ
た
︒
薄
暗
く
ひ
ん
や
り
と
し
た
階
段
と
は
︑
光
の
量
も
温
度
も
格
段
に
違
う
︒
加
え
て
︑

先
ほ
ど
ま
で
は
遠
か
っ
た
人
々
の
喧
騒
や
楽
器
の
音
が
︑
解
き
放
た
れ
た
よ
う
に
け
た
た
ま
し

く
耳
に
入
っ
た
︒

　

太
陽
は
も
う
す
ぐ
一
番
高
い
場
所
に
到
達
す
る
ほ
ど
で
︑
短
く
色
の
濃
い
影
が
足
元
に
身
を

潜
め
て
い
る
︒
七
月
の
最
終
日
曜
日
︑
真
夏
の
真
昼
の
ス
タ
ジ
ア
ム
︒
悪
あ
が
き
の
よ
う
に
壁

の
高
い
位
置
に
取
り
付
け
ら
れ
た
空
調
が
︑
こ
の
熱
気
に
対
抗
し
よ
う
と
必
死
に
風
を
送
っ
て

い
る
︒

﹁―
―

凄
い
人
﹂

　

眼
下
を
溢
れ
る
よ
う
に
埋
め
尽
く
す
人
の
渦
に
︑
思
わ
ず
そ
う
呟
い
た
︒

　

家
か
ら
被
っ
て
き
た
白
い
帽
子
の
つ
ば
を
持
ち
上
げ
︑
こ
こ
四
階
ス
タ
ン
ド
席
の
一
番
奥
か

ら
︑
こ
の
広
大
な
会
場
の
隅
か
ら
隅
ま
で
を
見
渡
す
︒
色
と
り
ど
り
の
広
告
に
囲
ま
れ
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
人
工
芝
は
夏
ら
し
い
濃
い
色
に
仕
上
げ
ら
れ
︑
反
対
側
の
客
席
に
付
い
た
庇
が
銀
色

に
き
ら
き
ら
と
空
の
青
に
映
え
る
︒

　

擂
り
鉢
状
に
眼
下
に
広
が
る
客
席
に
は
︑
手
持
無
沙
汰
そ
う
に
煙
草
を
吹
か
す
中
年
の
男
も

い
れ
ば
︑
数
人
で
和
気
あ
い
あ
い
と
話
し
こ
ん
で
い
る
少
年
グ
ル
ー
プ
や
家
族
︑
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
読
み
あ
っ
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
達
も
い
る
︒
対
岸
の
ス
タ
ン
ド
席
を
見
渡
し
て
も
︑
そ
こ
を

埋
め
る
人
々
は
皆
指
の
先
ほ
ど
の
小
さ
さ
だ
︒
そ
の
光
景
は
︑
幼
い
こ
ろ
か
ら
ピ
ア
ノ
の
演
奏

会
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
行
き
慣
れ
て
い
る
雛
か
ら
見
て
も
︑
目
が
く
ら
み
そ
う
な
ほ
ど
で
あ
る
︒

　

し
か
し
そ
の
誰
も
が
高
揚
し
︑
こ
れ
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
対
す
る
興
奮
で
場
内
の
熱
気
を
更

に
掻
き
立
て
て
い
る
︒
日
影
に
い
た
お
か
げ
で
一
度
は
乾
い
て
い
た
汗
が
︑
ま
た
じ
っ
と
り
と

吹
き
出
し
て
き
た
︒
今
日
は
髪
を
上
げ
て
き
て
良
か
っ
た
と
︑
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
に
し
た
首
の
後

ろ
辺
り
を
ハ
ン
カ
チ
で
拭
う
︒



純文学 ＳＦ 幻想

大阪彷徨記

構成…構成… Ｅ

独り、大阪の地を彷徨する独り、大阪の地を彷徨する

ツイッター：@unjyoukairou

ウェブサイト：http://unjyou.jimdo.com/

秋山真琴秋山真琴

描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…

世界観…世界観…

Ｅ

Ａ

Ａ

Ｅ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

４００円４００円

Ｄ－０３Ｄ－０３

著者著者

価格価格

ブースブース

　

最
初
か
ら
い
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
嫁
が
い
な
く
な
っ
て
一
週
間
︑
俺
︑
し
か
し
精
神
が
波

立
つ
こ
と
も
な
く
︑
い
た
っ
て
平
穏
な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
︒
そ
れ
も
そ
の
は
ず
︑
元
よ
り
俺

と
嫁
の
生
き
る
時
間
は
異
な
っ
て
い
た
︒
朝
と
平
日
の
住
民
で
あ
っ
た
嫁
は
︑
夜
明
け
と
共
に

目
を
覚
ま
し
︑
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
︑
颯
爽
と
仕
事
に
出
か
け
る
か
︑
水
曜
日
で
あ
る
な
ら
ば
映

画
館
へ
と
繰
り
出
し
て
い
っ
た
︒
一
方
︑
夜
と
週
末
の
住
民
で
あ
る
と
こ
ろ
の
俺
︑
目
覚
ま
し

が
鳴
る
と
同
時
に
自
動
的
に
起
き
上
が
り
︑
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
︑
ぬ
る
く
な
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
ん
で
か
ら
出
社
︑
帰
宅
は
終
電
も
し
く
は
タ
ク
シ
ー
︒
息
を
殺
し
︑
自
分
を
殺
す
よ
う
に
し

て
一
週
間
を
生
き
延
び
︑
気
が
つ
け
ば
金
曜
日
の
夜
︑
人
間
性
を
取
り
戻
す
た
め
に
酒
に
浸
り
︑

や
は
り
普
段
通
り
夜
更
け
に
帰
宅
し
︑
呆
然
と
土
曜
日
の
朝
な
い
し
昼
を
迎
え
る
の
だ
っ
た
︒

俺
︑
を
支
配
す
る
摩
耗
し
た
生
活
に
お
い
て
︑
嫁
は
色
彩
な
り
え
ず
︑
そ
の
嫁
が
︑
あ
る
日
︑

忽
然
と
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
影
響
な
ど
あ
る
わ
け
も
な
か
っ
た
の
だ
︒
良
い
意

味
で
も
︑
悪
い
意
味
で
も
︒
敢
え
て
言
う
な
ら
ば
︑
そ
う
︑
ぬ
る
い
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
な
く
な

っ
た
く
ら
い
だ
︒

　

最
初
か
ら
い
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
嫁
が
い
な
く
な
っ
て
一
週
間
︑
俺
︑
し
か
し
精
神
が
波

立
つ
こ
と
も
な
く
︑
い
た
っ
て
平
穏
な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
︒
そ
れ
も
そ
の
は
ず
︑
元
よ
り
俺

と
嫁
の
生
き
る
時
間
は
異
な
っ
て
い
た
︒
朝
と
平
日
の
住
民
で
あ
っ
た
嫁
は
︑
夜
明
け
と
共
に

目
を
覚
ま
し
︑
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
︑
颯
爽
と
仕
事
に
出
か
け
る
か
︑
水
曜
日
で
あ
る
な
ら
ば
映

画
館
へ
と
繰
り
出
し
て
い
っ
た
︒
一
方
︑
夜
と
週
末
の
住
民
で
あ
る
と
こ
ろ
の
俺
︑
目
覚
ま
し

が
鳴
る
と
同
時
に
自
動
的
に
起
き
上
が
り
︑
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
︑
ぬ
る
く
な
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
ん
で
か
ら
出
社
︑
帰
宅
は
終
電
も
し
く
は
タ
ク
シ
ー
︒
息
を
殺
し
︑
自
分
を
殺
す
よ
う
に
し

て
一
週
間
を
生
き
延
び
︑
気
が
つ
け
ば
金
曜
日
の
夜
︑
人
間
性
を
取
り
戻
す
た
め
に
酒
に
浸
り
︑

や
は
り
普
段
通
り
夜
更
け
に
帰
宅
し
︑
呆
然
と
土
曜
日
の
朝
な
い
し
昼
を
迎
え
る
の
だ
っ
た
︒

俺
︑
を
支
配
す
る
摩
耗
し
た
生
活
に
お
い
て
︑
嫁
は
色
彩
な
り
え
ず
︑
そ
の
嫁
が
︑
あ
る
日
︑

忽
然
と
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
影
響
な
ど
あ
る
わ
け
も
な
か
っ
た
の
だ
︒
良
い
意

味
で
も
︑
悪
い
意
味
で
も
︒
敢
え
て
言
う
な
ら
ば
︑
そ
う
︑
ぬ
る
い
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
な
く
な

っ
た
く
ら
い
だ
︒



﹁﹃
楽
園
の
子
供
た
ち
﹄
シ
リ
ー
ズ
﹂

　
閉
ざ
さ
れ
た
島
で
邂
逅
し
た
ふ
た
り
の

少
女
︑
フ
カ
ミ
と
美
空
︒

　
島
で
起
こ
る
謎
め
い
た
出
来
事
を
彼
女

た
ち
の
視
点
か
ら
追
い
か
け
る
形
式
で
綴

ら
れ
︑
現
在
第
三
巻
ま
で
頒
布
中
で
す
︒

　
島
の
戒
律
で
あ
る
掟
︑
神
の
使
途
と
さ

れ
る
〝
ホ
シ
ン
〟
︑
瓜
二
つ
の
フ
カ
ミ
と

美
空―

―

散
り
ば
め
ら
れ
た
数
々
の
謎
は
︑

彼
女
た
ち
が
歳
を
経
る
ほ
ど
に
徐
々
に
顕

わ
に
な
っ
て
い
き
︑
見
え
隠
れ
す
る
そ
の

事
実
に
気
付
く
と
︑
戦
慄
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
︒
ま
だ
全
貌
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い

だ
け
に
︑
一
層
昏
い
想
像
を
あ
お
り
ま
す
︒

　
立
ち
は
だ
か
る
現
実
に
︑
彼
女
た
ち
は

ど
う
立
ち
向
か
う
の
か―

―

あ
る
い
は
そ

れ
す
ら
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
の
か
︒
続
き

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
︒
緻
密
な
伏
線

と
構
成
で
描
か
れ
る
︑
近
未
来
Ｓ
Ｆ
長
編

で
す
︒
ぜ
ひ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
体
感
し
て

く
だ
さ
い
︒…

い
や
こ
れ
無
料
配
布
っ
て

お
か
し
い
で
し
ょ…

！

森
村　
直
也

︵HPJ

製
作
工
房
：B-11

︶

︵
紹
介
者
：
世
津
路
章
︶

時
を
経
て
︑
彼
女
た
ち
の
世
界
は
変
容
す
る
︒

よ
り
明
確
に
︑
よ
り
残
酷
に
︒



ホラー・怪奇 
　B-32　眠る犬小屋

短編・掌編・ショートショート 
　C-56　兎角毒苺團

恋愛 
　D-14　招福来猫

そのほか
　D-02　文学フリマ大阪非公式ガイド

そ
の
ほ
か
の

小
説

　

私
は
あ
の
国
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
︑
ど
う
い
う
形
で
書
き
始
め
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
︒

あ
の
美
し
い
飛
鳥
国
の
こ
と
を
︑
私
た
ち
が
愛
し
た
国
の
こ
と
を
︑
ど
の
よ
う
に
書
け
ば
伝
わ
る
の

か
分
か
ら
な
い
の
で
す
︒

　

稀
に
食
べ
る
ビ
ワ
マ
ス
の
刺
身
が
絶
品
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
︑
密
会
で
飲
む
水
果
茶
は
苦
く

て
大
人
の
味
が
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
︑
禁
じ
ら
れ
た
性
行
為
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
︑
大
化
の
改
新

に
起
源
を
持
つ
国
の
歴
史
で
し
ょ
う
か
︑
鳥
言
語
を
用
い
た
﹁
不
動
﹂
の
術
で
し
ょ
う
か
︑
年
に
一

度
の
祇
園
祭
で
外
界
に
下
り
ら
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
︑
神
と
さ
れ
奔
放

に
生
き
た
女
性
た
ち
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
︑
僧
正
と
初
め
て
夜
伽
を
行
っ
た
後
の
︑
肛
門
の
焼
け
付

く
よ
う
な
痛
み
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
︑﹁
と
も
だ
ち
﹂
で
し
ょ
う
か
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

—
—

﹁
と
も
だ
ち
の
国
﹂︵
著
者
：
に
ゃ
ん
し
ー
︶
抜
粋

ほか、青春／歴史／
百合／アンソロジー／
ＳＮＳなど５０サーク
ル以上あります。



ホラー・怪奇アンソロジー

ＳＮＳ海外文学

短編・掌編・ショートショート

そのほか 恋愛 青春 歴史
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フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク

ワ
ー
キ
ン
グ

あ
ら
す
じ

世
界
を
股
に
掛
け
た
ア
ル
バ
イ
タ
ー
が
経
験
し

た
不
思
議
な
を
語
る
︑
ち
ょ
っ
と
シ
ュ
ー
ル
で

ち
ょ
っ
と
幻
想
な
連
作
短
編
︒

・
針
の
付
い
て
い
な
い
釣
り
竿
を
垂
ら
し
て
待

つ
も
の
と
は　
　
　
　

―
―

﹁
蝋
紙
の
誘
惑
﹂

・
そ
の
巨
大
な
木
の
葉
は
螺
旋
階
段
の
よ
う
な

形
を
し
て
い
て　
　
　
　

―
―

﹁
登
る
阿
呆
﹂

・
薬
を
口
に
す
る
と
︑
愛
ら
し
い
猫
の
姿
が
脳

裏
に
浮
か
ん
だ　
　
　
　
　

―
―

﹁
情
報
薬
﹂

・
彼
女
は
荒
野
で
光
を
拾
い
︑
僕
は
そ
れ
に
倣

う　
　
　
　
　
　
　
　

―
―

﹁
耀
け
る
亡
骸
﹂

・
こ
の
街
の
住
人
た
ち
は
気
軽
に
頭
を
取
り
替

え
る　
　
　
　
　
　

―
―

﹁
頭
を
抱
え
た
話
﹂

の
五
篇
と
そ
れ
ら
に
付
随
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

収
録
︒

︵
過
去
の
ペ
ー
パ
ー
か
ら
の
再
録
を
含
み
ま
す
︶

柏
木
む
し
子
︵
文
学
フ
リ
マ
大
阪
非
公
式
ガ
イ
ド
：D-02

︶



発
想
力
の
宝
石
箱

　
拝
読
し
て
︑
即
︑
発
想
力
に
脱
帽
し
ま
し
た
︒
天
才
っ
て
こ
う
い
う
ひ

と
の
こ
と
を
い
う
の
か
な…

…

︒

　
お
か
っ
ぱ
頭
の
イ
ケ
メ
ン
記
者
さ
ん
が
綴
る
︑
さ
ま
ざ
ま
な
短
期
の
仕

事
の
レ
ポ
ー
ト
︒

　
こ
の
短
期
の
仕
事
が
︑
ど
れ
も
︑
と
て
も
お
も
し
ろ
い
︒
ま
さ
に
発
想

力
の
宝
石
箱
！

　
文
章
も
読
み
や
す
く
て
︑
す
い
す
い
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　
装
丁
も
凝
ら
れ
て
い
て
︑
本
の
中
に
本
︵
ノ
ー
ト
︶
が
あ
る
仕
様
で
す
︒

こ
の
発
想
も
す
ご
い
︒

　
ま
さ
に
﹁
ひ
と
に
薦
め
た
く
な
る
御
本
﹂
で
す
ね
︒

　
ま
ち
が
い
な
く
﹁
お
も
し
ろ
い
本
﹂
の
一
冊
だ
と
思
い
ま
す
︒

︵
紹
介
者
：
咲
祈
︶



あ
く
だ
ま

あ
ら
す
じ

﹁
あ
く
だ
ま
﹂
と
は
︑
プ
ロ
レ
ス
な
ど
の
﹁
悪

役
キ
ャ
ラ
﹂
の
﹁
悪
玉
﹂
の
こ
と
で
す
︒

﹁
あ
く
だ
ま
﹂
役
の
人
間
と
︑﹁
ぜ
ん
だ
ま
﹂
役

の
き
つ
ね
の
妖
怪
が
戦
っ
た
り
恋
愛
し
た
り
す

る
物
語
で
す
︒

壬
生
キ
ヨ
ム
︵
文
学
フ
リ
マ
大
阪
非
公
式
ガ
イ
ド
：D-02

︶



も
ふ
も
ふ
Ｂ
Ｌ
︒
濡
れ
場
も
あ
る
よ
︒

　
﹁
あ
く
だ
ま
﹂
は
︑Ｂ
Ｌ
小
説
で
す
︒
男
の
子
が
男
の
子
に
恋
す
る
話
︒

濡
れ
場
も
あ
る
し
︑
横
恋
慕
と
か
嫉
妬
と
か
︑
そ
う
い
う
気
持
ち
も
あ
る
︒

　
け
れ
ど
︑
こ
の
お
話
を
読
ん
で
感
じ
る
の
は
︑
同
性
愛
や
︑
性
と
い
う

も
の
へ
の
タ
ブ
ー
感
が
な
い
な
あ
と
い
う
こ
と
で
す
︒
も
ち
ろ
ん
︑
良
い

意
味
で
︒

　
種
を
撒
い
た
ら
草
が
生
え
て
き
た
ね
え
︑
く
ら
い
の
感
覚
で
︑
同
性
を

好
き
に
な
る
こ
と
や
性
的
な
こ
と
が
描
か
れ
て
い
て
︑
す
る
す
る
読
め
ま

す
︒

　
し
か
も
こ
の
お
話
に
は
︑
そ
う
い
っ
た
Ｂ
Ｌ
要
素
以
外
に
も
注
目
す
べ

き
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
︑
す
る
す
る
読
め
る
の
で
す
が
落
ち
着
い
て
考
え

る
と
気
に
な
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
︒

　
受
け
の
名
前
が
﹁
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
﹂
は
ど
う
な
の
か
︑
と
か
︒
狐
が

人
に
化
け
て
い
る
の
は
良
い
と
し
て
︑
住
民
票
や
戸
籍
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
︑
と
か
︒
な
ぜ
Ｂ
Ｌ
な
の
に
妖
怪
が
地
下
闘
技
場
で
戦
っ
て
い
る

の
か
︑
と
か
︒
う
つ
く
し
い
顔
っ
て
ど
ん
な
顔
な
ん
だ
︑
と
か
︒

　
紹
介
者
と
し
て
は
︑
こ
の
﹁
あ
く
だ
ま
﹂
は
︑
そ
う
い
う
色
々
な
こ
と

を
唯
々
諾
々
と
受
け
入
れ
て
最
後
ま
で
読
む
の
が
お
す
す
め
で
す
︒
だ
っ

て
︑
面
白
い
か
ら
︒
他
の
理
由
が
い
る
か
ね
？　
否
︑
い
ら
な
い
だ
ろ
う
︒

︵
反
語
︶
そ
う
い
う
物
語
を
﹁
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
﹂
と
い
う
の
で

す
︒
残
部
僅
少
と
の
情
報
も
作
者
の
壬
生
キ
ヨ
ム
氏
よ
り
出
て
い
る
の
で
︑

多
少
な
り
と
も
気
に
な
っ
て
い
る
方
は
迷
わ
ず
ご
購
入
を
︒

　
尚
︑
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
と
し
て
﹁
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
峯
田
の
乳
首

ガ
ー
ド
シ
ー
ル
﹂
も
完
成
し
た
と
の
こ
と
で
す
︒

　
こ
れ
は
︑
受
で
あ
る
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
峯
田
さ
ん
が
プ
ロ
レ
ス
マ
ス
ク

を
し
て
闘
技
場
で
戦
う
と
き
に
乳
首
に
星
形
の
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
る
こ

と
に
由
来
し
ま
す
︒

　
そ
れ
も
ど
う
な
の
︑
か
ぶ
れ
な
い
の
︑
汗
で
剥
が
れ
な
い
の
︑
と
気
に

な
り
始
め
る
と
気
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
︑
受
け
入
れ
て
い
き
ま
し

ょ
う
︒
そ
れ
が
キ
ヨ
ム
ワ
ー
ル
ド
で
す
︒

　
個
人
的
に
は
浮
葉
さ
ん
が
好
き
で
す
︒
報
わ
れ
な
い
感
じ
が
し
て
︒

︵
紹
介
者
：
相
沢
ナ
ナ
コ
︶
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開
架
中
学
一
年
︑
生
徒
会
所
属
︑
有
能
な
る
書
記
の
ふ
み
ち
ゃ
ん
は
︑
時
代
が
違
え
ば
︑
神

託
を
受
け
て
神
聖
な
物
体
の
内
な
る
声
を
解
釈
し
て
伝
え
ら
れ
る
人―

―

審
神
者
︵
さ
に
わ
︶

と
言
う
ら
し
い―

―

に
だ
っ
て
な
れ
た
だ
ろ
う
︒
ふ
み
ち
ゃ
ん
は
小
学
生
時
代
︑
家
の
神
社
で

巫
女
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
て
︑
各
地
か
ら
お
清
め
の
た
め
に
届
い
た
刀
剣
に
触
れ
た
だ
け
で
︑

ど
ん
な
由
緒
が
あ
る
か
︑
誰
が
作
っ
た
か
な
ど
を
言
い
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
上
級
者

だ
っ
た
ら
し
い
︒

　

そ
し
て
︑
そ
の
ふ
み
ち
ゃ
ん
か
ら
︑
は
に
わ…

…

じ
ゃ
な
か
っ
た
〝
さ
に
わ
〟
は
ど
ん
な
漢

字
を
書
く
の
か
を
図
書
館
で
教
わ
っ
て
い
る
一
年
先
輩
の
生
徒
会
所
属
︑
平
凡
な
る
会
計
の
僕

は
︑
お
よ
そ
吊
り
合
わ
な
い
ほ
ど
の
神
託
知
ら
ず
で
︑
数
学
が
得
意
な
理
屈
屋
で
︑
物
体
の
内

な
る
声
が
聞
こ
え
る
と
言
え
ば
︑
昔
﹁
お
で
こ
の
眼
鏡
で
デ
コ
デ
コ
デ
コ
リ
ー
ン
﹂
と
い
う
テ

レ
ビ
番
組
が
あ
っ
た
と
親
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
︑
つ
ま
り
そ
れ
が
進
化
す
る
と
次
世
代
の

眼
鏡
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
﹃
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
﹄
に
な
る
わ
け
で
︑
い
つ
か
手
に
入
れ
た
い
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
︒

　

僕
は
ふ
み
ち
ゃ
ん
が
審
神
者
だ
と
説
明
し
た
が
︑
実
際
に
そ
の
場
面
を
目
に
し
た
わ
け
で
は

な
い
︒
ど
う
も
そ
れ
が
夏
休
み
に
栃
木
県
に
旅
行
し
た
時
に
起
き
た
ら
し
い
が
︑
僕
は
そ
こ
に

い
な
か
っ
た
︒
な
の
で
︑
こ
こ
か
ら
は
生
徒
会
長
の
三
年
生
︑
屋
城
世
界
︵
や
し
ろ
・
せ
か
い
︶

さ
ん
が
語
る
こ
と
に
な
る
︒

　

世
界
さ
ん
は
す
ご
い
名
前
だ
が
︑
性
別
は
男
だ
︒
陸
上
部
の
エ
ー
ス
で
︑
爽
や
か
な
短
髪
で

一
年
中
日
焼
け
し
て
い
る
健
康
優
良
児
で
︑
走
り
幅
跳
び
で
県
大
会
に
出
た
ほ
ど
の
実
力
者
だ
︒

陸
上
は
中
学
で
始
め
た
ら
し
く
︑
小
学
校
で
は
サ
ッ
カ
ー
や
武
道
を
や
っ
て
い
た
ら
し
い
︒
大

き
な
家
に
住
ん
で
い
て
︑
ち
ょ
っ
と
し
た
武
道
場
も
あ
る
そ
う
だ
︒

　

と
い
う
わ
け
で
︑
僕
は
世
界
さ
ん
を
紹
介
し
て
︑
次
の
話
ま
で
は
し
ば
し
お
別
れ
で
あ
る
︒

　

寂
し
く
な
ん
か
な
い
︒

　

全
然
寂
し
く
な
ん
か
な
い
︒

　

こ
の
眼
鏡
が
そ
ん
な
内
な
る
声
を
発
す
る
わ
け
が
な
い
︒

　

開
架
中
学
一
年
︑
生
徒
会
所
属
︑
有
能
な
る
書
記
の
ふ
み
ち
ゃ
ん
は
︑
時
代
が
違
え
ば
︑
神

託
を
受
け
て
神
聖
な
物
体
の
内
な
る
声
を
解
釈
し
て
伝
え
ら
れ
る
人―

―

審
神
者
︵
さ
に
わ
︶

と
言
う
ら
し
い―

―

に
だ
っ
て
な
れ
た
だ
ろ
う
︒
ふ
み
ち
ゃ
ん
は
小
学
生
時
代
︑
家
の
神
社
で

巫
女
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
て
︑
各
地
か
ら
お
清
め
の
た
め
に
届
い
た
刀
剣
に
触
れ
た
だ
け
で
︑

ど
ん
な
由
緒
が
あ
る
か
︑
誰
が
作
っ
た
か
な
ど
を
言
い
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
上
級
者

だ
っ
た
ら
し
い
︒

　

そ
し
て
︑
そ
の
ふ
み
ち
ゃ
ん
か
ら
︑
は
に
わ…

…

じ
ゃ
な
か
っ
た
〝
さ
に
わ
〟
は
ど
ん
な
漢

字
を
書
く
の
か
を
図
書
館
で
教
わ
っ
て
い
る
一
年
先
輩
の
生
徒
会
所
属
︑
平
凡
な
る
会
計
の
僕

は
︑
お
よ
そ
吊
り
合
わ
な
い
ほ
ど
の
神
託
知
ら
ず
で
︑
数
学
が
得
意
な
理
屈
屋
で
︑
物
体
の
内

な
る
声
が
聞
こ
え
る
と
言
え
ば
︑
昔
﹁
お
で
こ
の
眼
鏡
で
デ
コ
デ
コ
デ
コ
リ
ー
ン
﹂
と
い
う
テ

レ
ビ
番
組
が
あ
っ
た
と
親
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
︑
つ
ま
り
そ
れ
が
進
化
す
る
と
次
世
代
の

眼
鏡
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
﹃
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
﹄
に
な
る
わ
け
で
︑
い
つ
か
手
に
入
れ
た
い
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
︒

　

僕
は
ふ
み
ち
ゃ
ん
が
審
神
者
だ
と
説
明
し
た
が
︑
実
際
に
そ
の
場
面
を
目
に
し
た
わ
け
で
は

な
い
︒
ど
う
も
そ
れ
が
夏
休
み
に
栃
木
県
に
旅
行
し
た
時
に
起
き
た
ら
し
い
が
︑
僕
は
そ
こ
に

い
な
か
っ
た
︒
な
の
で
︑
こ
こ
か
ら
は
生
徒
会
長
の
三
年
生
︑
屋
城
世
界
︵
や
し
ろ
・
せ
か
い
︶

さ
ん
が
語
る
こ
と
に
な
る
︒

　

世
界
さ
ん
は
す
ご
い
名
前
だ
が
︑
性
別
は
男
だ
︒
陸
上
部
の
エ
ー
ス
で
︑
爽
や
か
な
短
髪
で

一
年
中
日
焼
け
し
て
い
る
健
康
優
良
児
で
︑
走
り
幅
跳
び
で
県
大
会
に
出
た
ほ
ど
の
実
力
者
だ
︒

陸
上
は
中
学
で
始
め
た
ら
し
く
︑
小
学
校
で
は
サ
ッ
カ
ー
や
武
道
を
や
っ
て
い
た
ら
し
い
︒
大

き
な
家
に
住
ん
で
い
て
︑
ち
ょ
っ
と
し
た
武
道
場
も
あ
る
そ
う
だ
︒

　

と
い
う
わ
け
で
︑
僕
は
世
界
さ
ん
を
紹
介
し
て
︑
次
の
話
ま
で
は
し
ば
し
お
別
れ
で
あ
る
︒

　

寂
し
く
な
ん
か
な
い
︒

　

全
然
寂
し
く
な
ん
か
な
い
︒

　

こ
の
眼
鏡
が
そ
ん
な
内
な
る
声
を
発
す
る
わ
け
が
な
い
︒
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﹁
お
ね
え
さ
ん
︑
ぼ
く
と
遊
ば
な
い…
…

？　

損
は
さ
せ
な
い
よ
﹂

　

今
日
も
レ
ヴ
ィ
は
客
引
き
に
い
そ
し
ん
で
い
た
︒

　

独
房
の
よ
う
な
石
造
り
の
部
屋
か
ら
︑
通
り
の
人
ご
み
に
向
か
っ
て
︑
青
白
い
手
を
伸
ば
す
︒

　

ガ
ラ
ガ
ラ
と
音
を
立
て
︑
馬
車
が
通
る
︒
一
人
の
女
が
足
を
止
め
︑
手
に
持
っ
た
煙
草
の
煙
を
レ
ヴ
ィ
に

吐
き
か
け
た
︒

﹁
め
ず
ら
し
い
銀
色
の
髪
だ
ね…

…

︒
あ
ん
た
︑
名
前
は
？
﹂

﹁
レ
ヴ
ィ
だ
よ
﹂

　

ひ
ら
ひ
ら
し
た
白
い
シ
ャ
ツ
に
黒
い
ズ
ボ
ン
を
着
た
レ
ヴ
ィ
は
︑
自
分
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か
す
べ
く
︑

青
い
瞳
を
細
め
て
に
っ
こ
り
と
微
笑
む
︒

　

部
屋
と
通
り
の
間
に
は
︑
鉄
格
子
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
︒

　

動
物
園
の
檻
に
も
見
え
る
そ
の
よ
う
な
部
屋
は
通
り
沿
い
に
数
個
ほ
ど
続
き
︑
客
が
好
み
の
〝
夜
の
相
手
〟

を
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
︒

　

十
九
世
紀
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
︑
と
あ
る
都
市
︒
こ
の
売
春
宿
は
下
町
の
歓
楽
街
に
存
在
し
て
い
た
︒

　

レ
ヴ
ィ
が
こ
こ
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
の
は
半
年
前
だ
︒
客
を
た
く
さ
ん
取
っ
て
金
を
稼
ぐ
と
︑
い
つ
か
こ

の
宿
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
聞
い
て
か
ら
︑
客
引
き
を
す
る
の
は
日
常
に
な
っ
た
︒

﹁
お
ね
え
さ
ん
︑
こ
こ
は
は
じ
め
て
な
の
？
﹂

　

客
と
話
し
て
い
る
と
︑
レ
ヴ
ィ
の
視
界
に
こ
こ
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
服
装
の
女
が
映
っ
た
︒
青
い
頭

巾
を
か
ぶ
り
︑
胸
に
ロ
ザ
リ
オ
を
架
け
た
若
い
尼
僧
だ
︒

　

煙
草
を
吸
っ
て
い
た
女
は
尼
僧
を
見
る
と
︑
慌
て
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
︒

﹁
せ
っ
か
く
お
客
に
な
り
そ
う
だ
っ
た
の
に…

…

﹂

　

レ
ヴ
ィ
は
尼
僧
を
恨
め
し
く
思
っ
た
︒

　

す
る
と
︑
レ
ヴ
ィ
の
視
線
に
気
付
い
た
尼
僧
が
立
ち
止
ま
り
︑
鉄
格
子
に
つ
か
ま
っ
て
レ
ヴ
ィ
を
じ
っ
と

見
つ
め
た
︒

　

珍
し
い
銀
髪
の
せ
い
で
︑
じ
ろ
じ
ろ
見
ら
れ
る
の
は
慣
れ
て
い
る
︒
レ
ヴ
ィ
は
た
め
息
を
つ
い
て
︑
尼
僧

を
追
い
払
お
う
と
し
た
︒

﹁
さ
っ
き
客
が
逃
げ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
ね
︒…

…

き
み
︑
尼
さ
ん
だ
ろ
？
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
る
と
売
り
飛
ば

さ
れ
ち
ゃ
う
よ
﹂

　

そ
の
時
︑
尼
僧
が
口
を
開
い
た
︒

﹁…
…

あ
な
た
︑
二
年
前
ヴ
ァ
ン
シ
ル
の
森
で
狩
り
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
？
﹂

﹁
え
︑
狩
り
？　

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
し
て
た
け
ど…

…

﹂

﹁
私
は
あ
な
た
を
知
っ
て
い
ま
す
︒…

…

あ
な
た
は
命
の
恩
人
で
す
！
﹂

﹁
お
ね
え
さ
ん
︑
ぼ
く
と
遊
ば
な
い…
…

？　

損
は
さ
せ
な
い
よ
﹂

　

今
日
も
レ
ヴ
ィ
は
客
引
き
に
い
そ
し
ん
で
い
た
︒

　

独
房
の
よ
う
な
石
造
り
の
部
屋
か
ら
︑
通
り
の
人
ご
み
に
向
か
っ
て
︑
青
白
い
手
を
伸
ば
す
︒

　

ガ
ラ
ガ
ラ
と
音
を
立
て
︑
馬
車
が
通
る
︒
一
人
の
女
が
足
を
止
め
︑
手
に
持
っ
た
煙
草
の
煙
を
レ
ヴ
ィ
に

吐
き
か
け
た
︒

﹁
め
ず
ら
し
い
銀
色
の
髪
だ
ね…

…

︒
あ
ん
た
︑
名
前
は
？
﹂

﹁
レ
ヴ
ィ
だ
よ
﹂

　

ひ
ら
ひ
ら
し
た
白
い
シ
ャ
ツ
に
黒
い
ズ
ボ
ン
を
着
た
レ
ヴ
ィ
は
︑
自
分
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か
す
べ
く
︑

青
い
瞳
を
細
め
て
に
っ
こ
り
と
微
笑
む
︒

　

部
屋
と
通
り
の
間
に
は
︑
鉄
格
子
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
︒

　

動
物
園
の
檻
に
も
見
え
る
そ
の
よ
う
な
部
屋
は
通
り
沿
い
に
数
個
ほ
ど
続
き
︑
客
が
好
み
の
〝
夜
の
相
手
〟

を
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
︒

　

十
九
世
紀
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
︑
と
あ
る
都
市
︒
こ
の
売
春
宿
は
下
町
の
歓
楽
街
に
存
在
し
て
い
た
︒

　

レ
ヴ
ィ
が
こ
こ
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
の
は
半
年
前
だ
︒
客
を
た
く
さ
ん
取
っ
て
金
を
稼
ぐ
と
︑
い
つ
か
こ

の
宿
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
聞
い
て
か
ら
︑
客
引
き
を
す
る
の
は
日
常
に
な
っ
た
︒

﹁
お
ね
え
さ
ん
︑
こ
こ
は
は
じ
め
て
な
の
？
﹂

　

客
と
話
し
て
い
る
と
︑
レ
ヴ
ィ
の
視
界
に
こ
こ
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
服
装
の
女
が
映
っ
た
︒
青
い
頭

巾
を
か
ぶ
り
︑
胸
に
ロ
ザ
リ
オ
を
架
け
た
若
い
尼
僧
だ
︒

　

煙
草
を
吸
っ
て
い
た
女
は
尼
僧
を
見
る
と
︑
慌
て
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
︒

﹁
せ
っ
か
く
お
客
に
な
り
そ
う
だ
っ
た
の
に…

…

﹂

　

レ
ヴ
ィ
は
尼
僧
を
恨
め
し
く
思
っ
た
︒

　

す
る
と
︑
レ
ヴ
ィ
の
視
線
に
気
付
い
た
尼
僧
が
立
ち
止
ま
り
︑
鉄
格
子
に
つ
か
ま
っ
て
レ
ヴ
ィ
を
じ
っ
と

見
つ
め
た
︒

　

珍
し
い
銀
髪
の
せ
い
で
︑
じ
ろ
じ
ろ
見
ら
れ
る
の
は
慣
れ
て
い
る
︒
レ
ヴ
ィ
は
た
め
息
を
つ
い
て
︑
尼
僧

を
追
い
払
お
う
と
し
た
︒

﹁
さ
っ
き
客
が
逃
げ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
ね
︒…

…

き
み
︑
尼
さ
ん
だ
ろ
？
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
る
と
売
り
飛
ば

さ
れ
ち
ゃ
う
よ
﹂

　

そ
の
時
︑
尼
僧
が
口
を
開
い
た
︒

﹁…
…

あ
な
た
︑
二
年
前
ヴ
ァ
ン
シ
ル
の
森
で
狩
り
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
？
﹂

﹁
え
︑
狩
り
？　

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
し
て
た
け
ど…

…

﹂

﹁
私
は
あ
な
た
を
知
っ
て
い
ま
す
︒…

…

あ
な
た
は
命
の
恩
人
で
す
！
﹂
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私
は
あ
の
国
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
︑
ど
う
い
う
形
で
書
き
始
め
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
の
で

す
︒
あ
の
美
し
い
飛
鳥
国
の
こ
と
を
︑
私
た
ち
が
愛
し
た
国
の
こ
と
を
︑
ど
の
よ
う
に
書
け
ば

伝
わ
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
︒

　

稀
に
食
べ
る
ビ
ワ
マ
ス
の
刺
身
が
絶
品
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
︑
密
会
で
飲
む
水
果
茶
は

苦
く
て
大
人
の
味
が
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
︑
禁
じ
ら
れ
た
性
行
為
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
︑
大

化
の
改
新
に
起
源
を
持
つ
国
の
歴
史
で
し
ょ
う
か
︑
鳥
言
語
を
用
い
た
﹁
不
動
﹂
の
術
で
し
ょ

う
か
︑
年
に
一
度
の
祇
園
祭
で
外
界
に
下
り
ら
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う

か
︑
神
と
さ
れ
奔
放
に
生
き
た
女
性
た
ち
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
︑
僧
正
と
初
め
て
夜
伽
を
行
っ

た
後
の
︑
肛
門
の
焼
け
付
く
よ
う
な
痛
み
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
︑﹁
と
も
だ
ち
﹂
で
し
ょ
う
か
︒

　

私
が
あ
の
国
で
夢
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
よ
う
に
︑﹁
事
実
﹂
だ
け
を
書
き
た
い
︑

﹁
本
当
に
起
こ
っ
た
こ
と
﹂
だ
け
を
書
き
た
い
︑
と
思
っ
て
も
︑
そ
れ
は
本
当
に
難
し
い
︒
私

は
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
︑
こ
の
よ
う
に
﹁
ら
し
く
な
い
﹂
喋
り
方
で
し
た
︒
そ
れ
は
私
が
稚
児

と
し
て
生
ま
れ
つ
き
︑
自
分
を
装
っ
て
い
た
よ
う
に
も
思
う
の
で
す
︒

　

何
処
か
に
行
き
た
い
︑
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
︒
此
処
で
は
な
い
何
処
か
に
美
し

い
場
所
が
き
っ
と
あ
っ
て
︑
そ
こ
に
行
き
た
い
︑
と
思
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
に
︑
私
は
こ
の
小

説
を
読
ん
で
欲
し
い
︒
そ
う
い
う
人
に
︑
あ
の
国
の
話
を
し
た
い
︒
か
つ
て
存
在
し
た
美
し
い

国
の
︑
誰
も
が
自
分
を
愛
す
る
こ
と
が
出
来
た
理
想
郷
の
︑
本
当
の
話
を
し
た
い
︒
何
故
な
ら

き
っ
と
あ
な
た
は
︑
私
と
も
︑
私
が
大
好
き
な
女
性
と
も
︑
似
て
い
る
か
ら
︒
同
じ
よ
う
に
︑

悲
し
さ
や
寂
し
さ
の
化
粧
に
気
持
ち
を
隠
し
て
い
る
か
ら
︒

　

そ
れ
が
︑
私
が
彼
女
と
新
し
い
国
を
作
る
に
先
立
っ
て
︑
果
た
す
べ
き
責
任
だ
と
考
え
て
い

ま
す
︒

　

私
は
あ
の
国
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
︑
ど
う
い
う
形
で
書
き
始
め
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
の
で

す
︒
あ
の
美
し
い
飛
鳥
国
の
こ
と
を
︑
私
た
ち
が
愛
し
た
国
の
こ
と
を
︑
ど
の
よ
う
に
書
け
ば

伝
わ
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
︒

　

稀
に
食
べ
る
ビ
ワ
マ
ス
の
刺
身
が
絶
品
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
︑
密
会
で
飲
む
水
果
茶
は

苦
く
て
大
人
の
味
が
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
︑
禁
じ
ら
れ
た
性
行
為
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
︑
大

化
の
改
新
に
起
源
を
持
つ
国
の
歴
史
で
し
ょ
う
か
︑
鳥
言
語
を
用
い
た
﹁
不
動
﹂
の
術
で
し
ょ

う
か
︑
年
に
一
度
の
祇
園
祭
で
外
界
に
下
り
ら
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う

か
︑
神
と
さ
れ
奔
放
に
生
き
た
女
性
た
ち
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
︑
僧
正
と
初
め
て
夜
伽
を
行
っ

た
後
の
︑
肛
門
の
焼
け
付
く
よ
う
な
痛
み
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
︑﹁
と
も
だ
ち
﹂
で
し
ょ
う
か
︒

　

私
が
あ
の
国
で
夢
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
よ
う
に
︑﹁
事
実
﹂
だ
け
を
書
き
た
い
︑

﹁
本
当
に
起
こ
っ
た
こ
と
﹂
だ
け
を
書
き
た
い
︑
と
思
っ
て
も
︑
そ
れ
は
本
当
に
難
し
い
︒
私

は
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
︑
こ
の
よ
う
に
﹁
ら
し
く
な
い
﹂
喋
り
方
で
し
た
︒
そ
れ
は
私
が
稚
児

と
し
て
生
ま
れ
つ
き
︑
自
分
を
装
っ
て
い
た
よ
う
に
も
思
う
の
で
す
︒

　

何
処
か
に
行
き
た
い
︑
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
︒
此
処
で
は
な
い
何
処
か
に
美
し

い
場
所
が
き
っ
と
あ
っ
て
︑
そ
こ
に
行
き
た
い
︑
と
思
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
に
︑
私
は
こ
の
小

説
を
読
ん
で
欲
し
い
︒
そ
う
い
う
人
に
︑
あ
の
国
の
話
を
し
た
い
︒
か
つ
て
存
在
し
た
美
し
い

国
の
︑
誰
も
が
自
分
を
愛
す
る
こ
と
が
出
来
た
理
想
郷
の
︑
本
当
の
話
を
し
た
い
︒
何
故
な
ら

き
っ
と
あ
な
た
は
︑
私
と
も
︑
私
が
大
好
き
な
女
性
と
も
︑
似
て
い
る
か
ら
︒
同
じ
よ
う
に
︑

悲
し
さ
や
寂
し
さ
の
化
粧
に
気
持
ち
を
隠
し
て
い
る
か
ら
︒

　

そ
れ
が
︑
私
が
彼
女
と
新
し
い
国
を
作
る
に
先
立
っ
て
︑
果
た
す
べ
き
責
任
だ
と
考
え
て
い

ま
す
︒



﹁
後
輩
書
記
と
セ
ン
パ
イ
会
計
︑
不
朽
の
追
憶
に
挑
む
﹂

　
ふ
し
ぎ
な
も
の
が
見
え
て
し
ま
う
生
徒

会
書
記
の
﹁
ふ
み
ち
ゃ
ん
﹂
と
︑
セ
ン
パ

イ
﹁
数
井
く
ん
﹂
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち

が
織
り
な
す
も
の
が
た
り
︒

　
﹁
後
輩
書
記
シ
リ
ー
ズ
﹂
と
し
て
何
冊

も
発
行
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
︑
私
の
お

す
す
め
は
︑
枕
を
持
っ
た
ふ
み
ち
ゃ
ん
と

青
い
表
紙
が
目
印
の
こ
ち
ら
︒

　
私
の
推
し
メ
ン
﹁
主
将
﹂
屋
城
世
界
き

ゅ
ん
が
主
人
公
の
作
品
と
︑
幼
稚
園
児
時

代
の
ふ
み
ち
ゃ
ん
が
主
人
公
の
作
品
な
ど

が
入
っ
て
い
て
萌
え
度
が
高
い
の
が
ポ
イ

ン
ト
︒

青
砥
十

︵
眠
る
犬
小
屋
：B-32

︶

︵
紹
介
者
：
壬
生
キ
ヨ
ム
︶ ﹁

ト
キ
シ
ン
﹂

兎
角
毒
苺
團

︵
兎
角
毒
苺
團
：C-56

︶

　
タ
イ
ト
ル
に
ち
な
み
︑
毒
を
テ
ー
マ
に
し

た
短
編
を
集
め
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
︒
ビ
ッ
ク

リ
す
る
ほ
ど
爽
や
か
な
制
服
男
子
の
青
春
モ

ノ
か
ら
昼
ド
ラ
顔
負
け
の
ド
ロ
ド
ロ
因
縁
劇

場
ま
で
幅
広
く
取
り
扱
っ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

豊
富
な
品
揃
え
︒

︵
紹
介
者
：
伊
織
︶ ﹁

人
魚
姫
の
末
裔
﹂

kiyonya

︵
招
福
来
猫
：D-14

︶

　
王
子
さ
ま
モ
ノ
の
ボ
ー
イ
ズ
ラ
ブ
小
説
︒

一
人
は
人
間
の
国
の
王
子
様
で
︑
も
う
一
人

は
人
魚
の
国
の
王
子
様
︒
二
人
の
出
会
い
か

ら
数
々
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
真
実
の
愛
に

た
ど
り
着
く
ま
で
が
描
か
れ
た
が
っ
つ
り
長

編
小
説
︒

　
人
間
の
国
の
王
子
様
の
キ
ラ
キ
ラ
オ
ー
ラ

と
︑
人
魚
の
国
の
王
子
様
の
ツ
ン
デ
レ
が
た

ま
り
ま
せ
ん
︒
特
に
シ
ョ
タ
コ
ン
の
人
に
お

す
す
め
で
す

︵
下
読
み
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！
︶

︵
紹
介
者
：
壬
生
キ
ヨ
ム
︶

セ
ン
パ
イ
っ
て
！ 

言
わ
れ
た
い
！

毒
・
ド
ク
・
ど
く

ド
Ｓ
な
王
子
に
愛
さ
れ
る
人
魚
の
王
子
さ
ま

﹁
あ
く
だ
ま
﹂

　
妖
怪
と
人
間
の
青
年
の
悶
絶
必
死
の
Ｂ
Ｌ
︒

と
に
か
く
か
わ
い
い
！
と
に
か
く
き
ゅ
ん

き
ゅ
ん
︒
だ
け
ど
か
わ
い
い
だ
け
じ
ゃ
な
く
︑

と
き
ど
き
妖
怪
世
界
の
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な

世
界
も
垣
間
見
ら
れ
て
︑
ぐ
い
ぐ
い
ひ
き
こ

ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
︒
誰
彼
か
ま
わ
ず
布
教

し
た
い
一
冊
︒

壬
生
キ
ヨ
ム

︵
文
学
フ
リ
マ
大
阪
非
公
式
ガ
イ
ド
：D-02

︶

︵
紹
介
者
：
孤
伏
澤
つ
た
ゐ
︶

と
こ
と
ん
か
わ
い
い
！

（‐ｗ‐）



﹁
ナ
ン
バ
ー
キ
ャ
ッ
ト
﹂

　
ね
こ
は
か
し
こ
い
！

　
ね
こ
は
か
わ
い
い
！

　
ね
こ
が
集
っ
て
力
を
合
わ
せ
れ
ば
︑
み

ん
な
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
で
き
る
お
さ
か

な
が
捕
ま
え
ら
れ
る
に
ゃ
！

　
に
ゃ
ん
し
ー
さ
ん
の
挿
絵
も
と
っ
て
も

か
わ
い
く
て
︑
み
ん
な
ま
と
め
て
ぎ
ゅ
っ

と
し
た
く
な
る
圧
倒
的
な
か
わ
い
ら
し
さ

に
嫉
妬
で
す

︵
紹
介
者
：
壬
生
キ
ヨ
ム
︶ ﹁

あ
く
だ
ま
﹂

　
秘
密
の
地
下
闘
技
場
で
夜
な
夜
な
拳
を
交

わ
す
︑
き
つ
ね
の
妖
怪
︵
攻
︶﹁
浜
麦
﹂
と

人
間
の
青
年
︵
受
︶﹁
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
峯

田
﹂︵
↑
名
前
︶
の
ボ
ー
イ
ズ
ラ
ブ
小
説
︒

　
浜
麦
は
妖
怪
で
す
が
︑
ペ
ペ
よ
り
年
下
で

敬
語
攻
め
︒

　
ボ
ー
イ
ズ
ラ
ブ
の
伝
統
・
受
が
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
に
か
け
ら
れ
た
り
︑
神
様
の
生
贄
こ
と

﹃
妻
﹄
に
選
ば
れ
た
り
し
て
︑
攻
が
そ
れ
を

助
け
に
行
っ
た
り
し
ま
す
︒

﹁
地
獄
に
落
ち
る
為
の
２
６
の
メ
ソ
ッ
ド
！
﹂

　
紹
介
な
ん
か
よ
り
︑
と
に
か
く
読
ん
で
ほ

し
い
一
冊
！　
そ
し
て
︑
う
っ
か
り
ポ
テ
チ

を
一
気
食
い
し
て
し
ま
う
よ
う
に
︑
一
気
読

み
し
て
ほ
し
い
︒

　
中
毒
性
に
注
意
だ
︒

︵
紹
介
者
：
相
沢
ナ
ナ
コ
︶

ね
こ
が
た
く
さ
ん
︑
大
冒
険
！

﹁
し
っ
ぽ
に
触
り
た
い
な
﹂﹁
だ
め
で
す
！
﹂

心
の
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド

﹁
あ
く
だ
ま
﹂

　
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
ら
れ
た
り
生
贄
に

さ
れ
た
り
大
変
で
す
が
も
ふ
も
ふ
は
正
義
︒

ふ
さ
ふ
さ
し
た
君
の
大
切
なｱｯｰｰｰｰ

！
壬
生
キ
ヨ
ム

︵
文
学
フ
リ
マ
大
阪
非
公
式
ガ
イ
ド
：D-02

︶

︵
紹
介
者
：
伊
織
︶

も
ふ
も
ふ

相
沢
ナ
ナ
コ

︵
文
学
フ
リ
マ
大
阪
非
公
式
ガ
イ
ド
：D-02

︶

( ・`ω・´)

壬
生
キ
ヨ
ム

︵
文
学
フ
リ
マ
大
阪
非
公
式
ガ
イ
ド
：D-02

︶

︵
紹
介
者
：
壬
生
キ
ヨ
ム
︶

弍
杏

︵
文
学
フ
リ
マ
大
阪
非
公
式
ガ
イ
ド
：D-02

︶



　
詩
？　
ポ
エ
ム
？　
そ
ん
な
の
知
ら
な

い
け
ど
︑
面
白
い
と
思
う
言
葉
だ
け
を
詰

め
込
ん
だ
ハ
ー
ト
フ
ル
で
デ
ス
ト
ロ
イ
な

一
冊
︒

︵
紹
介
者
：
弍
杏
︶ 　

詩
集
で
爆
笑
し
た
の
は
初
め
て
で
す
︒

　
当
然
な
が
ら
一
気
読
み
で
︑
残
り
ペ
ー
ジ

数
を
気
に
し
な
が
ら
︑
あ
あ
も
う
終
わ
っ
て

し
ま
う…

！　
と
悲
し
み
な
が
ら
読
み
ま
し

た
︒

︵
紹
介
者
：
赤
木
杏
︶

﹁
地
獄
に
落
ち
る
為
の
２
６
の
メ
ソ
ッ
ド
！
﹂

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ポ
エ
ム
！

弍
杏

︵
文
学
フ
リ
マ
大
阪
非
公
式
ガ
イ
ド
：D-02

︶
﹁
地
獄
に
落
ち
る
為
の
２
６
の
メ
ソ
ッ
ド
！
﹂

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ポ
エ
ム

弍
杏

︵
文
学
フ
リ
マ
大
阪
非
公
式
ガ
イ
ド
：D-02

︶



詩
歌

　
　
　
　
﹃
イ
ヴ
ァ
ン
﹄

　

根
菜
の
ス
ー
プ
ひ
と
匙
の
み
ほ
せ
る
石
碑
の
神
の
孕
ま
れ
し
こ
ろ

　

ふ
ら
こ
こ
の
軋
み
だ
ら
う
か
違
ひ
ま
す
あ
な
た
が
軋
み
死
ん
で
ゆ
く
の
だ

　

け
だ
し
神
あ
り
と
て
そ
れ
は
眼
ば
か
り
の
腐
し
た
キ
ー
ウ
イ
能
は
ざ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

—
—

﹁
デ
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
と
光
暈
﹂︵
著
者
：
か
か
り
真
魚
︶
抜
粋

詩歌 | 俳句・短歌・川柳 
E-01　104
E-02　fulidom
E-03　京大短歌
E-04　BON*Li_Na
E-05　雲庵
E-06　立命館大学短歌会
E-07　かんざし
E-08　うたつかい
E-09　うたらば
E-11　BL 俳句合同誌「庫内灯」編集部
E-15　赤茶の星でシャムネコを飼う
E-16　盲目羊とサクラジマ
E-47　cahier
E-48　川柳カード
E-49　大阪大学短歌会
E-50　短歌同人誌「率」
E-51　ito
E-52　現実アラカルト
E-53　短歌同人誌「一角」
E-54　神戸大学短歌会
E-55　めためたドロップス
E-56　楓の花

詩歌 | 現代詩・散文詩 
D-29　花森ゆきめ
E-17　停滞 _ 閉塞 _ 衰微
E-18　さーかす
E-19　ときあめようこ
E-20　ちょびっと詩人
E-21　柵野初希
E-22　Juste Minuit
E-23　雨宿り。
E-24　Cult Trash
E-25　compostela
E-26　このはつづり
E-27　夜行日和
E-28　創作工房 群青

詩歌 | イラスト・写真
C-51　ふぉとばしょ (photo+ ことば )
E-10　夜間飛行惑星
E-12　玉ねぎ頭のネコ娘。
E-13　37+c
E-14　Trigger
E-43　あめふりロンド
E-44　お里湯
E-45　碧蹄館 feat. 月待者

詩歌 | 朗読・歌唱
E-46　Girls on a Picture

詩歌 | その他
G-01　小野進一



俳句・短歌・川柳

俳句・短歌・川柳

現代詩・散文詩
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詩歌

結晶

構成…構成… Ｅ

あの日の言葉の詰め合わせ。あの日の言葉の詰め合わせ。

ツイッター：@gintictac

ウェブサイト：

今坂あわい今坂あわい

描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…

世界観…世界観…

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｂ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

３００円３００円

Ｅ－２２Ｅ－２２

著者著者

価格価格

ブースブース

　

君
よ　

一
体
何
を
背
負
っ
て
い
る
の
だ

　

そ
ん
な
も
の
は
此
処
へ
棄
て
て
し
ま
え

　

そ
し
て
飛
べ

　

風
の
重
力
で

　

舞
え

　

波
の
温
度
で

　

強
く　

し
な
や
か
に

　

駆
け
ろ

　

こ
の
世
界
か
ら

　

今

　
　
　
﹁
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ウ
イ
ン
グ
﹂

　

君
よ　

一
体
何
を
背
負
っ
て
い
る
の
だ

　

そ
ん
な
も
の
は
此
処
へ
棄
て
て
し
ま
え

　

そ
し
て
飛
べ

　

風
の
重
力
で

　

舞
え

　

波
の
温
度
で

　

強
く　

し
な
や
か
に

　

駆
け
ろ

　

こ
の
世
界
か
ら

　

今

　
　
　
﹁
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ウ
イ
ン
グ
﹂



詩歌 児童文学

菟　短歌会誌

構成…構成… Ｃ

愛知県津島市、愛西市、愛媛県松山の作家作品集愛知県津島市、愛西市、愛媛県松山の作家作品集

ツイッター：sakana0511

ウェブサイト：http://gutentag.at.webry.info/

相原利沙、梵悠玄、いがわなおこ他相原利沙、梵悠玄、いがわなおこ他

描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…

世界観…世界観…

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ａ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

３００円～３００円～

Ｅ－０４Ｅ－０４

著者著者

価格価格

ブースブース

書影はまだありません

　

い
い
汗
が
か
け
る
予
感
に
ウ
エ
ス
ト
を
キ
ュ
ッ
と
絞
っ
た
ス
ー
ツ
選
ば
ん

　

ほ
と
ば
し
る
汗
は
七
色
ひ
た
す
ら
の
時
を
讃
え
て
人
に
輝
く

　

胸
元
に
ふ
く
よ
か
な
汗
に
じ
ま
せ
て
リ
サ
夏
書
庫
を
潜
り
て
游(

お
よ)

ぐ

　

初
恋
の
手
汗
気
に
す
る
帰
り
道　
　

の
距
離
遠
す
ぎ
て　

　

ム
ズ
カ
シ
イ
従
兄
と
は
さ
む
卓
袱
台(

ち
ゃ
ぶ
だ
い)

に
ラ
ム
ネ
の
瓶
が
汗
か
い
て
お
り

　

い
い
汗
が
か
け
る
予
感
に
ウ
エ
ス
ト
を
キ
ュ
ッ
と
絞
っ
た
ス
ー
ツ
選
ば
ん

　

ほ
と
ば
し
る
汗
は
七
色
ひ
た
す
ら
の
時
を
讃
え
て
人
に
輝
く

　

胸
元
に
ふ
く
よ
か
な
汗
に
じ
ま
せ
て
リ
サ
夏
書
庫
を
潜
り
て
游(

お
よ)

ぐ

　

初
恋
の
手
汗
気
に
す
る
帰
り
道　
　

の
距
離
遠
す
ぎ
て　

　

ム
ズ
カ
シ
イ
従
兄
と
は
さ
む
卓
袱
台(

ち
ゃ
ぶ
だ
い)

に
ラ
ム
ネ
の
瓶
が
汗
か
い
て
お
り

㎝㎝
1515



ＢＬ 詩歌

BL 俳句合同誌庫内灯

構成…構成… Ｅ

BL 俳句誌。美味しい萌えをあなたに。BL俳句誌。美味しい萌えをあなたに。

ツイッター：@blhaiku1

ウェブサイト：

佐々木紺ほか、30 名佐々木紺ほか、30 名

描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…

世界観…世界観…

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

１０００円１０００円

Ｅ－１１Ｅ－１１

著者著者

価格価格

ブースブース

書影はまだありません

　

Ｂ
Ｌ
俳
句
＋
鑑
賞
文
︑

　

Ｂ
Ｌ
俳
句
ワ
ン
ド
ロ
特
集
イ
ラ
ス
ト
︑

　

小
説
︑

　

関
悦
史×

久
留
島
元
対
談
︑

　

金
原
ま
さ
子×

佐
々
木
往
復
書
簡
な
ど
な
ど
︑

　

萌
え
を
精
一
杯
詰
め
込
ん
だ
本
に
な
る
予
定
で
す
︒

　

Ｂ
Ｌ
や
俳
句
に
馴
染
み
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
︑

　

ぜ
ひ
お
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

　

Ｂ
Ｌ
俳
句
＋
鑑
賞
文
︑

　

Ｂ
Ｌ
俳
句
ワ
ン
ド
ロ
特
集
イ
ラ
ス
ト
︑

　

小
説
︑

　

関
悦
史×

久
留
島
元
対
談
︑

　

金
原
ま
さ
子×

佐
々
木
往
復
書
簡
な
ど
な
ど
︑

　

萌
え
を
精
一
杯
詰
め
込
ん
だ
本
に
な
る
予
定
で
す
︒

　

Ｂ
Ｌ
や
俳
句
に
馴
染
み
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
︑

　

ぜ
ひ
お
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
︒



詩歌

デミウルゴスと光暈

構成…構成… Ｃ

さあ、私はすべてに火をつけよう——炯眼と敬虔の短歌さあ、私はすべてに火をつけよう——炯眼と敬虔の短歌

ツイッター：@kakari01

ウェブサイト：

かかり真魚かかり真魚

描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…

世界観…世界観…

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

２００円２００円

Ｅ－１６Ｅ－１６

著者著者

価格価格

ブースブース

　
　
　
　
﹃
放
火
﹄

　

知
つ
て
い
る
舞
踏
は
き
み
に
教
は
つ
て
祈
り
の
ご
と
き
放
火
を
し
や
う

　

あ
ふ
れ
ま
た
あ
ふ
れ
ま
た
掻
き
抱
く
も
の
さ
む
く
は
な
い
と
云
つ
た
は
ず
だ
ね

　

夜
は
き
み
︑
紺
極
ま
れ
る
く
ら
が
り
に
哀
し
み
い
ろ
の
向
日
葵
燃
え
よ

　
　
　
　
﹃
ю
р
о
д
и
в
ы
й
﹄

　

し
ら
じ
ら
と
迎
え
る
夜
明
け
磔
刑
の
ひ
と
の
髪
に
も
黴
雨
は
降
り
た
る

　

黴
雨
濡
れ
の
素
肌
は
あ
は
く
ひ
か
り
お
り
人
で
あ
れ
と
も
か
な
し
や
イ
エ
ス

　

屈
辱
の
杯
に
満
ち
た
る
茱
萸
の
実
を
含
め
る
口
の
清
さ
の
こ
と
も

　
　
　
　
﹃
イ
ヴ
ァ
ン
﹄

　

根
菜
の
ス
ー
プ
ひ
と
匙
の
み
ほ
せ
る
石
碑
の
神
の
孕
ま
れ
し
こ
ろ

　

ふ
ら
こ
こ
の
軋
み
だ
ら
う
か
違
ひ
ま
す
あ
な
た
が
軋
み
死
ん
で
ゆ
く
の
だ

　

け
だ
し
神
あ
り
と
て
そ
れ
は
眼
ば
か
り
の
腐
し
た
キ
ー
ウ
イ
能
は
ざ
る
も
の

　
　
　
　
﹃
放
火
﹄

　

知
つ
て
い
る
舞
踏
は
き
み
に
教
は
つ
て
祈
り
の
ご
と
き
放
火
を
し
や
う

　

あ
ふ
れ
ま
た
あ
ふ
れ
ま
た
掻
き
抱
く
も
の
さ
む
く
は
な
い
と
云
つ
た
は
ず
だ
ね

　

夜
は
き
み
︑
紺
極
ま
れ
る
く
ら
が
り
に
哀
し
み
い
ろ
の
向
日
葵
燃
え
よ

　
　
　
　
﹃
ю
р
о
д
и
в
ы
й
﹄

　

し
ら
じ
ら
と
迎
え
る
夜
明
け
磔
刑
の
ひ
と
の
髪
に
も
黴
雨
は
降
り
た
る

　

黴
雨
濡
れ
の
素
肌
は
あ
は
く
ひ
か
り
お
り
人
で
あ
れ
と
も
か
な
し
や
イ
エ
ス

　

屈
辱
の
杯
に
満
ち
た
る
茱
萸
の
実
を
含
め
る
口
の
清
さ
の
こ
と
も

　
　
　
　
﹃
イ
ヴ
ァ
ン
﹄

　

根
菜
の
ス
ー
プ
ひ
と
匙
の
み
ほ
せ
る
石
碑
の
神
の
孕
ま
れ
し
こ
ろ

　

ふ
ら
こ
こ
の
軋
み
だ
ら
う
か
違
ひ
ま
す
あ
な
た
が
軋
み
死
ん
で
ゆ
く
の
だ

　

け
だ
し
神
あ
り
と
て
そ
れ
は
眼
ば
か
り
の
腐
し
た
キ
ー
ウ
イ
能
は
ざ
る
も
の



詩歌 純文学

甘受の才能

構成…構成… Ｃ

私は、踊ることの出来る神だけを信じる。私は、踊ることの出来る神だけを信じる。

ツイッター：@kakari01

ウェブサイト：

かかり真魚かかり真魚

描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…

世界観…世界観…

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ａ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

３００円３００円

Ｅ－１６Ｅ－１６

著者著者

価格価格

ブースブース

　
　
　
　
︵
短
歌
﹃
お
喋
り
な
冷
蔵
庫
﹄
他
︶

　

手
首
よ
り
痩
せ
る
を
ん
な
と
な
り
て
待
つ
神
の
せ
な
か
が
燃
え
る
ゆ
ふ
ぐ
れ

　

プ
ラ
ズ
マ
を
帯
び
た
る
葱
の
花
白
し
生
ま
れ
た
ひ
と
は
み
ん
な
死
ぬ
の
ね

　

神
を
模
し
ビ
ス
キ
ュ
イ
を
焼
く
す
き
と
ほ
る
蜂
蜜
ま
ぶ
し
の
ち
に
は
砕
く

　

歯
に
染
み
る
き
み
の
脆
さ
を
思
い
だ
す
う
す
む
ら
さ
き
の
あ
ぢ
さ
ゐ
視
れ
ば

　

喋
る
の
を
や
め
な
い
冷
蔵
庫
と
心
中
す
る
だ
ろ
君
は
さ
み
し
い
ん
だ
か
ら

　
　
　
　
︵
小
説
﹃
薔
薇
窓
﹄︶

　

嗚
呼
︑
待
っ
て
い
る
︒

　

私
は
圧
倒
的
な
も
の
が
到
来
し
て
私
の
身
体
か
ら
す
べ
て
を
浚
っ
て
く
れ
る
日
が
来
る
の
を

待
っ
て
い
る
︒

　

私
の
守
っ
て
い
る
つ
ま
ら
な
い
枠
組
み
を
犯
し
て
引
き
摺
り
だ
し
て
粉
々
に
砕
い
て
跡
形
も

残
ら
ず
に
壊
し
て
く
れ
る
も
の
を
︑
ず
っ
と
待
っ
て
い
る
︒

　
　
　
　
︵
短
歌
﹃
お
喋
り
な
冷
蔵
庫
﹄
他
︶

　

手
首
よ
り
痩
せ
る
を
ん
な
と
な
り
て
待
つ
神
の
せ
な
か
が
燃
え
る
ゆ
ふ
ぐ
れ

　

プ
ラ
ズ
マ
を
帯
び
た
る
葱
の
花
白
し
生
ま
れ
た
ひ
と
は
み
ん
な
死
ぬ
の
ね

　

神
を
模
し
ビ
ス
キ
ュ
イ
を
焼
く
す
き
と
ほ
る
蜂
蜜
ま
ぶ
し
の
ち
に
は
砕
く

　

歯
に
染
み
る
き
み
の
脆
さ
を
思
い
だ
す
う
す
む
ら
さ
き
の
あ
ぢ
さ
ゐ
視
れ
ば

　

喋
る
の
を
や
め
な
い
冷
蔵
庫
と
心
中
す
る
だ
ろ
君
は
さ
み
し
い
ん
だ
か
ら

　
　
　
　
︵
小
説
﹃
薔
薇
窓
﹄︶

　

嗚
呼
︑
待
っ
て
い
る
︒

　

私
は
圧
倒
的
な
も
の
が
到
来
し
て
私
の
身
体
か
ら
す
べ
て
を
浚
っ
て
く
れ
る
日
が
来
る
の
を

待
っ
て
い
る
︒

　

私
の
守
っ
て
い
る
つ
ま
ら
な
い
枠
組
み
を
犯
し
て
引
き
摺
り
だ
し
て
粉
々
に
砕
い
て
跡
形
も

残
ら
ず
に
壊
し
て
く
れ
る
も
の
を
︑
ず
っ
と
待
っ
て
い
る
︒



﹁
沈
黙
の
た
め
に
﹂

　
あ
ち
こ
ち
︑
目
星
は
つ
け
て
︑
色
々
と

楽
し
み
に
は
し
て
い
る
の
で
す
が…

︒

　
百
合
詞
華
集
﹁
き
み
と
ダ
ン
ス
を
﹂
で
︑

す
ご
く
素
敵
な
関
西
弁
百
合
ス
ト
ー
リ
ー

を
書
か
れ
て
い
た
正
井
さ
ん
の
個
人
誌

﹁
沈
黙
の
た
め
に
﹂
が
︑
こ
ち
ら
︵E-11
︶

の
ブ
ー
ス
に
委
託
さ
れ
る
と
聞
き
つ
け
︑

跳
ね
る
く
ら
い
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
︒

絶
対
︑
恋
す
る
︑
予
感…

！

　
豪
華
メ
ン
バ
ー
参
加
の
﹁
庫
内
灯
﹂
も

マ
ス
ト
バ
イ
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
︒
俳

句
の
ご
本
ら
し
い
で
す
ね
︒
知
っ
て
い
る

お
名
前
か
ら
︑
少
し
ず
つ
新
し
い
趣
向
の

扉
が
開
い
て
い
く
の
で
︑
わ
く
わ
く
し
て

い
ま
す
︒

正
井

︵BL

俳
句
合
同
誌
﹁
庫
内
灯
﹂
編
集
部
：E-11

︶

︵
紹
介
者
：
あ
ず
み
︶ ﹁

庫
内
灯
﹂

　

Ｂ
Ｌ
短
歌
の
次
は
Ｂ
Ｌ
俳
句
！　

１
７
音

と
い
う
限
り
あ
る
音
の
区
切
り
の
中
で
ど
ん

な
情
景
が
圧
縮
・
解
凍
さ
れ
て
目
の
前
に
広

げ
ら
れ
る
の
か
期
待
し
て
お
り
ま
す
︒

︵
紹
介
者
：
高
梨
來
︶ 　

Ｂ
Ｌ
俳
句
合
同
誌
︒

　

Ｂ
Ｌ
俳
句
や
評
論
・
解
凍
小
説
な
ど
が
収

録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
噂
で
す
︒

　

１
７
音
と
い
う
枠
に
顕
現
す
る
Ｂ
Ｌ
世
界

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
︒

︵
紹
介
者
：
孤
伏
澤
つ
た
ゐ
︶

ひ
と
め
見
た
瞬
間
も
う
好
き
だ
っ
て

今
度
は
俳
句
！

﹁
い
つ
く
し
み
と
言
う
名
の
猫
を
飼
い
た
い
﹂

　
シ
ン
プ
ル
で
美
し
い
装
幀
に
︑
鋭
利
な
刃

物
の
よ
う
な
短
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
︒

﹁
き
み
が
も
し
人
に
な
る
な
ら
背
に
揃
う
鱗

を
剥
が
す
役
を
や
ら
せ
て
﹂

　
作
者
の
血
の
凝
っ
た
ナ
イ
フ
で
切
り
刻
ま

れ
て
血
ま
み
れ
に
な
る
︑
恐
ろ
し
い
ほ
ど
透

徹
し
た
世
界
︒

掛　
真
魚

︵
盲
目
羊
と
サ
ク
ラ
ジ
マ
：E-16

︶

︵
紹
介
者
：
孤
伏
澤
つ
た
ゐ
︶

打
ち
ひ
し
が
れ
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
な
い

BL

俳
句
合
同
誌
﹁
庫
内
灯
﹂
編
集
部

︵BL

俳
句
合
同
誌
﹁
庫
内
灯
﹂
編
集
部
：E-11

︶ ﹁
庫
内
灯
﹂

ま
ち
ど
お
し
い

BL

俳
句
合
同
誌
﹁
庫
内
灯
﹂
編
集
部

︵BL

俳
句
合
同
誌
﹁
庫
内
灯
﹂
編
集
部
：E-11

︶



　
短
歌
︑
俳
句
︑
散
文
の
入
っ
た
作
品
集
︒

　
短
歌
や
俳
句
は
日
本
で
生
ま
れ
た
短
詩

系
だ
が
︑
こ
ち
ら
の
作
品
集
に
は 
バ
タ
イ

ユ
︑
ニ
ー
チ
ェ
︑
ビ
ス
キ
ュ
イ
︑
ガ
ラ
リ

ヤ
な
ど
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
た
人
物
︑

聖
書
の
こ
と
ば
が
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
い

る
︒
読
ん
で
い
る
と
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
荘

厳
な
教
会
に
い
る
よ
う
な
気
に
な
っ
て
く

る
︒

　
言
葉
を
﹁
吐
き
出
﹂
さ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
と
い
う
体
験
が
あ
る
方
に
読
ん
で
い

た
だ
き
た
い
一
冊
で
す
︒

ハ
ル
シ
オ
ン
に
似
た
石
鹸
を
使
ふ
夜
︒

後
ろ
か
ら
本
を
読
む
十
代
だ
つ
た
︒

︵
紹
介
者
：
壬
生
キ
ヨ
ム
︶ ﹁

神
大
短
歌vol.1

﹂

　
わ
た
し
今
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ハ
マ
っ
て
て

　
初
投
稿
な
の
聞
い
て
﹁
マ
マ
な
う
﹂

→
そ
の
気
持
ち
あ
る
あ
る
！
！

︵
紹
介
者
：
コ
ッ
ト
ン
︵
ジ
ン
ジ
ン
す
るZINE

の
編
集
人
︶︶

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
と
繊
細
さ

神
戸
大
学
短
歌
会

︵
神
戸
大
学
短
歌
会
：E-54

︶

﹁
甘
受
の
才
能
﹂

か
か
り
真
魚

︵
盲
目
羊
と
サ
ク
ラ
ジ
マ
：E-16

︶

善
き
葡
萄
の
よ
う
な
甘
さ
と
苦
さ
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の
ほ
か
の

書
籍

︵
投
稿
論
文
︶

ス
ピ
ノ
ザ
主
義
の
時
代
に
開
拓
す
る
聖
性
の
哲
学

︻
は
じ
め
に
︼

　

こ
の
試
論
は
野
蛮
な
思
考
の
産
物
で
あ
る
︒
私
に
は
そ
う
す
る
他
に
仕
方
が
な
か
っ
た
︒
こ
の
時

代
に
逆
ら
っ
て
︑
新
た
な
哲
学
を
作
ろ
う
と
し
た
か
ら
だ
︒
そ
の
た
め
に
︑
私
は
沈
静
し
︑
内
観
し
︑

分
析
し
︑
そ
し
て
理
性
を
用
い
た
︒
本
稿
に
お
い
て
︑
私
は
ど
の
段
階
に
お
い
て
も
十
分
に
注
意
深

く
す
る
よ
う
心
が
け
た
つ
も
り
だ
︒
そ
れ
で
も
こ
の
試
論
が
未
だ
に
野
蛮
に
見
え
る
の
な
ら
ば
︑
読

者
は―

ど
う
か
時
代
に
引
き
戻
さ
な
い
や
り
方
で―

こ
の
試
論
を
叩
き
直
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
︒

　
　
　
　
　
　
　
　

—
—

﹁﹃
日
本
堕
落
学
会
研
究
年
報
﹄Vol.2

﹂︵
著
者
：
日
本
堕
落
学
会
︶
抜
粋

ほか、評論／ノンフィ
クションが３０サーク
ル以上あります。
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ウェブサイト：
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描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…

世界観…世界観…

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ａ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観
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価格価格

ブースブース

︵
投
稿
論
文
︶

ス
ピ
ノ
ザ
主
義
の
時
代
に
開
拓
す
る
聖
性
の
哲
学

︻
は
じ
め
に
︼

　

こ
の
試
論
は
野
蛮
な
思
考
の
産
物
で
あ
る
︒
私
に
は
そ
う
す
る
他
に
仕
方
が
な
か
っ
た
︒
こ

の
時
代
に
逆
ら
っ
て
︑
新
た
な
哲
学
を
作
ろ
う
と
し
た
か
ら
だ
︒
そ
の
た
め
に
︑
私
は
沈
静
し
︑

内
観
し
︑
分
析
し
︑
そ
し
て
理
性
を
用
い
た
︒
本
稿
に
お
い
て
︑
私
は
ど
の
段
階
に
お
い
て
も

十
分
に
注
意
深
く
す
る
よ
う
心
が
け
た
つ
も
り
だ
︒
そ
れ
で
も
こ
の
試
論
が
未
だ
に
野
蛮
に
見

え
る
の
な
ら
ば
︑
読
者
は―

ど
う
か
時
代
に
引
き
戻
さ
な
い
や
り
方
で―

こ
の
試
論
を
叩
き
直

し
て
や
っ
て
ほ
し
い
︒

　

こ
の
試
論
が
抗
っ
た
時
代
と
は
︑
一
切
の
神
秘
が
存
在
し
な
い
時
代
の
こ
と
で
あ
る
︒
今
日

に
お
い
て
も
︑
誰
も
が
人
間
は
未
だ
に
無
知
で
あ
る
と
叫
ん
で
い
る
︒
確
か
に
そ
の
通
り
だ
ろ

う
︒
我
々
は
ま
だ
︑
自
分
た
ち
の
身
体
に
つ
い
て
十
分
に
は
知
ら
な
い
し
︑
宇
宙
の
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
は
︑
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
︒
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
神
秘
は
既
に
失
わ
れ
て
い
る

の
だ
︒
何
故
だ
ろ
う
か
︒

　

神
秘
の
殺
害
者
が
い
る
の
だ
︒
そ
の
名
を
バ
ー
ル
ー
フ
・
デ
・
ス
ピ
ノ
ザ
︵Baruch D

e
Spinoza 1632-1677

︶
と
言
う
︒
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
︑
ス
ピ
ノ
ザ
こ
そ
現
代
の
王
で

あ
る
︒
彼
は
か
つ
て
無
神
論
者
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
︒
現
代
で
は
そ
の
誹
り
を
向
け
て
い
た
人

々
の
方
が
笑
い
者
と
な
っ
て
い
る
︒
だ
が
︑
も
し
ス
ピ
ノ
ザ
を
批
判
し
た
者
た
ち
が
︑
単
な
る

無
知
の
み
に
よ
っ
て
で
は
な
く
︑
何
か
的
確
な
嗅
覚
に
よ
っ
て
ス
ピ
ノ
ザ
を
批
判
し
て
い
た
な

ら
ば
？　

ス
ピ
ノ
ザ
が
取
り
こ
ぼ
し
た
何
か
決
定
的
な
も
の
が
あ
っ
て
︑
そ
れ
が
全
て
を
変
え

て
し
ま
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
？

︵
投
稿
論
文
︶

ス
ピ
ノ
ザ
主
義
の
時
代
に
開
拓
す
る
聖
性
の
哲
学

︻
は
じ
め
に
︼

　

こ
の
試
論
は
野
蛮
な
思
考
の
産
物
で
あ
る
︒
私
に
は
そ
う
す
る
他
に
仕
方
が
な
か
っ
た
︒
こ

の
時
代
に
逆
ら
っ
て
︑
新
た
な
哲
学
を
作
ろ
う
と
し
た
か
ら
だ
︒
そ
の
た
め
に
︑
私
は
沈
静
し
︑

内
観
し
︑
分
析
し
︑
そ
し
て
理
性
を
用
い
た
︒
本
稿
に
お
い
て
︑
私
は
ど
の
段
階
に
お
い
て
も

十
分
に
注
意
深
く
す
る
よ
う
心
が
け
た
つ
も
り
だ
︒
そ
れ
で
も
こ
の
試
論
が
未
だ
に
野
蛮
に
見

え
る
の
な
ら
ば
︑
読
者
は―

ど
う
か
時
代
に
引
き
戻
さ
な
い
や
り
方
で―

こ
の
試
論
を
叩
き
直

し
て
や
っ
て
ほ
し
い
︒

　

こ
の
試
論
が
抗
っ
た
時
代
と
は
︑
一
切
の
神
秘
が
存
在
し
な
い
時
代
の
こ
と
で
あ
る
︒
今
日

に
お
い
て
も
︑
誰
も
が
人
間
は
未
だ
に
無
知
で
あ
る
と
叫
ん
で
い
る
︒
確
か
に
そ
の
通
り
だ
ろ

う
︒
我
々
は
ま
だ
︑
自
分
た
ち
の
身
体
に
つ
い
て
十
分
に
は
知
ら
な
い
し
︑
宇
宙
の
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
は
︑
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
︒
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
神
秘
は
既
に
失
わ
れ
て
い
る

の
だ
︒
何
故
だ
ろ
う
か
︒

　

神
秘
の
殺
害
者
が
い
る
の
だ
︒
そ
の
名
を
バ
ー
ル
ー
フ
・
デ
・
ス
ピ
ノ
ザ
︵Baruch D

e
Spinoza 1632-1677

︶
と
言
う
︒
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
︑
ス
ピ
ノ
ザ
こ
そ
現
代
の
王
で

あ
る
︒
彼
は
か
つ
て
無
神
論
者
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
︒
現
代
で
は
そ
の
誹
り
を
向
け
て
い
た
人

々
の
方
が
笑
い
者
と
な
っ
て
い
る
︒
だ
が
︑
も
し
ス
ピ
ノ
ザ
を
批
判
し
た
者
た
ち
が
︑
単
な
る

無
知
の
み
に
よ
っ
て
で
は
な
く
︑
何
か
的
確
な
嗅
覚
に
よ
っ
て
ス
ピ
ノ
ザ
を
批
判
し
て
い
た
な

ら
ば
？　

ス
ピ
ノ
ザ
が
取
り
こ
ぼ
し
た
何
か
決
定
的
な
も
の
が
あ
っ
て
︑
そ
れ
が
全
て
を
変
え

て
し
ま
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
？
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描写…描写…

文体…文体…

キャラ…キャラ…

世界観…世界観…
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Ｃ
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Ｃ

構成

描
写

文体キャラ

世
界
観

３００円３００円
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著者著者
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そ
し
て
あ
る
日
仕
事
も
終
わ
っ
て
帰
ろ
う
と
し
た
時
︑
ふ
と
携
帯
を
見
る
と
見
に
覚
え
の
な
い
番
号
か
ら
着
信
履
歴
︑

そ
し
て
留
守
電
が
︒

﹁
こ
ん
に
ち
わ
︑
文
〇
社
の
Ｍ︵
男
性
：
仮
名
︶
と
申
し
ま
す
︒
以
前
応
募
い
た
だ
い
た
エ
ッ
セ
イ
の
件
で
お
話
し
た

い
と
思
い
ま
し
て
お
電
話
し
ま
し
た
︒
ま
た
改
め
て
ご
連
絡
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
﹂

　

…

は
い
っ
？　

エ
ッ
セ
イ
と
い
う
こ
と
は
ど
こ
か
の
賞
に
入
賞
？　

そ
れ
と
も
何
か
の
相
談
？　

と
り
あ
え
ず
気
を

落
ち
着
か
せ
て
︑
メ
モ
も
用
意
し
て
︑
回
り
に
人
が
い
な
い
こ
と
も
確
認
し
て
︵
だ
っ
て
恥
ず
か
し
い
し
︶︑
い
ざ
履

歴
の
番
号
へ
リ
ダ
イ
ヤ
ル
！　

も
う
心
臓
バ
ク
バ
ク
で
し
た
！

文
﹁
は
い
︑
文
〇
社
で
す
﹂

俺
﹁
す
す
み
ま
せ
ん
︑
え
っ
と
︑Ｍ
さ
ん
に
お
電
話
も
ら
っ
た
病
氏
と
申
し
ま
す
が
︑Ｍ
さ
ん
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
で

し
ょ
う
か
﹂

文
﹁
は
い
︑
少
々
お
待
ち
く
だ
さ
い
﹂

　

し
ば
し
保
留
音

文
﹁
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
︒Ｍ
な
ん
で
す
が
︑
只
今
少
し
席
を
外
し
て
お
り
ま
す
︒
戻
り
次
第
お
か
け
直
し
す
る
よ
う

伝
え
て
お
き
ま
す
﹂

　

え
ー
折
角
勇
気
出
し
て
電
話
し
た
の
に
～　

仕
方
な
く
自
席
に
戻
っ
て
仕
事
片
付
け
つ
つ
電
話
待
ち
し
ま
し
た
︒
そ

ん
で
仕
事
関
係
の
方
に
電
話
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ…

︒ヴ
ー
ヴ
ー
ヴ
ー(

携
帯
バ
イ
ブ
音)

だ
か
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
悪
い

っ
て
！　

結
局
そ
の
電
話
に
も
出
ら
れ
ず
︑
そ
の
直
後
す
ぐ
に
電
話
し
て
ど
う
に
か
や
っ
と
Ｍ
さ
ん
と
つ
な
が
り
ま
し

た
の
で
要
件
を
聞
け
ま
し
た
︒

Ｍ﹁
以
前
当
社
の
主
催
し
た
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
よ
ね
﹂

俺
﹁
あ
あ
︑
そ
う
い
え
ば
出
し
ま
し
た
ね
﹂

　

そ
れ
は
数
个
月
前
に
あ
っ
た
短
文
の
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
で
︑
た
し
か
に
応
募
し
ま
し
た
が
落
選
の
通
知
は
と
っ

く
に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
︒

俺
﹁
で
も
落
選
の
通
知
は
受
け
取
っ
て
ま
す
け
ど
﹂

Ｍ﹁
え
え
︑
た
だ
私
が
個
人
的
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
︑
非
常
に
個
性
的
で
し
た
の
で
他
に
ど
ん
な
も
の

を
書
い
て
い
る
の
か
み
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
て
連
絡
し
た
次
第
な
ん
で
す
が
﹂

　

…
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は
っ
？

Ｍ﹁
他
に
小
説
と
か
書
い
た
り
し
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
﹂

俺
﹁
あ
あ
あ
あ
︑
ま
ま
あ
短
い
の
と
か
趣
味
程
度
に
は
少
々
︵
動
揺
︶﹂

Ｍ﹁
そ
れ
で
あ
れ
ば
︑
今
で
き
て
い
る
分
で
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
ょ
う

か
？
﹂

俺
﹁
わ
︑
わ
か
り
ま
し
た
︒
近
い
う
ち
に
送
り
ま
す
﹂

Ｍ﹁
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒
で
は
﹂
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﹁
ダ
メ
女
子
的
映
画
の
ス
ス
メ
︒﹂

　
映
画
雑
誌
は
な
ん
だ
か
ん
だ
で
男
性
が

中
心
だ
し
︑TSUTAYA
の
女
性
向
け
映

画
コ
ー
ナ
ー
は
キ
ラ
キ
ラ
し
て
て
ム
カ
つ

く
の
で
ダ
メ
女
子
の
た
め
の
映
画
読
本
を

作
り
ま
し
ょ
う
！　
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

の
コ
ラ
ム
集
で
す
︒

　
立
ち
上
が
れ
︑
ダ
メ
女
ど
も
！

赤
木
杏
︑
い
ね
い
み
や
こ
︑
他

︵
マ
ゾ
ヒ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
リ
リ
ィ
・
ワ
ー
ク
ス
：F-14

︶

︵
紹
介
者
：
赤
木
杏
︶ ﹁W

elove zine! vol.3

﹂

ZINE

部

︵ZINE

部
：F-19

︶

　
﹃Vol.3

な
の
に
４
に
ま
つ
わ
るZINE

﹄
の

コ
ン
セ
プ
ト
が
面
白
い
し
全
体
に
華
や
か
♪

︵
紹
介
者
：
コ
ッ
ト
ン
︵
ジ
ン
ジ
ン
す
るZINE

の
編
集
人
︶︶ ﹁

ジ
ン
ジ
ン
す
るZINE2

﹂

ジ
ン
ジ
ン
す
るZINE

︵
ジ
ン
ジ
ン
す
るZINE

：F-20

︶

　
小
説
あ
り
︑
写
真
あ
り
︑
イ
ラ
ス
ト
あ
り
︑

詩
歌
あ
り
︑
短
歌
あ
り
の
第
七
感
を
刺
激
す

るzine

ダ
メ
女
子
の
ダ
メ
女
子
に
よ
る
ダ
メ
女
子
の
た
め
の

映
画
評

華
や
か
なZINE

ご
っ
た
煮
的ZINE

︵
紹
介
者
：
コ
ッ
ト
ン
︵
ジ
ン
ジ
ン
す
るZINE

の
編
集
人
︶︶





文学フリマ大阪非公式ガイド

発行者　　　にゃんしー

発行所　　　おとそ大学パブリッシング

平成２７年９月２０日　初版発行

http://necotoco.com/
ppmhr152@yahoo.co.jp

本書籍は、ウェブサイト「文学フリマ大阪非公式ガイド」に投稿いた
だいたデータを元に編纂させて頂いたものです。情報を寄せていただ
きました皆さま、ありがとうございました。これがまた、別の誰かの
有益な情報になれば幸いです。（2015/09/20 にゃんしー）

[Copyright]
著作権は各寄稿者に帰属します



弐
杏
弐
杏

おとそ大学
パブリッシング

otoso.ac.pub.


